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序　
　
　
　

文

　

特
別
史
跡
多
賀
城
跡
附
寺
跡
の
本
格
的
な
発
掘
調
査
事
業
の
開
始
か
ら
す
で
に
半
世
紀
が
過
ぎ
て
お
り
ま
す
。当
研
究
所
は
昭
和
四
四
年
に
設
立
以
来
、

こ
の
事
業
を
引
き
継
い
で
多
賀
城
跡
の
政
庁
を
は
じ
め
と
す
る
諸
施
設
を
調
査
し
、
実
像
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
昭
和
四
五
年
の
第
八

次
調
査
で
外
郭
南
辺
築
地
跡
北
側
の
遺
物
包
含
層
か
ら
木
簡
が
初
め
て
出
土
し
、
以
後
、
第
八
五
次
を
数
え
る
今
年
度
の
調
査
ま
で
に
四
一
七
点
の
木
簡

が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

木
簡
は
多
賀
城
跡
の
出
土
遺
物
の
中
で
も
漆
紙
文
書
と
並
ん
で
情
報
量
に
富
む
資
料
で
す
。
ま
た
、
文
献
史
料
が
限
ら
れ
て
い
た
東
北
古
代
史
に
新
た

に
加
わ
る
資
料
と
し
て
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
と
と
も
に
当
時
の
実
態
を
直
接
示
す
資
料
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
当
研

究
所
で
も
重
要
な
内
容
・
意
味
の
あ
る
木
簡
が
出
土
し
た
際
に
は
毎
年
刊
行
す
る
年
報
で
報
告
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
他
の
木
簡
に
つ
い
て
は
今
ま

で
未
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
し
た
も
の
に
関
し
て
も
調
査
・
研
究
の
進
展
に
伴
っ
て
検
索
に
労
を
要
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
出
土
遺

構
の
捉
え
方
や
木
簡
の
内
容
に
補
足
・
修
正
な
ど
も
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
多
賀
城
跡
発
掘
調
査
五
〇
周
年
を
迎
え
た
平
成
二
二
年
度
を
契
機
と
し
て
木
簡
の
集
成
に
着
手
し
、
平
成
二
三
年
度
に
は
第
四
一
次
調
査
ま
で

の
出
土
木
簡
を
収
録
し
た
『
多
賀
城
跡
木
簡
Ⅰ
』
を
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
集
成
は
継
続
し
、そ
の
成
果
と
し
て
、こ
の
た
び
『
多
賀
城
跡
木
簡
Ⅱ
』

を
刊
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
本
書
に
は
創
建
期
の
多
賀
城
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
第
四
四
次
調
査
出
土
の
木
簡
二
八
三
点
を
は
じ
め
、
古
代
の

陸
奥
国
の
軍
制
の
実
態
が
知
ら
れ
る
第
四
七
次
調
査
出
土
木
簡
な
ど
貴
重
な
木
簡
を
収
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
書
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
に
多
賀
城
で

出
土
し
た
す
べ
て
の
木
簡
が
は
じ
め
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
東
北
古
代
史
の
検
討
を
進
め
る
う
え
で
本
書
が
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
日
頃
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
多
賀
城
跡
調
査
研
究
委
員
会
の
諸
先
生
、
文
化
庁
、
多
賀
城
市
お
よ
び
多
賀

城
市
教
育
委
員
会
の
関
係
者
、
調
査
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
他
の
多
く
の
皆
様
方
に
所
員
一
同
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
　
　

平
成
二
五
年
三
月

�
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
所
長　

佐 

藤　

則 

之
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凡　
　
　

例

一
、
本
書
は
、
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
資
料
Ⅲ
、
多
賀
城
跡
木
簡
Ⅱ
で
、

多
賀
城
跡
出
土
木
簡
の
資
料
集
で
あ
る
。

一
、
本
書
は
、
第
四
四
次
か
ら
第
八
五
次
ま
で
の
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
を
集
成

し
た
。
そ
の
う
ち
主
要
な
も
の
は
以
下
の
年
報
で
公
表
し
て
い
る
が
、
釈
文
・

解
釈
が
年
報
と
異
な
る
場
合
は
本
書
が
優
先
す
る
。

　
　
　
『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
八
三　

多
賀
城
跡
』

　
　
　
『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
八
四　

多
賀
城
跡
』

　
　
　
『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
八
九　

多
賀
城
跡
』

　
　
　
『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
九
一　

多
賀
城
跡
』

　
　
　
『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
二
〇
〇
九　

多
賀
城
跡
』

　
　
　
『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
二
〇
一
二　

多
賀
城
跡
』

一
、
木
簡
の
出
土
遺
構
に
関
す
る
記
載
は
調
査
次
数
ご
と
に
配
列
し
、
そ
れ
ぞ
れ

調
査
の
概
要
、
木
簡
の
出
土
遺
構
、
主
要
な
遺
構
の
解
説
を
付
し
た
。

一
、
遺
構
・
遺
物
の
記
載
方
法
、
及
び
多
賀
城
跡
の
遺
構
期
は
多
賀
城
跡
の
正
式
報

告
書『
多
賀
城
跡　

政
庁
跡　

本
文
編
』、『
多
賀
城
跡　

政
庁
跡　

図
録
編
』、『
多

賀
城
跡　

政
庁
跡　

補
遺
編
』に
よ
る
。遺
構
期
の
年
代
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

第
Ⅰ
期　

養
老
・
神
亀
頃
～
八
世
紀
中
頃

　
　
　

第
Ⅱ
期　

八
世
紀
中
頃
～
宝
亀
十
一
年（
七
八
〇
）

　
　
　

第
Ⅲ
期　

宝
亀
十
一
年
～
貞
観
十
一
年（
八
六
九
）

　
　
　

第
Ⅳ
期　

貞
観
十
一
年
～
一
一
世
紀
前
半
頃

一
、
木
簡
に
は
通
し
番
号
を
付
し
、
調
査
次
数
、
出
土
遺
構
ご
と
に
ま
と
め
て
木

簡
番
号
順
に
釈
文
を
配
列
し
た
。
本
書
に
は
第
七
九
～
四
一
七
号
木
簡
を
収
め

て
い
る
。

一
、
釈
文
の
末
尾
下
に
は
右
側
に
法
量
と
型
式
番
号
、
左
側
に
整
理
時
の
登
録
番

号
を
左
側
に
付
し
た
。
ま
た
、
木
取
り
が
わ
か
る
も
の
は
登
録
番
号
の
上
に
付

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
形
状
・
内
容
等
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
解
説
を
加
え
た
。

一
、
木
簡
の
形
状
は
四
周
の
加
工
状
況
を
中
心
に
記
述
し
た
。
な
お
、
上
端
・
下

端
・
左
辺
・
右
辺
の
語
を
用
い
た
が
、
端
と
は
木
簡
の
木
目
方
向
の
上
下
両
端

を
い
い
、
ま
た
、
上
下
左
右
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
を
基
準
と
し
た
。

一
、
法
量
は
釈
文
の
下
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
長
さ
×
幅
×
厚
さ
の
順
に
付
し
（
単

位
は
㎜
。
い
ず
れ
も
最
大
値
）、
欠
損
し
て
い
る
も
の
は
現
存
部
分
の
法
量
を
括
弧

付
き
で
示
し
た
。
長
さ
、
幅
は
文
字
の
方
向
に
よ
る
。
な
お
、
削
屑
は
長
さ
×

幅
の
み
を
示
し
、
厚
さ
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
丸
材
や
種
々
の
木
製
品
に
文
字

が
あ
る
場
合
は
計
測
箇
所
な
ど
を
付
し
て
示
し
た
。

一
、
型
式
番
号
は
木
簡
の
形
態
を
示
す
も
の
で
、
木
簡
学
会
の
型
式
に
依
拠
し
て

法
量
の
下
に
付
し
た
。
本
書
で
使
用
し
た
型
式
番
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

011

型
式	

短
冊
型
。

　
　
　

015

型
式	

短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

　
　
　

019

型
式	

一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損
・
腐
食
で
原
型
が
失
わ
れ
た
も
の
。

　
　
　

032

型
式	

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

　
　
　

033

型
式	

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を

尖
ら
せ
た
も
の
。

　
　
　

039

型
式	

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端

は
折
損
あ
る
い
は
腐
食
し
て
不
明
の
も
の
。

　
　
　

051

型
式	

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

　
　
　

061

型
式	

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

　
　
　

065

型
式	

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

　
　
　

081
型
式	

折
損
、
腐
食
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

　
　
　

091
型
式	

削
屑
。



一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

・	

木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

　
　
　
「　

」	

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
る
こ
と
を
示

す
。

　
　
　

＜	
木
簡
の
上
端
・
下
端
な
ど
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　

◦	
穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　

□
□
□	

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

	

　

 　

	

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

　
　
　

×	

前
後
に
文
字
の
続
く
こ
と
が
内
容
上
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
な

ど
に
よ
り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　
　
　
『　

』	

異
筆
、
追
筆
。

　
　
　

ヽ	

合
点
。

　
　
　

…　

…	

木
目
と
直
交
す
る
方
向
の
刻
線
を
示
す
。

　
　
　
〔　

〕	

校
訂
に
関
す
る
註
で
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む

も
の
。
原
則
と
し
て
文
字
の
右
傍
に
付
す
が
、
組
判
の
都
合
上

左
傍
に
施
し
た
場
合
が
あ
る
。

　
　
　
カ	

編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

　
　
　
マ
ヽ	

文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

　
　
　

…	

同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
な
ど
に
よ
り
直
接
つ
な
が

ら
ず
、
中
間
の
文
字
が
不
明
な
も
の
。

一
、
木
簡
の
形
状
の
記
述
に
つ
い
て
本
書
で
は
便
宜
的
に
以
下
の
語
句
を
用
い
た
。

　
　
　

削
り	

木
簡
の
四
周
が
刃
物
で
加
工
・
調
整
さ
れ
て
い
る
状
況
。

　
　
　

切
断	

木
簡
の
端
部
が
刃
物
で
切
断
さ
れ
て
い
る
状
況
。

　
　
　

折
れ	

木
簡
の
端
部
が
折
れ
て
い
る
状
況
。

　
　
　

折
り	

木
簡
の
端
部
が
人
為
的
に
折
ら
れ
て
い
る
状
況
。

　
　
　

割
り	

木
簡
の
辺
部
が
人
為
的
に
割
ら
れ
て
い
る
状
況
。

　
　
　

割
れ	

木
簡
の
辺
部
が
割
れ
て
い
る
状
況
。

　
　

な
お
、
人
為
的
な
削
り
・
切
断
・
折
り
・
割
り
が
木
簡
の
使
用
後
に
な
さ
れ
た

場
合
は
、
二
次
的
削
り
、
な
ど
と
表
記
し
た
。
ま
た
、
折
れ
・
割
れ
を
含
め
て
腐

食
な
ど
に
よ
り
判
然
と
し
な
い
場
合
に
は
、
割
り
ま
た
は
割
れ
、
割
り
か
、
な

ど
の
表
現
を
用
い
た
場
合
が
あ
る
。

一
、
参
照
し
た
文
献
は
巻
末
に
一
覧
を
載
せ
た
。
な
お
、
池
邊
彌『
和
名
類
聚
抄

郡
郷
里
驛
名
考
證
』、
竹
内
理
三
・
山
田
英
雄
・
平
野
邦
雄
編『
日
本
古
代
人
名

辞
典
』は
、
そ
の
つ
ど
表
記
は
し
な
か
っ
た
が
、
全
編
に
わ
た
り
参
照
し
た
こ
と

を
明
記
す
る
。

一
、
註
は
本
文
と
の
見
や
す
さ
を
考
慮
し
、
第
一
章
で
は
章
末
、
第
二
章
で
は
調

査
次
数
ご
と
、
第
三
章
で
は
木
簡
ご
と
に
付
し
た
。

一
、
当
研
究
所
の
刊
行
物
は
『
多
賀
城
跡　

政
庁
跡　

本
文
編
』
を
『
本
文
編

一
九
八
二
』、『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
七
〇　

多
賀
城
跡
』を
『
年

報
一
九
七
〇
』な
ど
と
略
記
し
た
。
ま
た
、
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
資

料
は
『
多
賀
城
漆
紙
文
書
』、『
多
賀
城
跡
木
簡
Ⅰ
』と
表
記
す
る
。

一
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
、
及
び
青
森
県
史
編
さ
ん
古

代
部
会
刊
行
の
木
簡
・
出
土
文
字
の
報
告
書
・
資
料
集
は
各
々
『
平
城
宮
木
簡

三
』、『
秋
田
城
資
料
集
Ⅱ
』、『
青
森
県
史
』の
よ
う
に
表
記
し
た
。
ま
た
、
都

道
府
県
及
び
市
町
村
教
育
委
員
会
が
刊
行
し
た
報
告
書
等
の
出
典
を
示
す
際

は
、（
教
育
委
員
会
）を
（
教
委
）と
略
記
し
た
。

一
、
本
書
は
当
研
究
所
所
員
の
検
討
を
へ
て
吉
野　

武
が
執
筆
・
編
集
し
た
。
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第
一
章　

出
土
木
簡
の
概
要

　

多
賀
城
跡
で
は
今
年
度
ま
で
八
五
次
を
数
え
る
発
掘
調
査
で
四
一
七
点
の
木
簡

が
出
土
し
て
い
る
。
標
高
約
三
二
ｍ
の
低
丘
陵
上
に
位
置
す
る
政
庁
跡
か
ら
み
る

と
、
丘
陵
下
の
南
・
西
側
の
低
地
や
南
側
か
ら
丘
陵
部
に
入
る
沢
地
で
の
出
土
が

大
半
を
し
め
て
お
り
、
城
内
、
及
び
周
辺
の
沖
積
地
に
は
そ
う
し
た
木
簡
を
は
じ

め
と
す
る
遺
物
が
多
量
に
包
蔵
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

本
書
は
、
そ
の
う
ち
沢
の
入
る
場
所
を
通
過
す
る
政
庁
―
外
郭
南
門
道
路
に
伴

う
暗
渠
で
出
土
し
た
第
四
四
次
調
査
の
木
簡
二
八
三
点
、
沢
地
や
低
地
部
を
延
び

る
外
郭
南
辺
・
西
辺
周
辺
で
出
土
し
た
第
四
七
・
六
一
・
八
一
・
八
三
次
調
査
の

一
五
点
、
城
内
北
東
部
の
丘
陵
上
に
立
地
す
る
大
畑
地
区
官
衙
で
出
土
し
た
第

五
六
・
六
〇
次
調
査
の
四
一
点
を
集
成
し
た
。
先
に
刊
行
し
た
『
多
賀
城
跡
木
簡

Ⅰ
』所
収
の
七
八
点
と
合
わ
せ
て
都
合
四
一
七
点
、
現
時
点
に
お
け
る
多
賀
城
跡

出
土
木
簡
の
す
べ
て
の
公
表
と
な
る
。

　

暗
渠
跡
出
土
の
木
簡　

政
庁
―
外
郭
南
門
道
路
跡
に
伴
う
Ｓ
Ｄ
一
四
一
三
暗
渠

は
、
多
賀
城
で
最
多
の
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
で
あ
る
。
西
側
の
鴻
ノ
池
地
区
の

沢
が
東
に
入
り
込
む
場
所
を
通
過
す
る
道
路
で
も
最
も
低
い
地
点
に
造
ら
れ
た
暗

渠
で
、
周
り
の
丘
陵
か
ら
集
ま
る
水
を
道
路
下
を
通
し
て
沢
に
排
水
す
る
機
能
を

持
つ
。
道
路
の
敷
設
当
初
か
ら
三
回
の
改
修
を
経
て
四
時
期
の
変
遷
が
あ
り
（
Ａ

～
Ｄ
暗
渠
）、
道
路
の
存
続
期
間
を
通
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
最
古
の
Ａ
暗
渠
で
、
そ
の
構
築
時
の
裏
込
土
か
ら

一
九
七
点
、
暗
渠
内
の
堆
積
土
か
ら
八
六
点
が
出
土
し
て
い
る
。
大
部
分
は
削
屑

だ
が
、
と
も
に
多
賀
城
第
Ⅰ
期
の
道
路
に
伴
う
木
簡
で
あ
り
、
特
に
一
括
性
の
高

い
裏
込
土
出
土
木
簡
は
多
賀
城
碑
以
外
に
明
記
が
な
い
創
建
期
の
多
賀
城
を
考
え

る
う
え
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
後
の
発
掘
調
査
で
新
た
に
第
Ⅰ
期
の
外
郭

南
辺
の
可
能
性
が
高
い
門
跡
と
区
画
施
設
が
暗
渠
の
北
側
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
か

ら
（
こ
の
施
設
は
従
来
の
外
郭
南
辺
の
約
一
二
〇
ｍ
北
に
あ
り
、
以
下
で
は
便
宜
的
に
内
側
の

外
郭
南
辺
と
仮
称
す
る
）、
Ａ
暗
渠
は
実
は
城
外
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
木
簡
の

内
容
や
後
続
す
る
Ｂ
暗
渠
の
施
設
瓦
の
年
代
か
ら
最
初
の
道
路
に
伴
う
遺
構
で
あ

る
点
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
の
位
置
に
は
第
Ⅰ
期
政
庁
と
共
通
す
る
計
画
性
も
認

め
ら
れ
、
構
築
は
創
建
期
と
推
定
さ
れ
る
。

　

内
容
を
み
る
と
、
裏
込
土
木
簡
で
は
戸
籍
の
抜
書
と
み
ら
れ
る
第
七
九
号
を
は

じ
め
と
し
た
人
名
や
年
令
、
身
体
註
記
な
ど
の
記
載
が
あ
る
も
の
が
目
立
つ
。
合

点
が
付
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
多
賀
城
創
建
頃
の
陸
奥
国
で
の
籍
帳
制
に
よ
る
把

握
・
支
配
と
木
簡
に
よ
る
そ
の
運
用
が
知
ら
れ
る
。
他
に
は
勤
務
の
交
替
・
欠
勤

に
関
わ
る
記
載
や
郡
名
、
職
名
と
い
っ
た
記
載
が
残
る
削
屑
が
あ
る
。
勤
務
関
係

の
も
の
は
分
番
制
に
基
づ
く
表
記
の
も
の
で
兵
士
関
係
か
と
み
ら
れ
る
。

　

郡
名
は
残
画
か
ら
推
定
さ
れ
る
も
の
の
み
だ
が
、菊
多
郡
と
曰
理
郡
が
あ
る
（
第

八
〇
・
二
一
九
号
）。菊
多
郡
は
養
老
二
年（
七
一
八
）に
建
郡
さ
れ
て
い
る（『
続
日
本
紀
』

同
年
五
月
乙
未
条
）。
ま
た
、
両
郡
と
も
阿
武
隈
川
以
南
の
海
道
筋
の
郡
で
、
石
城
国

の
設
置
期
間
は
陸
奥
国
の
郡
で
は
な
か
っ
た
。
職
名
で
は
第
九
八
・
九
九
号
に
主

典
や
鉦
帥
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
征
夷
軍
の
官
人
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
平

川
一
九
九
三
）。
養
老
二
年
以
降
、
八
世
紀
前
半
の
陸
奥
国
へ
の
征
夷
軍
派
遣
は
養

老
四
年（
七
二
〇
）、
神
亀
元
年（
七
二
四
）、
天
平
九
年（
七
三
七
）
の
三
回
で
あ
る
（
註

1
）。
ま
た
、
陸
奥
国
以
外
の
も
の
も
含
め
て
養
老
四
年
以
前
の
征
討
使
に
主
典
の

呼
称
は
確
認
で
き
な
い
。
鉦
に
つ
い
て
は
元
来
、
使
用
が
盛
ん
で
は
な
く
、
採
用

は
奈
良
時
代
前
半
で
も
比
較
的
新
し
い
と
す
る
指
摘
が
あ
る
（
北
一
九
八
四
）。

　

木
簡
に
み
え
る
郡
・
職
名
は
小
さ
な
削
屑
に
残
さ
れ
た
僅
か
な
記
載
に
す
ぎ
な

い
が
、
上
記
の
よ
う
な
史
料
・
指
摘
と
の
検
討
に
よ
り
暗
渠
構
築
の
年
代
に
あ
る
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程
度
の
限
定
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ひ
い
て
は
多
賀
城
碑
に
み
え
る
多

賀
城
創
建
の
年
代
や
当
時
の
実
態
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
り
、
第
一
級
の

資
料
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

堆
積
土
出
土
木
簡
に
も
籍
帳
的
な
記
載
の
も
の
が
あ
り
、
代
表
と
し
て
は
第

二
七
六
号
が
あ
る
。
姓
名
・
年
令
・
身
体
註
記
・
本
貫
を
記
載
し
た
〇
一
五
型
式

の
個
人
簡
で
、
郷
里
制
下
の
木
簡
で
あ
る
。
共
伴
し
た
他
の
木
簡
か
ら
籍
帳
や
軍

事
関
連
で
の
使
用
が
推
測
さ
れ
る
。
他
に
は
軍
制
や
物
資
関
連
の
木
簡
が
あ
り
、

前
者
に
は
兵
士
数
を
記
す
第
二
七
七
号
、
健
児
や
尫
弱
な
者
の
異
動
・
交
替
に
関

す
る
第
二
七
八
・
二
七
九
号
な
ど
が
あ
る
。
健
児
は
天
平
十
年
廃
止
の
天
平
期
の

健
児
と
み
ら
れ
、
前
述
の
郷
里
制
下
の
木
簡
と
合
わ
せ
て
Ａ
暗
渠
の
廃
絶
、
Ｂ
暗

渠
へ
の
改
修
年
代
を
み
る
う
え
で
有
益
で
あ
る
。
物
資
関
連
で
は
木
材
納
入
を
示

す
第
二
九
〇
～
二
九
四
号
が
あ
る
。
残
り
の
良
い
第
二
九
三
号
で
は
前
旬
ま
で
の

納
入
・
未
納
数
を
記
し
、
木
材
の
納
入
が
把
握
・
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
そ
の
数
値
は
三
桁
で
、
大
規
模
な
造
営
と
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る
。

　

外
郭
南
辺
・
西
辺
周
辺
出
土
の
木
簡　

南
辺
周
辺
出
土
の
も
の
は
六
点
あ
り
、

そ
の
う
ち
五
点
が
鴻
ノ
池
地
区
を
対
象
と
し
た
調
査
で
内
側
の
外
郭
南
辺
の
南
側

で
出
土
し
て
い
る
。
物
品
付
札
の
第
四
一
二
号
、
物
品
名
を
記
す
木
簡
に
習
書
を

し
、
さ
ら
に
斎
串
状
に
二
次
加
工
し
た
第
四
一
三
号
、
曲
物
の
底
板
に
大
帳
と
み

ら
れ
る
文
字
の
あ
る
第
四
一
五
号
（
以
上
、
第
六
一
次
調
査
）、
人
名
・
年
令
等
を
記
す

第
四
一
六
号（
第
八
一
次
調
査
）な
ど
が
あ
り
、
第
四
一
六
号
は
陸
奥
国
南
部
の
人
を

書
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
・
形
態
は
様
々
で
、
第
Ⅰ
期
の
遺
構

に
も
直
接
は
伴
わ
な
い
が
、
内
側
の
外
郭
南
辺
の
基
礎
地
業
南
端
は
廃
絶
後
に
は

南
側
の
湿
地
に
面
し
た
護
岸
施
設
の
構
築
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、

そ
の
付
近
か
ら
の
投
棄
が
考
え
ら
れ
る
。
第
Ⅱ
期
以
降
の
城
内
、
鴻
ノ
池
地
区
周

辺
の
様
子
を
み
る
う
え
で
は
貴
重
で
あ
る
。

　

従
来
の
外
郭
南
辺
周
辺
で
は
昨
年
度
の
第
八
三
次
調
査
で
第
四
一
七
号
が
出
土

し
て
い
る
。
出
土
遺
構
は
南
西
隅
に
近
い
外
郭
南
辺
北
側
の
五
万
崎
丘
陵
に
少
し

あ
が
り
か
け
た
場
所
に
あ
る
土
壙
で
、
内
容
は
人
の
進
上
文
と
推
定
さ
れ
、（
天
）

平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
の
年
紀
と
奈
須
直
氏
の
自
署
が
み
え
る
。
年
紀
を
記
す
木

簡
は
多
賀
城
で
は
意
外
に
少
な
く
、
大
同
四
年（
八
〇
九
）
の
第
五
号（『
多
賀
城
跡
木

簡
Ⅰ
』一
六
頁
）に
次
い
で
二
例
目
、
実
に
四
〇
年
ぶ
り
の
出
土
で
あ
る
。
墨
の
鮮
明

さ
は
第
五
号
を
上
ま
わ
り
、
現
在
の
多
賀
城
で
は
貴
重
な
年
紀
木
簡
と
い
え
る
。

出
土
状
況
も
比
較
的
良
く
、
対
象
地
区
の
外
郭
南
辺
の
年
代
も
あ
る
程
度
示
唆
す

る
。
ま
た
、
奈
須
直
氏
は
下
野
国
那
須
郡
の
郡
領
氏
族
と
し
て
著
名
だ
が
、
承
和

十
五
年（
八
四
八
）に
陸
奥
国
白
河
郡
大
領
の
例
も
み
え
る
（『
続
日
本
後
紀
』同
年
五
月

辛
未
条
）。
第
四
一
七
号
の
記
載
は
白
河
郡
の
奈
須
直
氏
を
同
郡
の
郡
領
氏
族
と
し

て
八
世
紀
半
ば
頃
に
遡
っ
て
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
を
持
つ
。

　

外
郭
西
辺
周
辺
で
は
区
画
施
設
を
な
す
材
木
塀
の
外
溝
で
八
点
、
内
溝
で
一
点

の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
外
溝
の
木
簡
の
う
ち
第
三
六
二
～
三
六
八
号
は
比
較

的
大
き
い
板
状
の
帳
簿
様
木
簡
を
複
数
の
〇
三
二
型
式
に
整
形
し
て
文
字
を
削
る

前
に
廃
棄
し
た
も
の
で
、
整
形
前
の
帳
簿
は
多
賀
城
に
上
番
し
た
兵
士
関
連
の
内

容
を
持
つ
。
他
に
青
皮
と
い
う
物
品
を
記
す
第
三
六
九
号
も
あ
る
。
内
溝
出
土
の

第
三
七
〇
号
は
現
在
の
と
こ
ろ
多
賀
城
で
最
長
の
木
簡
で
、
安
積
団
解
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
多
賀
城
で
の
上
番
を
終
え
た
會
津
郡
の
兵
士
に
つ
い
て
安
積
団
が

玉
前
剗
を
越
え
て
の
帰
還
を
申
請
す
る
記
載
を
持
ち
、
同
団
兵
士
の
多
賀
城
へ
の

上
番
と
郡
単
位
の
編
成
、
玉
前
剗
の
存
在
な
ど
が
捉
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
外
郭
西
辺
の
木
簡
は
陸
奥
国
の
軍
制
を
考
え
る
う
え
で
重
要
と
思
わ
れ

る
が
、
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
鮮
明
な
写
真
の
撮
影
、
報
告
に
向
け
た

文
書
の
再
検
討
や
復
元
、
形
状
の
観
察
を
通
し
て
さ
ら
に
判
明
し
て
き
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
本
書
で
は
今
ま
で
兵
士
番
上
簿
と
し
て
き
た
第
三
六
二
～
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三
六
八
号
、
會
津
郡
解
の
正
文
と
み
て
き
た
第
三
七
〇
号
に
新
た
な
見
解
を
付
し

た
。
科
学
技
術
の
進
歩
は
木
簡
の
解
読
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
都

度
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手
法
に
よ
る
観
察
を
反
復
し
、
新
た
に
読
め
た
文
字
と
既

読
の
記
載
、
木
簡
の
形
態
な
ど
を
あ
ら
た
め
て
総
合
的
に
検
討
・
判
断
す
る
こ
と

で
木
簡
の
理
解
に
は
変
更
や
深
化
が
あ
り
え
る
と
考
え
る
。

　

大
畑
地
区
官
衙
出
土
の
木
簡　

大
畑
地
区
官
衙
は
標
高
四
〇
～
五
〇
ｍ
の
多
賀

城
で
最
も
高
い
平
坦
面
に
造
ら
れ
た
官
衙
で
あ
る
。
第
五
六
次
調
査
に
一
点
、
第

六
〇
次
調
査
に
ま
と
ま
っ
た
四
〇
点
の
木
簡
が
あ
り
、
と
も
に
井
戸
跡
か
ら
出
土

し
て
い
る
。
多
賀
城
の
木
簡
の
大
部
分
が
丘
陵
下
の
低
地
で
出
土
し
て
い
る
な
か

で
、
こ
れ
ら
の
存
在
は
珍
し
く
、
丘
陵
上
で
も
井
戸
の
よ
う
に
水
分
を
保
ち
や
す

い
遺
構
で
は
木
簡
が
遺
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

第
五
六
次
調
査
出
土
の
第
三
七
一
号
は
曲
物
の
蓋
板
の
表
に
焼
印
が
あ
る
も
の

で
あ
る
。
第
六
〇
次
調
査
の
木
簡
は
削
屑
主
体
で
は
あ
る
が
、
兵
士
に
支
給
、
ま

た
は
兵
士
が
貢
進
し
た
米
に
関
わ
る
帳
簿
様
木
簡（
第
三
七
二
号
）
や
火
長
が
兵
士

に
充
て
た
文
書
簡
の
断
簡
（
第
三
七
三
号
）
な
ど
が
あ
る
。
大
畑
地
区
は
外
郭
東
門

か
ら
城
内
に
入
っ
て
す
ぐ
南
側
に
あ
る
官
衙
で
あ
り
、
東
門
周
辺
に
お
け
る
兵
士

の
存
在
と
活
動
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
三
七
四
・
三
七
五
・
三
七
七
号
の
よ
う
に

付
札
・
荷
札
状
の
木
簡
が
比
較
的
目
立
つ
の
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

	

註
1　
『
続
日
本
紀
』養
老
四
年
九
月
戊
寅
・
神
亀
元
年
四
月
丙
申
・
天
平
九
年
正
月
丙
申
条
に

征
討
使
の
任
命
記
事
が
あ
る
。



－　　－13 －　　－12

　

第
二
章　

木
簡
の
出
土
遺
構

【
第
四
四
次
調
査
】	

遺
構
図
版
1
・
2
・
4
～
9

	

第
七
九
～
三
六
一
号
木
簡	

（『
年
報
一
九
八
三
』）

　
〈
調
査
の
概
要
〉

　

政
庁
─
外
郭
南
門
間
道
路
の
構
造
と
変
遷
の
把
握
を
目
的
と
し
た
調
査
で
、
政

庁
正
殿
跡
の
約
三
〇
〇
ｍ
南
で
実
施
し
た
（
図
版
1
・
2
）。
対
象
地
は
西
側
の
鴻

ノ
池
地
区
の
沢
が
東
側
の
城
前
地
区
に
入
る
道
路
対
象
地
の
中
で
最
も
標
高
が
低

い
場
所
で
あ
る
。
調
査
は
東
西
約
三
六
ｍ
、南
北
約
一
二
ｍ
の
調
査
区
と
そ
の
南
・

北
・
南
西
側
の
拡
張
区
で
行
い
、
政
庁
─
外
郭
南
門
間
道
路
跡
に
あ
た
る
Ｓ
Ｘ

一
四
一
一
道
路
跡
、
道
路
跡
に
伴
う
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
九
・
一
四
一
〇
・
一
四
一
三
暗
渠

跡
、
Ｓ
Ｘ
一
四
一
四
枡
跡
の
ほ
か
、
多
数
の
溝
・
土
壙
を
検
出
し
た
（
図
版
4
）。

　

道
路
は
大
規
模
な
盛
土
で
造
ら
れ
て
い
る
。
調
査
時
に
は
Ａ
～
Ｃ
の
三
段
階
の

変
遷
が
あ
り
、Ａ
道
路
に
関
し
て
は
Ａ
1
～
3
の
細
分
が
可
能
と
捉
え
た
。
ま
た
、

地
形
を
反
映
し
て
最
初
の
Ａ
道
路
は
東
側
に
湾
曲
し
て
お
り
、
Ｂ
・
Ｃ
道
路
へ
の

変
遷
過
程
で
直
線
的
に
な
っ
た
と
み
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
調
査
で
変
遷
の
大

要
と
Ａ
道
路
の
あ
り
方
に
関
す
る
見
解
を
現
在
は
修
正
し
て
い
る
。

　

道
路
は
一
貫
し
て
政
庁
中
軸
線
の
延
長
上
を
延
び
る
直
線
道
路
で
（
図
版
4
～

9
）、
幅
約
一
三
ｍ
の
Ａ
道
路
を
幅
約
二
三
ｍ
の
Ｂ
道
路
に
拡
げ
た
二
段
階
の
変
遷

を
と
る
（
註
1
）。
ま
た
、
Ａ
道
路
の
細
分
に
関
す
る
変
更
は
な
い
が
、
本
調
査
区
北

側
で
新
た
に
内
側
の
外
郭
南
辺
の
門
跡
と
区
画
施
設
を
検
出
し
た
こ
と
か
ら
、
本

調
査
区
の
Ａ
1
道
路
と
そ
れ
に
伴
う
Ｓ
Ｄ
一
四
一
三
Ａ
暗
渠
跡
は
外
郭
南
門
前
面

の
遺
構
の
可
能
性
が
高
い
（
註
2
）。
木
簡
は
、
そ
の
Ｓ
Ｄ
一
四
一
三
Ａ
暗
渠
跡
か

ら
二
八
三
点
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
〈
木
簡
の
出
土
遺
構
〉

　

Ｓ
Ｄ
一
四
一
三
暗
渠
跡　

Ｓ
Ｘ
一
四
一
一
道
路
跡
に
伴
な
う
暗
渠
跡
で
あ
る
。

東
西
の
発
掘
基
準
線（
政
庁
正
殿
跡
南
入
側
柱
列
）の
約
三
〇
六
ｍ
南
、
政
庁
南
門
跡
の

約
二
四
〇
ｍ
南
に
位
置
し
、
道
路
の
下
を
概
ね
直
交
し
て
横
断
す
る
。
北
側
の
政

庁
、
東
側
の
城
前
地
区
丘
陵
部
、
南
側
の
外
郭
南
門
か
ら
道
路
に
集
ま
る
水
を
道

路
下
を
通
し
て
西
側
の
鴻
ノ
池
地
区
に
排
水
す
る
施
設
で
あ
る
（
図
版
4
・
6
・
7
）。

　

暗
渠
に
は
Ａ
1
～
3
・
Ｂ
道
路
に
応
じ
て
Ａ
～
Ｄ
の
変
遷
が
あ
る
（
表
1
）。
そ

の
う
ち
Ｂ
～
Ｄ
は
暗
渠
東
半
部
を
改
修
し
た
も
の
で
、
Ｂ
へ
の
改
修
時
に
暗
渠
西

端
に
造
ら
れ
た
Ｓ
Ｘ
一
四
一
四
枡
か
ら
Ａ
に
水
を
落
と
し
て
排
水
す
る
仕
組
を
と

る
。
し
た
が
っ
て
、
枡
か
ら
西
は
一
貫
し
て
Ａ
が
機
能
し
て
い
る
。
各
暗
渠
の
形

態
は
Ａ
が
石
組
、
Ｂ
が
素
掘
り
、
Ｃ
が
瓦
組
で
、
Ｄ
は
石
を
積
ん
で
道
路
の
盛
土

と
と
も
に
埋
め
た
も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
Ａ
構
築
時
の
裏
込
土
か
ら
一
九
七
点
、

東
半
の
堆
積
土
か
ら
八
六
点
し
た
。
以
下
、
Ａ
の
特
徴
と
出
土
遺
物
を
中
心
に
記

す
。

　

Ａ
暗
渠
は
Ａ
1
道
路
の
盛
土
基
底
面
に
造
ら
れ
た
石
組
暗
渠（
図
版
6
）で
あ
る
。

道
路
の
Ｓ
Ｄ
一
四
一
二
東
側
溝
と
概
ね
Ｔ
字
状
に
接
続
す
る
取
水
口
か
ら
西
に
約

八
ｍ
分
を
検
出
し
、
さ
ら
に
調
査
区
の
外
に
延
び
て
い
る
。
Ａ
1
道
路
西
端
の
Ｓ

Ｘ
二
九
〇
〇
石
垣
の
推
定
線
（
図
版
4
）
か
ら
み
て
全
長
は
一
五
ｍ
程
と
推
定
さ
れ

る
。
方
向
は
東
西
の
発
掘
基
準
線
に
対
し
て
東
で
少
し
南
に
振
れ
る
。

　

構
造
は
、
浅
い
溝
の
両
壁
に
長
径
三
〇
～
八
〇
㎝
程
の
自
然
石
を
側
石
と
し
て

上
方
が
開
く
よ
う
に
据
え
、
そ
の
上
に
小
さ
め
の
石
を
重
ね
て
天
端
を
調
整
し
、

木
の
蓋
を
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
底
石
は
な
い
。
内
法
は
上
端
幅
約
七
〇
㎝
、
下

端
幅
約
三
〇
㎝
、
深
さ
約
四
〇
㎝
。
蓋
の
大
部
分
は
径
一
〇
～
一
五
㎝
、
長
さ

一
一
〇
～
一
六
〇
㎝
の
丸
太
材
ま
た
は
そ
の
割
材
で
あ
る
が
、
取
水
口
か
ら
四
ｍ

西
で
は
厚
さ
八
㎝
、長
さ
一
〇
八
㎝
、幅
二
四
㎝
以
上
の
板
材
を
使
用
す
る
。ま
た
、
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取
水
口
に
は
長
径
一
四
〇
㎝
、
幅
六
〇
㎝
、
厚
さ
二
〇
㎝
程
の
扁
平
な
石
を
か
け
、

す
ぐ
西
側
に
も
細
長
い
石
を
か
け
る
。
構
築
の
工
程
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

①�
地
山
の
ス
ク
モ
層
（
第
一
四
層
）
上
面
か
ら
幅
約
一
・
六
ｍ
、
深
さ
二
〇
㎝
程

の
浅
い
東
西
溝
を
掘
る
。

　
　

②�

溝
に
側
石
を
据
え
て
裏
に
土
を
込
め
、
側
石
の
突
出
部
分
に
は
外
側
に
も

土
を
盛
っ
て
押
さ
え
る
。

　
　

③
側
石
上
に
小
さ
め
の
石
を
一
な
い
し
二
段
乗
せ
て
蓋
材
を
か
け
る
。

　

こ
の
う
ち
②
の
側
石
外
側
の
盛
土
は
手
斧
な
ど
の
削
屑
を
主
体
と
す
る
層
で
、

暗
渠
付
近
で
約
三
〇
㎝
と
厚
く
、
次
第
に
薄
く
な
り
な
が
ら
南
北
両
側
に
分
布
す

る
が
、
基
本
的
に
は
側
石
の
裏
込
土
と
一
連
の
裏
込
土
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、
以
上
の
工
程
に
よ
る
Ａ
の
構
築
後
に
Ａ
1
道
路

の
盛
土
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

暗
渠
内
の
堆
積
土
は
前
述
の
Ｂ
～
Ｄ
暗
渠
と
Ｓ
Ｘ

一
四
一
四
枡
の
仕
組
か
ら
枡
の
東
・
西
側
で
堆
積
し
た

年
代
が
異
な
る
。
東
側
は
オ
リ
ー
ブ
灰
色
の
粘
土
層（
第

一
三
層
）
で
埋
没
し
て
Ｂ
と
枡
の
形
態
に
改
修
さ
れ
、
西

側
は
Ｂ
～
Ｄ
以
降
も
機
能
し
て
Ｄ
以
降
に
埋
ま
っ
て
い

る
。

　

遺
物
は
裏
込
土
、
東
・
西
側
堆
積
土
の
各
々
で
出
土

し
た
が
、
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
木
製
品
と
多
量
の
削

屑
以
外
は
僅
か
で
あ
る
。
裏
込
土
に
は
木
簡
以
外
に
木

製
品
、少
量
の
土
器
・
鉄
器
が
あ
り
、他
に
貝
類（
ア
サ
リ
、

ウ
ミ
ニ
ナ
）や
木
の
実（
ク
リ
、ク
ル
ミ
、コ
ナ
ラ
か
シ
イ
の
実
、

猿
の
腰
掛
）
が
あ
る
（
註
3
）。
土
器
は
土
師
器
と
須
恵
器

の
小
片
。
土
師
器
は
非
ロ
ク
ロ
調
整
の
坏
・
高
坏
・
甕

で
、
坏
に
は
外
面
の
体
部
に
段
の
な
い
も
の
が
あ
る
。
須
恵
器
は
甕
。
鉄
器
は
一

点
の
み
の
出
土
だ
が
、
ほ
ぼ
完
形
の
鉄
鏃
で
あ
る
。
木
製
品
は
い
ず
れ
も
用
途
不

明
品
。

　

東
側
の
堆
積
土
で
は
木
簡
以
外
に
用
途
不
明
の
木
製
品
、
多
量
の
削
屑
、
土
師

器
・
須
恵
器
坏
の
小
片
が
各
一
点
が
あ
る
。
土
師
器
は
非
ロ
ク
ロ
調
整
で
外
面
の

口
縁
部
と
底
部
の
境
に
稜
を
持
つ
坏
。
西
側
堆
積
土
で
は
曲
物
底
板
と
用
途
不
明

の
板
状
木
製
品
が
各
一
点
出
土
し
て
い
る
。

　

Ｂ
暗
渠
は
Ａ
暗
渠
東
側
の
埋
没
後
に
Ａ
道
路
の
盛
土
上
面
で
造
ら
れ
た
素
掘
り

の
暗
渠
で
あ
る
。
全
長
が
四
・
〇
ｍ
で
、
西
端
で
Ｓ
Ｘ
一
四
一
四
枡
に
接
続
す
る
。

や
や
ク
ラ
ン
ク
状
に
延
び
る
が
、
全
体
的
な
方
向
は
東
西
の
発
掘
基
準
線
と
ほ
ぼ

同
じ
で
道
路
と
直
交
す
る
。
幅
は
上
端
七
〇
㎝
前
後
、
下
端
約
三
〇
㎝
で
、
深
さ

は
東
端
で
一
〇
㎝
、
西
端
は
約
三
〇
㎝
。
底
面
近
く
で
蓋
板
と
み
ら
れ
る
長
さ

一
五
〇
㎝
、
幅
四
〇
㎝
、
厚
さ
一
㎝
程
の
板
材
を
検
出
し
た
が
、
他
に
遺
物
は
な
い
。

　

Ｂ
へ
の
改
修
時
に
造
ら
れ
た
Ｓ
Ｘ
一
四
一
四
枡
は
Ｂ
の
水
を
Ａ
に
落
と
す
施
設

で
、
Ｃ
・
Ｄ
の
時
期
に
も
機
能
す
る
。
平
面
形
は
東
西
に
長
い
長
径
三
・
一
ｍ
、
短

径
一
・
九
ｍ
の
小
判
形
で
、
断
面
形
は
東
西
が
逆
台
形
、
南
北
は
Ｖ
字
状
を
な
す
。

深
さ
は
一
・
三
ｍ
で
、
Ａ
の
蓋
を
壊
し
て
そ
の
底
面
直
上
に
達
す
る
。

　

構
造
は
東
半
部
を
中
心
に
二
〇
～
三
〇
㎝
の
自
然
石
を
積
み
上
げ
、
西
半
部
の

天
端
は
低
く
留
め
る
こ
と
で
生
じ
た
空
洞
部
の
上
に
蓋
板
を
か
け
た
も
の
で
、
西

端
の
最
下
部
に
は
ほ
ぼ
完
形
の
一
二
枚
の
瓦
で
Ａ
に
水
を
導
入
す
る
施
設
を
持

つ
。
瓦
の
配
列
は
整
わ
な
い
が
、概
ね
Ａ
の
内
側
に
数
枚
の
平
瓦
と
丸
瓦
を
立
て
、

そ
の
上
に
平
瓦
と
軒
平
瓦
を
乗
せ
て
Ａ
に
続
く
導
入
部
を
形
づ
く
る
。

　

遺
物
は
導
入
部
の
構
築
に
用
い
た
軒
平
瓦
四
点
、
平
瓦
七
点
、
丸
瓦
一
点
が
あ

り
、
軒
平
瓦
は
二
重
弧
文
五
一
二
・
五
一
三
で
あ
る
。
平
瓦
は
す
べ
て
Ⅰ
Ｃ
類
ｂ

タ
イ
プ
。
丸
瓦
は
Ⅱ
Ｂ
類
ｂ
タ
イ
プ
で
玉
縁
に
「
常
」の
刻
書
が
あ
る
。
い
ず
れ

道　路　跡 暗 渠 跡 と 枡
政庁遺構期

時　期 幅 暗渠東半 石組枡 暗渠西半
Ａ1 約15ｍ Ａ（石組） … Ａ（石組） 第Ⅰ期
Ａ2 約15ｍ Ｂ（素掘） ＳＸ1414 Ａ（石組） 第Ⅰ期
Ａ3 約15ｍ Ｃ（瓦組） ＳＸ1414 Ａ（石組） 第Ⅱ期
Ｂ 約23ｍ Ｄ（石積） ＳＸ1414 Ａ（石組） 第Ⅲ期～

表1　ＳＸ1411道路跡とＳＤ1413暗渠跡・ＳＸ1414枡
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も
第
Ⅰ
期
の
瓦
の
中
で
も
様
式
的
に
古
い
も
の
で
あ
る
。

　

Ｃ
・
Ｄ
暗
渠
に
つ
い
て
は
Ａ
・
Ｂ
暗
渠
の
年
代
を
み
る
う
え
で
参
考
と
な
る
Ｃ

暗
渠
の
遺
物
の
み
記
し
、
遺
構
の
詳
細
は
省
略
す
る
（
註
4
）。
Ｃ
暗
渠
は
Ｂ
の
埋

没
後
（
第
一
二
層
）に
ほ
ぼ
同
位
置
・
範
囲
で
造
ら
れ
た
瓦
組
暗
渠
で
、
出
土
し
た
遺

物
に
は
構
築
に
使
わ
れ
た
軒
平
瓦
一
点
、
平
瓦
一
四
点
、
丸
瓦
一
三
点
が
あ
る
。

完
形
か
、
完
形
に
近
い
瓦
が
多
く
、
平
瓦
は
第
Ⅱ
期
の
も
の
が
主
体
。
一
方
、
軒

平
瓦
は
第
Ⅰ
期
の
二
重
弧
文
五
一
三
で
、
丸
瓦
も
第
Ⅰ
期
の
も
の
が
多
い
が
第
Ⅱ

期
の
丸
瓦
も
二
点
あ
り
、
全
体
的
に
は
第
Ⅱ
期
の
瓦
が
主
体
を
占
め
る
。
な
お
、

第
Ⅰ
期
の
丸
瓦
に
は
凸
面
の
玉
縁
に
「
下
」の
刻
書
の
あ
る
も
の
が
二
点
、
凹
面
に

「
玉
造
」の
刻
書
、
型
に
よ
る
陰
刻
文
字「
常
」の
あ
る
も
の
が
各
一
点
あ
る
。

　

各
暗
渠
の
年
代
は
Ａ
・
Ｂ
に
関
し
て
は
遺
物
が
少
な
く
、
木
簡
が
決
定
に
占
め

る
比
重
が
大
き
い
た
め
次
に
刊
行
す
る
『
多
賀
城
跡
木
簡
Ⅲ
』（
総
括
編
）
で
述
べ

る
。
な
お
、『
年
報
一
九
八
三
』
で
は
Ａ
の
裏
込
土
出
土「
郡
」
名
表
記
木
簡（
第

八
〇
号
）、
堆
積
土
出
土
郷
里
制
木
簡
（
第
二
七
六
号
）
な
ど
か
ら
、
Ａ
は
構
築
・
存
続

年
代
と
も
八
世
紀
前
半
、
Ｂ
は
改
修
時
期
の
上
限
を
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
と
し
、

下
限
を
Ｓ
Ｘ
一
四
一
四
枡
の
施
設
瓦
が
第
Ⅰ
期
の
瓦
に
限
ら
れ
る
点
か
ら
八
世
紀

中
頃
と
み
た
。
Ａ
3
道
路
に
伴
う
Ｃ
の
構
築
年
代
は
瓦
組
暗
渠
の
瓦
、
道
路
の
盛

土
出
土
瓦
が
第
Ⅰ
・
Ⅱ
期
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
第
Ⅱ
期
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｂ
道

路
に
伴
う
Ｄ
の
構
築
は
道
路
出
土
瓦
に
第
Ⅲ
期
の
瓦
と
焼
瓦
を
含
む
の
で
上
限
は

宝
亀
一
一
年（
七
八
〇
）、
下
限
は
道
路
上
に
敷
設
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
一
四
一
〇
暗
渠
跡

が
一
〇
世
紀
前
葉
頃
に
降
下
し
た
灰
白
色
火
山
灰
よ
り
古
い
こ
と
か
ら
そ
の
頃
で

あ
る
。

　
〈
主
要
遺
構
の
解
説
〉

　

Ｓ
Ｘ
一
四
一
一
道
路
跡　

政
庁
─
外
郭
南
門
間
道
路
跡
で
あ
る
（
図
版
4
～
9
）。

本
調
査
と
北
側
の
第
七
四
・
七
九
次
調
査
に
よ
る
長
さ
約
七
〇
ｍ
分
の
成
果
に
基

づ
い
て
述
べ
る
（
註
5
）。
こ
の
道
路
は
政
庁
中
軸
線
の
延
長
上
を
延
び
る
直
線
道

路
で
あ
り
、
幅
約
一
三
ｍ
の
Ａ
道
路
か
ら
幅
約
二
三
ｍ
の
Ｂ
道
路
に
拡
げ
ら
れ
て

い
る
。
と
も
に
東
側
の
丘
陵
斜
面
を
削
り
、
西
側
に
盛
土
を
し
て
造
ら
れ
た
道
路

で
、
西
側
の
沢
が
膨
ら
む
た
め
に
標
高
の
低
い
前
記
の
調
査
区
で
は
盛
土
が
殊
更

大
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
最
も
低
い
本
調
査
区
に
は
排
水
の
た
め
の

Ｓ
Ｄ
一
四
一
三
暗
渠
跡
が
継
続
的
に
布
設
さ
れ
た
。

　

Ａ
道
路
は
東
側
に
Ｓ
Ｄ
一
四
一
二
東
側
溝
、
西
側
に
盛
土
を
押
さ
え
る
Ｓ
Ｘ

二
九
〇
〇
石
垣
、
本
調
査
区
内
に
Ｓ
Ｄ
一
四
一
三
Ａ
～
Ｃ
暗
渠
と
Ｓ
Ｘ
一
四
一
四

枡
を
伴
う
幅
約
一
三
ｍ
の
道
路
で
あ
る
。
盛
土
は
削
っ
た
地
山
・
岩
盤
の
ブ
ロ
ッ

ク
を
主
体
と
す
る
黄
褐
色
土
や
オ
リ
ー
ブ
褐
色
砂
質
土
な
ど
で
、
自
然
流
入
土
の

間
層
を
挟
ん
で
Ａ
1
～
3
に
分
か
れ
る
。
Ａ
1
は
旧
表
土
上
に
行
っ
た
最
初
の
盛

土
、
Ａ
2
は
Ａ
1
を
最
大
約
四
〇
㎝
嵩
上
げ
し
た
盛
土
、
Ａ
3
は
削
ら
れ
た
西
側

の
路
肩
を
主
に
補
修
し
た
も
の
で
あ
る
（
註
6
）。

　

東
側
溝
は
本
調
査
区
か
ら
約
三
三
ｍ
北
ま
で
確
認
し
て
い
る
。
上
幅
八
〇
㎝
前

後
、
下
幅
五
五
㎝
前
後
、
深
さ
二
五
㎝
程
の
素
掘
り
の
側
溝
で
、
底
面
は
南
に
低

く
傾
斜
す
る
（
註
7
）。
護
岸
施
設
は
検
出
し
て
い
な
い
。
石
垣
は
本
調
査
区
北
東

隅
か
ら
約
二
一
ｍ
北
ま
で
確
認
し
て
い
る
。
旧
表
土
上
に
石
を
積
ん
で
Ａ
1
の
盛

土
西
側
を
押
さ
え
て
お
り
、
北
の
方
は
Ａ
3
の
盛
土
時
に
積
み
直
し
て
い
る
。
最

初
の
石
垣
は
長
さ
約
八
〇
㎝
、
幅
約
四
〇
㎝
、
高
さ
三
〇
㎝
前
後
の
自
然
石
を
布

積
み
に
し
た
も
の
で
、
三
段
、
高
さ
一
・
二
ｍ
分
が
残
存
す
る
。
積
み
直
し
は
大
き

さ
三
〇
㎝
前
後
の
自
然
石
を
乱
積
み
に
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
版
5
）。
暗
渠
と
枡

は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
（
道
路
と
の
対
応
は
五
頁
の
表
1
参
照
）。
遺
物
は
Ａ
3
の

盛
土
と
路
面
堆
積
土
か
ら
第
Ⅰ
期
の
丸
・
平
瓦
が
少
量
出
土
し
て
い
る
。

　

Ｂ
道
路
は
Ａ
道
路
を
両
側
に
拡
げ
た
幅
約
二
三
ｍ
の
道
路
で
あ
る
。
Ａ
道
路
と

自
然
堆
積
層（
第
一
一
層
）
を
挟
み
、
さ
ら
に
大
規
模
な
盛
土
を
し
て
造
ら
れ
て
い
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る
。
本
調
査
区
内
に
Ｓ
Ｄ
一
四
一
三
Ｄ
暗
渠
と
Ｓ
Ｘ
一
四
一
四
枡
を
伴
う
ほ
か
、

上
面
か
ら
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
九
・
一
四
一
〇
暗
渠
も
造
ら
れ
て
い
る
。
盛
土
は
黄
褐
色

の
シ
ル
ト
や
砂
質
土
、
灰
黄
・
明
黄
褐
色
粘
質
土
で
、
厚
さ
は
Ａ
道
路
の
上
と
そ

の
東
側
で
最
大
一
・
〇
ｍ
、
西
側
は
一
・
九
ｍ
以
上
あ
る
（
註
8
）。

　

遺
物
は
多
数
の
瓦
の
ほ
か
、
須
恵
器
の
堤
瓶
が
出
土
し
て
い
る
（
註
9
）。
瓦
は

軒
丸
・
軒
平
瓦
、
丸
・
平
瓦
、
熨
斗
瓦
が
あ
り
、
軒
丸
瓦
に
第
Ⅱ
期
の
重
圏
文

二
四
三
、
軒
平
瓦
に
第
Ⅰ
期
の
重
弧
文
五
一
二
、
第
Ⅱ
期
の
単
弧
文
六
四
〇
が
あ

る
。
丸
・
平
瓦
の
大
部
分
は
第
Ⅰ
・
Ⅱ
期
の
瓦
で
、
焼
瓦
が
含
ま
れ
る
。
他
に
第

Ⅲ
期
の
平
瓦
が
一
点
あ
る
。
ま
た
、
第
Ⅰ
期
の
丸
瓦
に
は
「
常
」の
刻
書
瓦
、
第
Ⅱ

期
の
丸
・
平
・
熨
斗
瓦
に
は
「
占
」、「
田
」Ｃ
、「
矢
」Ａ
の
刻
印
瓦
が
あ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
一
四
〇
九
・
一
四
一
〇
暗
渠　

と
も
に
Ｂ
道
路
検
出
面
で
確
認
し
た
路
面

排
水
用
の
石
組
暗
渠
（
註
10
）
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
九
は
Ｂ
道
路
西
端
付
近
か
ら

東
に
約
七
ｍ
を
検
出
し
た
。
幅
約
八
〇
㎝
の
溝
の
底
に
石
を
敷
い
て
側
石
を
立

て
、
蓋
石
を
か
け
て
裏
込
を
し
た
構
造
で
、
内
法
は
幅
二
〇
㎝
弱
、
高
さ
二
〇
～

三
〇
㎝
で
、
底
面
は
東
端
よ
り
西
端
が
約
五
〇
㎝
低
い
。
底
石
に
は
長
径
一
〇
～

四
〇
㎝
、
側
石
に
は
二
〇
～
五
〇
㎝
、
蓋
石
に
は
四
〇
㎝
程
の
自
然
石
が
使
わ
れ

て
い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
一
四
一
〇
は
Ｂ
道
路
東
端
か
ら
北
西
に
「
く
」
字
状
に
延
び
る
暗
渠
。

一
〇
世
紀
前
葉
頃
に
降
下
し
た
灰
白
色
火
山
灰
層
よ
り
古
く
、
長
さ
九
・
五
ｍ
を

検
出
し
た
。
幅
は
九
〇
㎝
程
で
、
構
造
や
内
法
寸
法
は
Ｓ
Ｄ
一
四
〇
九
と
ほ
ぼ
同

様
。	

註
1　

Ｂ
・
Ｃ
道
路
の
違
い
は
時
期
差
で
は
な
く
工
程
差
に
よ
る
（『
年
報
一
九
八
五
』）。
Ａ
道

路
の
路
心
は
本
調
査
区
北
端
を
含
む
調
査
で
検
出
し
た
Ｓ
Ｘ
二
九
〇
〇
石
垣
と
Ｓ
Ｄ

一
四
一
二
東
側
溝
の
位
置
か
ら
ほ
ぼ
政
庁
中
軸
線
の
延
長
線
上
に
あ
る
（『
年
報

二
〇
〇
七
』）。
な
お
、政
庁
─
外
郭
南
門
間
道
路
幅
は
調
査
地
点
・
状
況
で
多
少
異
な
る
が
、

Ａ
の
幅
を
約
一
三
ｍ
、
Ｂ
の
幅
を
約
二
三
ｍ
と
通
称
し
て
い
る
。

	

註
2　
『
年
報
二
〇
〇
三
』・『
年
報
二
〇
〇
七
』・『
年
報
二
〇
〇
九
』。
そ
の
意
味
で
は
本
調
査

区
の
Ａ
1
道
路
を
政
庁
―
外
郭
南
門
間
道
路
と
呼
ぶ
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
が
、
本
書
で

は
通
例
に
沿
っ
て
便
宜
的
に
そ
う
呼
称
す
る
。

	

註
3　

木
簡
以
外
の
遺
物
の
図
は
『
年
報
一
九
八
三
』を
参
照
。
Ａ
暗
渠
＝
四
五
頁
第
二
四
図
。

Ｓ
Ｘ
一
四
一
四
枡
＝
四
九
・
五
〇
頁
第
二
七
図
。
Ｃ
暗
渠
＝
五
三
～
五
五
頁
第
三
〇
・
三
一

図
。

	

註
4　

な
お
、
Ｃ
・
Ｄ
暗
渠
は
Ｂ
暗
渠
と
ほ
ぼ
同
位
置
・
範
囲
で
造
ら
れ
る
が
、
方
向
に
は
変
化

が
あ
り
、
東
西
の
発
掘
基
準
線
に
対
し
て
Ｃ
は
東
で
少
し
北
に
振
れ
、
Ｄ
は
ほ
ぼ
一
致
す

る
。

	

註
5　

道
路
は
さ
ら
に
北
側
の
第
七
八
次（『
年
報
二
〇
〇
七
』Ｓ
Ｘ
二
七
八
五
）・
第
四
三
次

（『
年
報
一
九
八
三
』Ｓ
Ｘ
一
三
六
二
）・
第
五
〇
次（『
年
報
一
九
八
七
』Ｓ
Ｘ
一
六
〇
〇
）調

査
区
で
も
検
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
対
応
関
係
は『
年
報
二
〇
〇
七
』表
一
参
照（
七
頁
）

	

註
6　

な
お
、
図
版
5
断
面
図
の
Ａ
3
部
分
は
盛
土
に
よ
る
補
修
で
は
な
く
、
削
ら
れ
た
Ｂ
に

堆
積
し
た
土
で
、
そ
の
上
面
が
Ａ
3
の
路
面
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
3
の
盛
土
の
状
況
に
つ

い
て
は
『
年
報
二
〇
〇
七
』第
三
図（
九
頁
）・
図
版
三
参
照
。

	

註
7　
『
年
報
一
九
八
三
』で
東
側
溝
は
Ｓ
Ｄ
一
四
一
三
Ａ
暗
渠
の
み
に
伴
う
と
し
た
が
、
Ｃ
暗

渠
構
築
時
に
道
路
の
東
端
を
掘
り
下
げ
て
い
る
こ
と
（
但
し
、
そ
の
東
側
の
状
況
は
調
査

区
の
制
約
で
不
明
）、
側
溝
内
の
堆
積
土
と
側
溝
及
び
Ａ
3
の
路
面
を
覆
う
第
一
一
層
が
同

種
の
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
Ａ
道
路
を
通
じ
て
存
在
し
た
と
み
て
い
る
（『
年
報

二
〇
〇
七
』）。

	

註
8　

な
お
、盛
土
西
端
部
の
状
況
に
つ
い
て
は
第
七
八
次
調
査
を
参
照（『
年
報
二
〇
〇
六
』）。

	

註
9　
『
年
報
一
九
八
三
』五
六
・
六
〇
頁
第
三
二
・
三
五
図
参
照
。

	

註
10　
『
年
報
一
九
八
三
』三
六
・
六
〇
頁
第
三
六
・
三
七
図
参
照
。
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【
第
四
七
次
調
査
】	

遺
構
図
版
1
・
3
・
10

	

第
三
六
二
～
三
七
〇
号
木
簡	

（『
年
報
一
九
八
四
』）

　
〈
調
査
の
概
要
〉

　

外
郭
西
辺
区
画
施
設
の
構
造
と
変
遷
の
把
握
を
目
的
と
し
た
調
査
で
、
外
郭
西

門
跡
か
ら
約
二
三
〇
ｍ
北
の
地
点
を
対
象
に
実
施
し
た
（
図
版
1
）。
周
辺
は
標
高

約
四
ｍ
の
低
湿
地
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
外
郭
西
辺
に
あ
た
る
Ｓ
Ａ
一
五
一
三
材
木
列
跡
、
そ
の
外
溝
の

Ｓ
Ｄ
一
五
一
一
溝
、
内
溝
の
Ｓ
Ｄ
一
五
二
五
・
一
五
二
六
溝
、
外
溝
を
護
岸
す
る
Ｓ

Ａ
一
五
一
二
杭
列
の
ほ
か
溝
八
条
、
土
壙
二
基
、
小
規
模
な
杭
列
二
条
を
検
出
し

た
（
図
版
3
・
10
）。
木
簡
は
外
溝
の
Ｓ
Ｄ
一
五
一
一
溝
か
ら
八
点
、
内
溝
の
Ｓ
Ｄ

一
五
二
六
溝
か
ら
一
点
出
土
し
て
い
る
。

　
〈
木
簡
の
出
土
遺
構
〉

　

Ｓ
Ｄ
一
五
一
一
溝　

Ｓ
Ａ
一
五
一
三
材
木
列
跡
の
西
側
を
平
行
し
て
走
る
外
側

の
大
溝
で
、
護
岸
と
し
て
東
壁
に
Ｓ
Ａ
一
五
一
二
杭
列
を
伴
う
。
検
出
し
た
長
さ

は
約
二
一
ｍ
で
南
北
と
も
調
査
区
の
外
に
延
び
る
。
方
向
は
南
北
の
発
掘
基
準
線

（
政
庁
中
軸
線
）と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
幅
は
上
端
が
約
三
・
一
ｍ
、
下
端
が
一
・
八
ｍ
前

後
で
あ
る
。
断
面
形
は
概
ね
逆
台
形
だ
が
、
東
端
よ
り
西
端
の
上
端
が
低
く
、
深

さ
は
東
側
が
約
一
・
〇
ｍ
、
西
側
が
約
〇
・
五
ｍ
で
あ
る
。
底
面
は
北
端
よ
り
南
端

が
約
〇
・
二
ｍ
低
い
。
堆
積
土
は
自
然
堆
積
で
三
層
に
大
別
さ
れ
る
。
一
層
が
灰

色
粘
質
土
、
二
層
が
オ
リ
ー
ブ
黒
色
粘
土
、
三
層
が
ス
ク
モ
を
少
し
含
む
緑
灰
色

砂
層
で
、そ
れ
ら
に
よ
る
埋
没
後
に
灰
色
粘
土
層（
第
六
層
）、灰
白
色
火
山
灰
層（
第

五
層
）が
堆
積
す
る
。

　

Ｓ
Ａ
一
五
一
二
杭
列
は
東
壁
の
な
か
ほ
ど
を
約
〇
・
五
ｍ
間
隔
で
並
ぶ
。
そ
の

西
側
に
沿
っ
て
径
二
㎝
ほ
ど
の
小
枝
が
散
在
し
た
こ
と
か
ら
し
が
ら
み
に
よ
る
杭

列
と
み
ら
れ
る
。
杭
は
径
八
～
九
㎝
の
丸
材
の
先
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
、
上
方

を
東
側
に
傾
け
て
打
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
長
さ
一
・
〇
ｍ
程
残
存
す
る
。

　

遺
物
は
溝
の
堆
積
土
か
ら
出
土
し
て
お
り
（『
年
報
一
九
八
四
』四
八
頁
第
二
四
図
参

照
）、
木
簡
は
二
層
に
伴
う
。
一
層
の
遺
物
は
土
器
、
瓦
、
木
片
が
あ
り
、
土
器
は

少
量
で
土
師
器
、
須
恵
器
、
須
恵
系
土
器
が
あ
る
。
土
師
器
は
ロ
ク
ロ
調
整
の
坏
・

甕
が
あ
り
、
坏
に
は
底
部
の
特
徴
が
回
転
糸
切
り
無
調
整
の
も
の
が
あ
る
。
須
恵

器
と
須
恵
系
土
器
は
坏
の
小
片
。
瓦
は
丸
・
平
瓦
で
、
平
瓦
に
は
第
Ⅱ
期
の
刻
印

瓦「
丸
」Ａ
と
第
Ⅳ
期
の
平
瓦
を
含
む
。
木
片
は
小
枝
や
丸
太
の
割
材
な
ど
が
あ

る
。

　

二
層
で
は
ご
く
少
量
の
土
器
・
瓦
・
馬
歯
の
ほ
か
木
製
品
や
木
片
が
出
土
し
て

い
る
。
土
器
は
土
師
器
と
須
恵
器
。
土
師
器
は
ロ
ク
ロ
調
整
の
坏
・
甕
、
須
恵
器

は
坏
・
甕
・
蓋
が
あ
り
、
と
も
に
坏
に
は
底
部
の
切
離
し
後
に
再
調
整
を
し
た
も

の
が
あ
る
。
ま
た
、
須
恵
器
坏
に
は
外
面
の
体
部
下
半
に
「
吉
」の
墨
書
が
あ
る
も

の
が
あ
る
。
瓦
は
丸
瓦
と
平
瓦
、
木
製
品
に
は
皿
、
鉢
、
曲
物
、
折
敷
が
あ
る
。
三

層
で
は
若
干
の
木
片
が
出
土
し
た
の
み
で
あ
る
。

　

溝
の
年
代
は
埋
没
後
に
お
け
る
灰
白
色
火
山
灰
の
堆
積
か
ら
一
〇
世
紀
前
葉
頃

以
前
で
、
各
層
が
堆
積
し
た
上
限
は
一
層
が
須
恵
系
土
器
の
出
土
か
ら
九
世
紀
後

葉
頃
、
二
層
が
ロ
ク
ロ
調
整
の
土
師
器
の
出
土
か
ら
八
世
紀
末
頃
で
、
三
層
は
不

明
。
木
簡
が
出
土
し
た
二
層
は
九
世
紀
を
中
心
と
し
た
頃
の
堆
積
と
み
ら
れ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
一
五
二
六
溝　

Ｓ
Ａ
一
五
一
三
材
木
列
跡
の
約
一
〇
・
六
ｍ
東
側
を
平
行

し
て
走
る
内
溝
で
、
灰
白
色
火
山
灰
層
よ
り
古
い
第
六
層
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
西

側
に
は
同
様
の
内
溝
Ｓ
Ｄ
一
五
二
五
が
近
接
す
る
が
、
前
後
関
係
は
不
明
。
検
出

し
た
長
さ
は
約
六
ｍ
で
南
北
と
も
調
査
区
の
外
に
延
び
る
。
幅
は
上
端
約
一
・
八

ｍ
、
下
端
約
一
・
〇
ｍ
。
深
さ
は
約
〇
・
六
ｍ
で
、
南
端
よ
り
北
端
の
底
面
が
僅
か

に
低
い
。
断
面
形
は
概
ね
逆
台
形
。
堆
積
土
は
自
然
堆
積
で
二
層
に
大
別
さ
れ
、

一
層
が
オ
リ
ー
ブ
黒
色
粘
土
層
、
二
層
が
オ
リ
ー
ブ
灰
色
砂
層
で
あ
る
。
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遺
物
は
一
層
か
ら
木
簡
一
点
と
少
量
の
土
師
器
・
須
恵
器
・
瓦
が
出
土
し
た
。

土
師
器
は
ロ
ク
ロ
調
整
の
坏
・
甕
、
須
恵
器
は
底
部
が
ヘ
ラ
切
り
無
調
整
の
も
の

が
あ
る
。
瓦
は
丸
瓦
と
第
Ⅱ
期
の
平
瓦
で
あ
る
。

　

溝
の
年
代
は
灰
白
色
火
山
灰
層
よ
り
古
い
こ
と
か
ら
一
〇
世
紀
前
葉
頃
以
前

で
、
木
簡
が
出
土
し
た
二
層
の
堆
積
は
ロ
ク
ロ
調
整
の
土
師
器
の
出
土
か
ら
八
世

紀
末
頃
を
上
限
と
す
る
。
九
世
紀
代
を
中
心
と
し
た
頃
の
堆
積
と
み
ら
れ
る
。

〈
主
要
遺
構
の
解
説
〉

　

Ｓ
Ａ
一
五
一
三
材
木
列
跡　

外
郭
西
辺
に
あ
た
る
材
木
列
で
あ
る
。
南
北
の
基

準
線
か
ら
約
五
三
五
ｍ
西
を
基
準
線
と
概
ね
同
じ
方
向
で
南
北
に
延
び
て
お
り
、

長
さ
約
二
一
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
Ａ
～
Ｃ
の
変
遷
が
あ
る
が
、
Ａ
は
Ｂ
に
大
き
く

壊
さ
れ
て
お
り
、東
端
部
を
僅
か
に
残
す
の
み
で
材
木
自
体
は
遺
存
し
な
い
。
Ｂ
・

Ｃ
は
溝
状
の
掘
方
に
丸
太
材
を
密
接
し
て
立
て
並
べ
た
材
木
列
で
あ
る
。

　

Ｂ
は
Ｃ
に
西
半
部
が
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
上
端
幅
〇
・
七
ｍ
以
上
、
下
端
幅
約

〇
・
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
七
ｍ
程
の
掘
方
を
確
認
し
て
い
る
。
断
面
形
は
逆
台
形
と
み

ら
れ
、
埋
土
は
灰
・
黒
色
の
粘
質
土
を
多
く
含
む
暗
緑
灰
色
砂
質
土
で
あ
る
。
丸

太
材
は
Ｃ
の
構
築
時
に
多
く
が
抜
取
ら
れ
て
い
る
が
、
長
さ
約
七
ｍ
の
範
囲
で
上

部
が
切
取
ら
れ
た
材
が
約
二
〇
本
検
出
さ
れ
た
。
径
二
八
㎝
前
後
の
丸
太
材
で
、

長
さ
〇
・
六
ｍ
程
が
遺
存
す
る
。
カ
ヤ
を
一
本
含
む
以
外
は
全
て
ク
リ
材
で
あ
る
。

ま
た
、
材
の
下
ま
で
精
査
し
た
箇
所
で
は
礎
板
を
確
認
し
た
。
加
工
痕
の
あ
る
丸

太
材
や
角
材
を
割
っ
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
は
Ａ
・
Ｂ
の
掘
方
を
覆
う
整
地（
第
七
層
）
を
し
て
造
ら
れ
て
お
り
、
廃
絶
時

に
は
材
木
沿
い
に
両
側
か
ら
溝
を
掘
っ
て
材
を
切
取
っ
て
い
る
。
掘
方
は
上
端
幅

一
・
五
ｍ
前
後
、
下
端
幅
〇
・
三
ｍ
前
後
、
深
さ
約
〇
・
八
ｍ
で
、
断
面
形
は
上
部
が

広
い
逆
凸
形
を
呈
す
。
埋
土
は
オ
リ
ー
ブ
灰
色
粘
質
土
が
混
じ
る
暗
緑
灰
色
砂
質

土
で
丸
太
材
な
ど
を
割
っ
た
木
片
が
突
き
込
ま
れ
て
い
る
。
材
木
列
の
丸
太
材
は

長
さ
約
二
一
ｍ
の
範
囲
で
六
二
本
検
出
し
た
。
径
二
四
㎝
前
後
の
ク
リ
材
が
使
わ

れ
、
最
大
で
長
さ
〇
・
八
ｍ
が
遺
存
す
る
。
切
取
り
溝
は
断
面
形
が
幅
一
・
四
ｍ
前

後
、
深
さ
約
〇
・
五
ｍ
の
浅
い
Ｖ
字
状
を
呈
し
、
底
は
材
の
下
端
か
ら
〇
・
三
～
〇
・

四
ｍ
上
方
に
位
置
す
る
。
埋
土
は
明
黄
褐
・
灰
色
の
砂
質
土
で
灰
白
色
火
山
灰
ブ

ロ
ッ
ク
や
材
木
片
を
多
く
含
む
。

　

遺
物
は
Ｃ
の
材
木
痕
跡
か
ら
丸
・
平
瓦
、
須
恵
器
甕
、
切
取
り
溝
か
ら
丸
・
平
瓦

と
ロ
ク
ロ
調
整
の
土
師
器
坏
が
ご
く
少
量
出
土
し
て
い
る
。
平
瓦
は
と
も
に
第
Ⅳ

期
の
も
の
で
あ
る
。
材
木
列
の
年
代
は
Ｃ
の
掘
方
と
切
取
り
溝
の
埋
土
に
お
け
る

灰
白
色
火
山
灰
の
有
無
、
掘
立
式
材
木
列
の
耐
用
期
間
な
ど
か
ら
Ｃ
を
一
〇
世
紀

前
半
前
後
頃
と
み
て
い
る
。
Ａ
・
Ｂ
は
Ｃ
へ
の
連
続
性
や
耐
用
期
間
か
ら
八
世
紀

に
は
遡
ら
ず
、
九
世
紀
中
の
構
築
と
推
定
さ
れ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
一
五
二
五
溝　

Ｓ
Ａ
一
五
一
三
材
木
列
跡
の
約
八
・
七
ｍ
東
を
平
行
し
て

走
る
内
溝
で
、
灰
白
色
火
山
灰
層
よ
り
古
い
第
六
層
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
東
側
に

近
接
す
る
Ｓ
Ｄ
一
五
二
六
溝
と
の
前
後
関
係
は
不
明
。
検
出
し
た
長
さ
は
約
六
ｍ

で
、南
北
と
も
調
査
区
の
外
に
延
び
る
。
幅
は
上
端
が
二
・
〇
ｍ
前
後
、下
端
が
〇
・

七
～
一
・
五
ｍ
、
深
さ
が
〇
・
四
ｍ
前
後
で
、
南
端
よ
り
北
端
の
底
面
が
僅
か
に
低

い
。
断
面
形
は
概
ね
逆
台
形
だ
が
、
底
面
で
は
凹
凸
が
目
立
つ
。
堆
積
土
は
砂
混

じ
り
の
オ
リ
ー
ブ
黒
色
粘
土
や
灰
色
砂
質
土
で
自
然
堆
積
で
あ
る
。

　

遺
物
は
堆
積
土
か
ら
須
恵
器
甕
と
平
瓦
、
木
製
品
が
ご
く
少
量
出
土
し
た
。
平

瓦
は
第
Ⅱ
期
以
降
の
も
の
で
、
木
製
品
に
は
曲
物
の
底
板
が
あ
る
。
溝
の
年
代
は

灰
白
色
火
山
灰
層
よ
り
古
い
こ
と
か
ら
一
〇
世
紀
前
葉
頃
以
前
で
、
出
土
し
た
平

瓦
の
年
代
か
ら
第
Ⅱ
期
以
降
に
埋
没
し
て
い
る
。
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【
第
五
六
次
調
査
】	

遺
構
図
版
1
・
3
・
11
～
14

	

第
三
七
一
号
木
簡	

（『
年
報
一
九
八
九
』）

　
〈
調
査
の
概
要
〉

　

外
郭
東
門
跡
が
あ
る
多
賀
城
跡
北
東
部
の
大
畑
地
区
で
行
っ
た
調
査
で
あ
る
。

こ
の
地
区
で
は
以
前
に
外
郭
東
門
跡
、
外
郭
東
門
跡
か
ら
城
内
に
延
び
る
道
路

跡
、
道
路
跡
の
南
側
で
多
数
の
掘
立
柱
建
物
跡
・
竪
穴
住
居
跡
な
ど
を
確
認
し
て

お
り
（
註
1
）、
外
郭
東
門
跡
の
南
西
側
は
実
務
官
衙
域
と
な
っ
て
い
た
と
み
て
い

る
。
本
調
査
は
、
そ
の
官
衙
域
の
解
明
に
向
け
て
官
衙
北
半
東
側
の
遺
構
の
分
布

状
況
を
み
る
目
的
で
行
っ
た
（
図
版
1
・
11
）。
対
象
地
は
外
郭
東
門
跡
の
約
六
〇

～
七
〇
ｍ
南
、
奈
良
時
代
の
築
地
跡
を
東
端
と
す
る
東
西
約
一
一
〇
ｍ
、
幅
六
～

二
一
ｍ
の
範
囲
で
、
そ
の
場
所
を
南
北
に
縦
断
す
る
現
道
か
ら
東
側
を
東
地
区
、

西
側
を
西
地
区
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
東
地
区
で
平
安
時
代
の
Ｓ
Ｆ
三
〇
〇
築
地
塀
跡
の
外
溝
一
条
、
掘

立
柱
建
物
跡
一
棟
、
井
戸
一
基
、
溝
四
条
、
土
壙
二
基
、
西
地
区
で
Ｓ
Ｆ
三
〇
〇
の

内
溝
一
条
、
掘
立
柱
建
物
跡
二
六
棟
、
竪
穴
住
居
跡
四
軒
、
井
戸
一
基
、
土
器
埋
設

遺
構
五
基
の
ほ
か
多
数
の
溝
、
土
壙
を
検
出
し
た
。
こ
の
う
ち
主
な
遺
構
は
、
そ

の
後
の
調
査
成
果
と
合
わ
せ
て
大
畑
地
区
の
北
半
東
官
衙
Ａ
～
Ｇ
期
の
遺
構
期

（
図
版
12
・
13
）
に
位
置
づ
け
て
捉
え
て
い
る
（
註
2
）。
木
簡
は
九
世
紀
後
半
頃
の
Ｅ

期
に
伴
う
Ｓ
Ｅ
一
九
〇
九
井
戸
の
堆
積
土
第
五
層
か
ら
一
点
出
土
し
た
。

　
〈
木
簡
の
出
土
遺
構
〉

　

Ｓ
Ｅ
一
九
〇
九
井
戸　

西
地
区
南
辺
中
央
部
の
地
山
面
で
確
認
し
た
井
戸
枠
を

持
つ
井
戸
で
あ
る
（
図
版
11
・
14
）。
深
さ
約
二
・
五
ｍ
、
逆
凸
形
の
断
面
形
を
持
つ

井
戸
で
、
中
段
か
ら
上
で
枠
を
組
む
。
枠
は
遺
存
し
な
い
が
、
据
方
の
底
面
で
四

隅
に
臍
穴
を
残
す
方
形
に
組
ん
だ
材
を
検
出
し
て
お
り
、
平
面
形
が
一
辺
約
一
ｍ

の
方
形
の
枠
が
推
定
さ
れ
る
。
据
方
は
東
西
約
二
・
〇
ｍ
、
南
北
一
・
四
ｍ
以
上
の

隅
丸
方
形
を
呈
す
。
深
さ
は
約
一
・
〇
ｍ
で
、
埋
土
は
褐
灰
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
や
岩

盤
の
粒
、炭
を
含
む
黄
褐
色
土
で
あ
る
。
中
段
か
ら
下
は
素
掘
り
で
深
さ
は
約
一
・

五
ｍ
。
底
面
は
一
辺
約
〇
・
八
ｍ
の
隅
丸
方
形
を
呈
す
。

　

井
戸
内
の
堆
積
土
は
五
層
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
層
は
ご
く
少
量
の
灰
白
色
火

山
灰
粒
と
少
量
の
炭
を
含
む
黒
褐
色
粘
質
土
、
第
二
～
五
層
は
地
山
土
ブ
ロ
ッ

ク
・
粒
、岩
盤
粒
、炭
を
含
む
暗
青
灰
色
粘
質
土
で
、第
三
層
に
は
砂
質
土
を
含
む
。

　

遺
物
は
据
方
埋
土
か
ら
少
量
の
土
器
、
井
戸
内
堆
積
土
か
ら
瓦
、
土
器
、
灰
釉

陶
器
、
硯
、
鉄
・
木
製
品
、
獣
骨
、
種
子
が
出
土
し
た
（『
年
報
一
九
八
九
』
五
五
頁
第

四
四
図
参
照
）。
据
方
埋
土
出
土
の
土
器
は
土
師
器
と
須
恵
器
。
土
師
器
は
ロ
ク
ロ

調
整
の
も
の
が
主
体
で
坏
・
高
台
坏
・
甕
、
須
恵
器
に
は
坏
・
瓶
類
が
あ
る
。
と
も

に
坏
で
は
底
部
の
特
徴
が
回
転
糸
切
り
無
調
整
で
墨
書
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

　

堆
積
土
出
土
の
瓦
に
は
第
Ⅱ
期
の
単
狐
文
六
四
〇
軒
平
瓦
、
丸
・
平
瓦
が
あ
り
、

平
瓦
に
は
第
Ⅲ
期
の
も
の
が
あ
る
。
土
器
は
土
師
器
と
須
恵
器
の
破
片
が
多
量
に

出
土
。
土
師
器
は
ロ
ク
ロ
調
整
の
坏
・
甕
が
主
体
で
、
坏
に
は
底
部
が
回
転
糸
切

り
無
調
整
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
体
部
外
面
に
は
「
東
」な
ど
の
墨
書
の
あ
る
も

の
が
あ
る
。
須
恵
器
は
坏
・
甕
・
瓶
類
で
、
坏
に
は
底
部
が
回
転
糸
切
り
無
調
整

の
も
の
が
あ
る
。
灰
釉
陶
器
に
は
埦
、
硯
に
は
風
字
硯
の
破
片
が
あ
る
。
鉄
製
品

で
は
刀
子
、
木
製
品
は
焼
印
の
あ
る
曲
物
の
蓋
（
木
簡
）や
櫛
な
ど
が
あ
る
。

　

年
代
は
据
方
・
堆
積
土
出
土
土
器
が
土
師
器
と
須
恵
器
に
限
ら
れ
、
回
転
糸
切

り
無
調
整
の
坏
が
あ
る
こ
と
か
ら
九
世
紀
後
半
頃
を
中
心
に
考
え
ら
れ
る
。
他
の

遺
構
と
の
関
係
で
は
Ｇ
期
（
一
〇
世
紀
前
半
代
）
の
建
物
よ
り
古
く
、
Ｄ
期
（
九
世
紀
前

半
頃
）
の
建
物
と
は
位
置
関
係
や
方
向
の
点
で
同
時
に
は
存
在
し
な
い
（
図
版
12
・

13
）。
Ｆ
期（
九
世
紀
後
半
～
一
〇
世
紀
前
半
代
）
の
建
物
跡
と
は
位
置
が
離
れ
る
。
以

上
か
ら
、
第
Ⅲ
～
Ⅳ
期
に
あ
た
る
九
世
紀
後
半
代
の
Ｅ
期
の
官
衙
に
伴
う
と
み
ら

れ
る
。
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〈
主
要
遺
構
の
解
説
〉

　

大
畑
地
区
北
半
東
官
衙
の
主
な
遺
構
は
Ａ
～
Ｇ
期
の
遺
構
期
で
捉
え
て
い
る

（
表
2
、
図
版
12
・
13
）。
こ
こ
で
は
木
簡
が
出
土
し
た
井
戸
の
あ
る
Ｅ
期
の
様
子
を

記
す
。

　

Ｅ
期
の
様
子　

建
物
跡
が
最
も
多
い
時
期
で
、
二
六
棟
の
掘
立
柱
建
物
が
あ

り
、
他
に
井
戸
三
基
、
土
壙
一
基
な
ど
が
あ
る
。
建
物
の
方
向
は
南
北
の
発
掘
基

準
線
に
対
し
て
北
で
や
や
西
に
偏
す
傾
向
が
あ
る
。

　

建
物
の
分
布
は
西
半
で
は
希
薄
だ
が
、
規
模
の
大
き
い
Ｓ
Ｂ
六
四
〇
・
一
九
七

六
が
あ
り
、
Ｅ
期
の
主
要
建
物
と
み
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｂ
一
九
七
六
は
桁
行
五
間
、
梁

行
三
間
の
北
廂
付
東
西
棟
で
、
間
仕
切
り
の
柱
穴
を
持
つ
床
張
り
の
建
物
で
あ

る
。

　

東
半
は
建
物
数
が
多
い
が
、
桁
行
三
間
、
梁
行
二
間
程
の
小
さ
な
も
の
が
主
体

を
し
め
る
。
中
央
部
の
空
閑
地
を
囲
む
よ
う
に
東
・
西
・
南
側
に
分
布
し
、
東
側

は
南
北
棟
、
南
側
は
東
西
棟
が
多
い
。
各
場
所
で
は
柱
筋
を
揃
え
て
並
ぶ
建
物
が

あ
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
位
置
で
の
重
複
も
み
ら
れ
、
一
～
三
回
の
建
替
え
に
よ
る

変
遷
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
の
う
ち
南
側
の
Ｓ
Ｂ
二
〇
八
七
で
は
建
物

の
範
囲
内
に
整
地
層
や
焼
面
が
あ
り
、
多
量
の
焼
土
・
木
炭
が
分
布
す
る
こ
と
か

ら
工
房
と
み
ら
れ
る
。
他
に
東
側
の
Ｓ
Ｂ
一
九
七
五
で
は
西
正
面
、
南
側
の
Ｓ
Ｂ

二
〇
八
八
で
は
東
正
面
に
井
戸
が
あ
り
、
各
々
の
建
物
に
伴
う
と
み
ら
れ
る
。

　

全
体
的
に
建
物
は
高
い
計
画
性
に
基
づ
い
た
配
置
状
況
に
は
な
い
が
、
方
向
の

整
一
性
や
西
半
に
主
要
建
物
、
東
半
に
空
閑
地
を
囲
ん
で
小
さ
な
建
物
を
配
し
た

状
況
、
柱
筋
を
揃
え
た
建
物
の
存
在
と
い
っ
た
特
徴
に
は
場
の
使
い
分
け
や
あ
る

程
度
の
計
画
性
が
窺
わ
れ
る
。
東
半
の
小
規
模
な
建
物
は
頻
繁
に
建
替
え
ら
れ
、

工
房
と
み
ら
れ
る
建
物
や
正
面
に
井
戸
を
伴
う
建
物
も
あ
る
。
西
半
に
管
理
・
監

督
的
な
主
要
建
物
、
東
半
に
雑
舎
を
配
し
た
様
相
の
官
衙
と
み
ら
れ
る
。

	

註
1　
『
年
報
一
九
七
一
』（
第
一
三
・
一
四
次
）。『
年
報
一
九
七
四
』（
第
二
三
次
）。『
年
報

一
九
八
八
』（
第
五
三
・
五
四
次
）。

	

註
2　
『
年
報
一
九
九
〇
』～
『
年
報
一
九
九
二
』。
遺
構
期
は
『
年
報
一
九
九
一
』八
二
～
八
六

頁
参
照
。

【
第
六
〇
次
調
査
】	

遺
構
図
版
1
・
3
・
11
～
13
・
15

	

第
三
七
二
～
四
一
一
号
木
簡	

（『
年
報
一
九
九
一
』）

　
〈
調
査
の
概
要
〉

　

前
項
と
同
じ
大
畑
地
区
北
半
東
官
衙
の
解
明
を
目
的
と
し
た
調
査
で
（
図
版

1
）、第
五
六
次
調
査
区
南
隣
り
の
第
五
八
次
調
査
区
南
側（
東
・
中
央
区
）と
西
側（
西

区
）
を
調
査
し
た
。
掘
立
柱
建
物
一
七
棟
、
竪
穴
住
居
一
〇
軒
、
井
戸
六
基
、
石
敷

遺
構
一
ヵ
所
の
ほ
か
多
数
の
溝
・
土
壙
を
検
出
し
、
以
前
の
成
果
と
合
わ
せ
て
官

衙
の
様
相
と
変
遷（
Ａ
～
Ｇ
期
）
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
木
簡
は
九
世
紀
前
半

頃
の
Ｄ
期
に
廃
絶
し
た
Ｓ
Ｅ
二
一
〇
一
Ｂ
井
戸
の
堆
積
土
第
Ⅲ
層
か
ら
四
〇
点
出

土
し
た
。

　
〈
木
簡
の
出
土
遺
構
〉

　

Ｓ
Ｅ
二
一
〇
一
井
戸　

中
央
区
中
央
南
側
の
地
山
面
で
確
認
し
た
（
図
版
11
・

12
・
15
）。
一
度
作
替
ら
れ
て
お
り
（
Ａ
→
Ｂ
）、
Ｂ
で
は
井
戸
枠
を
検
出
し
て
い
る
。

　

Ａ
は
Ｂ
に
上
半
が
壊
さ
れ
て
詳
細
は
不
明
だ
が
、
Ｂ
と
同
じ
く
井
戸
枠
を
持
つ

と
み
て
い
る
。
掘
方
の
平
面
形
は
上
端
が
長
軸
約
五
・
〇
ｍ
の
楕
円
形
、
中
位
が

一
辺
約
一
・
七
ｍ
、
底
面
が
一
辺
約
一
・
三
ｍ
の
隅
丸
方
形
で
、
断
面
形
は
深
さ
約

三
・
一
ｍ
の
漏
斗
状
を
呈
す
。
上
半
に
残
る
掘
方
埋
土
は
明
褐
・
橙
色
粘
土
で
、
下

半
の
堆
積
土
は
グ
ラ
イ
化
し
た
オ
リ
ー
ブ
灰
色
粘
土
で
あ
る
。
遺
物
は
堆
積
土
か

ら
木
製
品
、
枝
、
貝
類
が
少
量
出
土
し
て
い
る
。

　

Ｂ
は
同
位
置
で
作
替
え
ら
れ
た
井
戸
枠
を
持
つ
井
戸
で
、
南
東
に
延
び
る
長
さ

九
ｍ
以
上
、
幅
約
一
ｍ
、
深
さ
三
〇
～
四
〇
㎝
の
排
水
溝
を
伴
う
。
掘
方
の
平
面
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形
は
長
軸
約
五
・
〇
ｍ
の
楕
円
形
で
、
断
面
形
は
擂
鉢
状
、
深
さ
は
約
二
・
〇
ｍ
あ

る
。
井
戸
枠
は
大
部
分
が
抜
取
ら
れ
、
最
下
段
の
側
板
の
み
が
残
る
。
長
さ
六
〇

～
一
一
〇
㎝
、
幅
二
五
㎝
前
後
、
厚
さ
約
四
㎝
の
板
材
を
井
籠
組
に
し
た
枠
で
、
内

法
の
平
面
形
は
長
さ
六
三
㎝
、
幅
五
五
㎝
の
長
方
形
。
埋
土
は
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を

含
む
オ
リ
ー
ブ
灰
色
粘
土
で
、
側
板
外
側
に
は
人
頭
大
の
偏
平
な
礫
を
詰
め
る
。

　

堆
積
土
は
第
Ⅰ
～
Ⅲ
層
に
大
別
さ
れ
、
第
Ⅰ
層
（
第
1
層
）
は
黒
褐
色
粘
質
土
の

自
然
堆
積
層
、
第
Ⅱ
層
（
第
2
層
）
は
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
灰
褐
色
粘
質
土
の
人

為
的
な
埋
土
で
あ
る
。
木
簡
が
出
土
し
た
第
Ⅲ
層
は
外
部
か
ら
の
流
入
土
と
掘
方

埋
土
の
崩
壊
土
に
よ
る
混
土
層
で
、
オ
リ
ー
ブ
～
灰
褐
色
粘
質
土
を
主
体
と
す

る
。
四
枚
に
細
分
さ
れ
（
第
3
～
6
層
）、
各
層
に
含
ま
れ
る
自
然
遺
物
の
様
相
か

ら
短
期
間
に
堆
積
し
た
層
と
み
ら
れ
る
（『
年
報
一
九
九
一
』四
五
・
四
六
頁
参
照
）。

　

遺
物
は
掘
方
埋
土
、
井
戸
・
排
水
溝
の
堆
積
土
で
出
土
し
て
い
る
。
掘
方
埋
土

の
遺
物
は
少
量
の
土
師
器
と
須
恵
器
で
、
土
師
器
は
非
ロ
ク
ロ
調
整
の
体
部
に
段

を
持
た
な
い
平
底
の
坏
、
須
恵
器
に
は
底
部
の
特
徴
が
回
転
削
り
調
整
で
底
径
が

口
径
に
比
し
て
大
き
い
坏
が
あ
る
（
註
1
）。
堆
積
土
の
遺
物
に
は
多
量
の
土
器
と

木
製
品
の
他
に
瓦
、
木
簡
、
付
札
状
木
製
品
、
漆
紙
文
書
、
貝
類
や
種
子
が
あ
り
、

特
に
第
Ⅲ
層
で
ま
と
ま
っ
た
出
土
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
木
簡
と
漆
紙
文
書
の

数
量
、
木
製
品
・
自
然
遺
物
の
種
別
と
数
量
は
表
3
に
示
し
た
。
以
下
で
は
簡
略

に
土
器
、
付
札
状
木
製
品
、
漆
紙
文
書
に
つ
い
て
記
す
。

　

土
器
に
は
土
師
器
と
須
恵
器
が
あ
り
、
他
に
第
Ⅰ
層
に
灰
釉
陶
器
が
あ
る
。
第

Ⅰ
・
Ⅱ
層
の
土
師
器
は
ロ
ク
ロ
調
整
の
坏
で
、
底
部
は
手
持
削
り
調
整
と
回
転
糸

切
り
無
調
整
の
も
の
が
あ
る
。
須
恵
器
に
は
底
部
が
ヘ
ラ
切
り
無
調
整
の
坏
が
あ

り
、
灰
釉
陶
器
は
三
日
月
高
台
の
つ
く
皿
で
あ
る
。
第
Ⅲ
層
の
土
師
器
は
大
半
が

ロ
ク
ロ
調
整
の
坏
・
甕
で
、
坏
は
底
部
や
体
下
部
を
再
調
整
す
る
も
の
が
九
割
以

上
を
し
め
る
。
甕
は
長
胴
形
が
多
く
、
他
に
球
胴
形
の
も
の
が
あ
る
。
須
恵
器
は

坏
・
高
台
坏
・
蓋
・
高
坏
・
甕
・
壺
・
甑
が
あ
り
、
坏
の
底
部
は
ヘ
ラ
切
り
無
調
整

が
八
割
を
し
め
、
他
に
回
転
糸
切
り
無
調
整
と
底
部
や
体
下
部
を
再
調
整
す
る
も

の
が
各
々
一
割
程
あ
る
。
排
水
溝
出
土
の
土
師
器
・
須
恵
器
は
坏
が
あ
り
、
前
者

に
は
ロ
ク
ロ
調
整
で
体
下
部
や
底
部
を
再
調
整
し
た
も
の
と
底
部
が
回
転
糸
切
り

無
調
整
の
も
の
、
後
者
に
は
底
部
が
ヘ
ラ
切
り
無
調
整
と
回
転
糸
切
り
無
調
整
の

も
の
が
あ
る
。
な
お
、
第
Ⅲ
層
の
土
器
に
は
土
師
器
坏
の
体
部
に
「
午
」、
須
恵
器

坏
の
底
部
に
「
階
上
」、「
石
□
團
カ
」、「
厨
」、「
刑
」、「
万
」、
体
部
に
「
□
賀
カ
」、

須
恵
器
高
台
坏
の
底
部
に
「
名
大
首
」な
ど
の
墨
書
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。

　

付
札
状
木
製
品
は
第
Ⅲ
層
で
二
点
出
土
し
て
い
る
（
木
簡
図
版
28
付
札
1
・
2
）。

と
も
に
上
端
左
右
に
切
り
込
み
を
持
ち
、
木
簡
の
型
式
で
言
え
ば
1
は
〇
三
九
、

2
は
〇
三
二
型
式
に
あ
た
る
。
四
周
は
1
の
上
端
は
折
り
、
下
端
は
折
れ
、
左
右

両
辺
削
り
。
2
は
上
下
両
端
折
り
、左
右
両
辺
割
り
で
あ
る
。
法
量
は
1
が（138

）

×22

×7

、
2
が159

×16

×5

で
、
木
取
り
は
と
も
に
板
目
。
四
周
の
状
況
か

ら
み
て
ど
ち
ら
も
付
札
状
の
木
簡
の
未
製
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　

漆
紙
文
書
は
第
Ⅰ
・
Ⅲ
層
、
排
水
溝
で
出
土
し
て
お
り
（『
年
報
一
九
九
一
』
付
編

6
・
7
）、
第
Ⅰ
層
で
は
書
止
め
文
言
の
「
如
件
」と
「
延
暦
」の
年
号
の
あ
る
文
書

末
尾
の
断
簡
や
表
面
に
「
□
駿
カ
河
国
□
」・「
鍬
貳
」、
漆
付
着
面
に
「
□
郡
」と
記

す
断
簡
が
あ
る
。
前
者
は
土
師
器
坏
に
付
着
し
た
状
態
を
と
る
。
第
Ⅲ
層
で
は
上

層
の
第
3
層
出
土
文
書
に
天
長
九
年
（
八
三
二
）
以
降
の
書
状
、
机
や
布
な
ど
の
物

品
進
上
の
解
が
あ
る
。
ま
た
、
排
水
溝
出
土
の
文
書
は
具
注
暦
の
断
簡
で
、
弘
仁

十
二
年（
八
二
一
）三
～
四
月
の
暦
と
推
定
さ
れ
る
。

　

井
戸
の
年
代
に
つ
い
て
、
Ａ
は
Ｂ
以
前
で
あ
る
こ
と
以
外
不
明
。
Ｂ
は
掘
方
埋

土
出
土
土
器
に
Ａ
群
土
器
の
特
徴
を
持
つ
坏
が
あ
り
（『
本
文
編
一
九
八
二
』三
八
七

～
三
九
三
頁
）、
八
世
紀
中
頃
が
上
限
と
な
る
。
廃
絶
は
木
簡
が
出
土
し
た
第
Ⅲ
層

が
比
較
的
短
期
間
の
堆
積
で
、
出
土
土
器
の
様
相
が
Ｃ
群
土
器
に
あ
た
る
こ
と
か
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遺構期 主な遺構 概　　　要 年　　代建物跡 住居跡 その他

Ａ期 ＳＢ1930・2072・2073
ＳＩ1901 ～ 1904
ＳＩ1960 ～ 1965
ＳＩ652・2096 ＳＥ2101Ａ

　建物は奈良時代のＳＦ380築地の内側に位置。ＳＢ1930は東
西4間、南北15間以上の長大な南北棟。住居は建物の約50ｍ西
に分布。カマドを壊して埋め戻したものが多い。2時期以上の
変遷あり。

8ｃ中～後半頃
（第Ⅱ期頃）

Ｂ期 ＳＢ1881 　桁行5間、梁行3間の東西棟。方向は東西の発掘基準線に対
して東で南に偏す。

8ｃ後半頃
（第Ⅱ～Ⅲ期頃）

Ｃ期
ＳＢ1884・1885・1898
ＳＢ1968 ～ 1972
ＳＢ2086・2208

ＳＥ2101Ｂ
　建物が増加。桁行3間、梁行2間の小規模な南北棟を主体と
するが、廂付建物もあり、柱筋を揃えて並ぶ建物もある。方向
は南北の基準線に対し北でやや西に偏す。最低3時期の変遷が
ある。

8ｃ末～ 9ｃ初頭頃
（第Ⅲ期）

Ｄ期
ＳＢ1887・1973・1983
ＳＢ2090・2091・2093
ＳＢ2205・2207

ＳＩ1966・1967
ＳＩ2097 ～ 2099

ＳＥ1988
ＳＥ1989

　この頃までに外郭東門・築地が西側に移動。城内に延びる道
路の南側に大畑地区官衙北辺の材木列、入口となる八脚門が造
られ、門から南に延びる通路を境に官衙北半が東官衙と西官衙
に分けられる。
　東官衙の主な遺構は左記のとおり。北側に規模が大きく柱筋
を揃えた2棟の東西棟、南側に小規模な建物と井戸を置く構成
で、住居は仮設的なもの。建物の方向は南北の基準線に対して
北で西に偏し、外郭築地とほぼ一致。重複関係から2時期以上
の変遷がある。ＳＥ2101Ｂ堆積土から木簡・漆紙文書が多数出
土。なお、西官衙はコ字型官衙を形成する。

9ｃ前半頃
（第Ⅲ期）

Ｅ期

ＳＢ1888 ～ 1896
ＳＢ1974 ～ 1978
ＳＢ640・2130・2131
ＳＢ2087 ～ 2089
ＳＢ2094・2095

ＳＥ1909
ＳＥ1987
ＳＥ2102
ＳＫ2113

　建物が最も多い時期で分布も広範囲。西半のＳＢ640・1976
は規模が大きく、後者は廂や間仕切りを持つ床持建物。東半は
小さな建物を主体とし、空閑地を囲んで東・南・西側に建物が
分布。東側は南北棟、南側は東西棟が多く、南側には工房とみ
られる建物がある。各場所に柱筋を揃える建物もあるが、全体
ではさほど整った配置はとらない。ほぼ同位置での重複もあり、
2～4時期の変遷がある。建物の方向は北でやや西に偏す。なお、
柱穴の埋土に第4層起源の黒褐色土を含むものがある。

9ｃ後半頃
（第Ⅳ期の可能性高い）

Ｆ期 ＳＢ1980 ＳＥ1990
　桁行5間、梁行3間の南廂付東西棟。柱穴埋土に黒褐色土を
含む。方向は南北の基準線に対し北で僅かに東に偏す。1度建
替えあり。

9ｃ後半～ 10ｃ前半頃
（第Ⅳ期）

Ｇ期
ＳＢ1899・1900
ＳＢ1981・1982
ＳＢ2206

ＳＥ1991
ＳＥ2032

　建物はいずれも東西棟。Ｆ期までと異なり、柱穴が小さい円
形を呈す。埋土には黒褐色土を含む。桁行5間、梁行4間の大
きな四面廂付建物、桁行5間、梁行2間の中規模な建物、桁行3間、
梁行2間の小さい建物があり、方向は北で西に少し偏すものと
10°前後偏すものがある。近接する建物があり、最低2時期の変
遷がある。

10ｃ前半代
（第Ⅳ期）

表2　大畑地区官衙北東部の概要

� 種 類
層 位

樹　　木 イネ科 計 内　　果　　皮 毬果 ヒョウタン キカラスウリ 計切断幹 切断枝 枝 切断根 根 樹皮 竹 草本 オニグルミ モモ ウメ カヤ クリ マツ 果皮 種子 種子
第Ⅰ層 第1層 0 0
第Ⅱ層 第2層 0 0

第Ⅲ層

第3層 3 140 1 95 23 262 20 57 2 6 3 1 15 2 106
第4層 1 34 1,348 1 2 156 4 77 1,623 91 49 3 2 11 1 157
第5層 13 5 18 0
第6層 112 9 121 26 10 1 37

層　不　明 2 2 0
計 1 37 1,613 1 3 265 4 102 2,026 137 116 5 8 15 1 1 15 2 300

※ヒョウタンとキカラスウリはそれぞれ同一個体として集計
ｃ．植物遺存体

� 種 類
層 位

農耕具など 木地容器 曲物容器 折　敷 服飾具 祭祀具 部材など 不明品 計柄 横槌 火鑽板 箆 刺突具 漆器 挽物 刳物 蓋板 側板 底板 底板 栓 箸 横櫛 下駄 刀子形 雇枘 部材片
第Ⅰ層第1層 1 1
第Ⅱ層第2層 0

第Ⅲ層

第3層 3 4 5 4 1 1 1 4 23
第4層 6 1 1 2 2 2 4 1 7 32 3 2 3 2 1 2 22 10 103
第5層 1 1
第6層 5 1 2 2 15 2 1 21 1 5 6 61

層　不　明 1 1
排　水　溝 1 1

計 14 1 1 3 2 4 10 1 9 53 9 2 1 25 2 2 1 2 28 21 191

ｄ．木　製　品

� 種 類
層 位 木簡（削屑） 付札状

木製品 漆紙文書 計

第Ⅰ層 第1層 5 5
第Ⅱ層 第2層 0

第Ⅲ層

第3層 2（  1） 2 4（  1）
第4層 6（  2） 2 2 13（  2）
第5層 0
第6層 31（24） 31（24）
不明 1（  1） 1（  1）

排　水　溝 1 1
計 40（28） 2 10 50（28）

ａ．木簡・漆紙文書など

� 種類
層位 マガキ イシガイ科 ハマグリ アサリ シジミ 計

第3層 2 9 11
第4層 1 70 1 1 73
第5層 0
第6層 23 7 1 31
計 26 86 1 1 1 115

ｂ．貝　類

表3　ＳＥ2101Ｂ出土木簡・木製品等一覧
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ら
九
世
紀
前
半
頃
（
Ｄ
期
）
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
第
Ⅲ
層
最
上
の
第
3
層
出
土
漆

紙
文
書
の
年
代
と
本
井
戸
が
九
世
紀
後
半
頃（
Ｅ
期
）
の
Ｓ
Ｂ
二
〇
八
八
建
物
跡
よ

り
古
い
こ
と
か
ら
、
Ｂ
が
埋
没
し
き
っ
た
の
は
天
長
九
年
（
八
三
二
）
以
降
の
九
世

紀
半
ば
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

　
〈
主
要
遺
構
の
解
説
〉

　

大
畑
地
区
北
半
東
官
衙
の
主
な
遺
構
は
Ａ
～
Ｇ
期
の
遺
構
期
で
捉
え
て
い
る

（
表
2
、
図
版
12
・
13
）。
こ
こ
で
は
木
簡
出
土
の
井
戸
が
廃
絶
し
た
Ｄ
期
の
様
子
を

記
す
。

　

Ｄ
期
の
様
子　

こ
の
頃
ま
で
に
外
郭
の
東
門
と
東
辺
築
地
が
西
側
に
移
動
し
て

い
る
。
東
門
か
ら
城
内
に
延
び
る
道
路
と
南
側
の
官
衙
域
の
間
に
は
材
木
塀
が
造

ら
れ
、
入
口
と
な
る
門
が
設
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
門
か
ら
南
に
延
び
る
通
路
を
挟

ん
で
官
衙
域
北
半
が
東
官
衙
と
西
官
衙
に
分
か
れ
る
。

　

東
官
衙
で
はコ

状
に
内
側
に
入
る
外
郭
東
門
南
側
に
あ
た
る
東
半
に
遺
構
が
多

い
。
建
物
跡
八
棟
、
住
居
跡
五
軒
、
井
戸
三
基
を
検
出
し
て
お
り
、
重
複
関
係
か

ら
最
低
で
も
二
時
期
の
変
遷
が
あ
る
。
基
本
的
に
は
北
側
に
主
要
建
物
と
み
ら
れ

る
規
模
の
大
き
い
二
棟
の
東
西
棟
を
南
北
に
並
べ
、
南
側
に
小
さ
な
建
物
と
井
戸

を
配
す
構
成
で
、
建
物
の
方
向
は
南
北
の
発
掘
基
準
線
に
対
し
て
北
で
西
に
偏
し

て
お
り
、
外
郭
東
辺
の
方
向
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
な
お
、
住
居
は
建
物
に
近
接
・

重
複
し
、
廃
絶
時
に
は
埋
め
戻
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
か
ら
主
体
と
な
る
建
物

が
場
所
を
占
有
・
変
遷
す
る
中
で
の
仮
設
的
な
設
営
が
考
え
ら
れ
る
。

　

北
側
二
棟
の
東
西
棟
は
一
五
ｍ
前
後
の
間
を
と
っ
て
西
妻
の
柱
筋
を
ほ
ぼ
揃
え

て
南
北
に
並
ん
で
お
り
、
南
は
Ｓ
Ｂ
一
九
七
三
→
Ｓ
Ｂ
一
八
八
七
、
北
は
Ｓ
Ｂ

二
二
〇
七
→
Ｓ
Ｂ
二
二
〇
五
と
変
遷
す
る
。
い
ず
れ
も
身
屋
が
桁
行
四
間
、
梁
行

二
間
の
東
西
棟
で
、
新
し
い
段
階
の
Ｓ
Ｂ
一
八
八
七
で
は
北
側
、
Ｓ
Ｂ
二
二
〇
五

で
は
東
・
南
側
に
廂
が
つ
く
。
南
側
の
小
規
模
な
建
物
は
柱
穴
が
小
さ
く
、
規
模

も
桁
行
三
間
、
梁
行
二
間
程
度
と
み
ら
れ
る
。
東
西
棟
と
南
北
棟
が
あ
り
、
各
建

物
は
北
側
東
西
棟
の
南
に
あ
る
井
戸
を
囲
む
よ
う
に
位
置
す
る
。
井
戸
は
い
ず
れ

も
枠
を
伴
う
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

建
物
の
外
郭
東
辺
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
方
向
、
北
・
南
側
に
お
け
る
配
し
方
、
北

側
東
西
棟
の
柱
筋
を
揃
え
た
並
び
方
に
は
計
画
性
が
み
ら
れ
る
。
西
側
の
通
路
を

挟
ん
だ
同
時
期
の
西
官
衙
で
は
コ
字
型
配
置
の
官
衙
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
Ｄ
期

に
は
大
畑
地
区
北
半
の
官
衙
全
体
が
整
備
さ
れ
た
状
況
を
呈
す
（
図
版
11
）。

	

註
1　

木
簡
以
外
の
遺
物
の
図
は
『
年
報
一
九
九
一
』を
参
照
。
Ｂ
掘
方
埋
土
＝
二
九
頁
第
二
四

図
。
Ｂ
堆
積
土
＝
二
九
～
三
五
頁
第
二
五
～
二
九
・
三
一
～
三
三
図
。

【
第
六
一
次
調
査
】	

遺
構
図
版
1
・
2
・
16

	

第
四
一
二
～
四
一
五
号
木
簡	

（『
年
報
一
九
九
一
』）

　
〈
調
査
の
概
要
〉

　

外
郭
南
門
跡
北
西
の
鴻
ノ
池
地
区
で
実
施
し
た
調
査
で
あ
る
（
図
版
1
・
2
）。
こ

の
地
区
は
政
庁
跡
西
側
に
発
す
る
沢
が
南
の
沖
積
地
に
広
が
る
開
口
部
に
あ
た
り
、

東
が
政
庁
─
外
郭
南
門
間
道
路
、
南
が
外
郭
南
門
跡
西
側
の
外
郭
南
辺
で
閉
ざ
さ

れ
た
東
西
約
二
〇
〇
ｍ
、
南
北
約
一
五
〇
ｍ
の
低
湿
地
で
あ
る
。
地
区
の
名
称
に
は

国
府
の
池
の
転
化
と
す
る
見
方
が
あ
る
（
吉
田
一
九
〇
六
）。
ま
た
、
外
郭
南
辺
の
調

査
時
に
は
築
地
跡
の
基
盤
を
な
す
盛
土
層
北
側
に
粘
土
主
体
の
堆
積
層
が
厚
く
形

成
さ
れ
、
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
木
製
品
や
土
器
な
ど
の
遺
物
が
多
量
に
含
ま
れ

る
状
況
を
確
認
し
て
い
る
（『
年
報
一
九
七
〇
』第
八
次
調
査
、『
年
報
一
九
七
三
』第
二
〇
次

調
査
）。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
調
査
は
近
年
に
お
け
る
地
下
水
位
・
土
層
・
遺
物
遺

存
の
状
況
と
古
代
以
降
の
環
境
変
化
の
様
子
を
把
握
す
る
目
的
で
実
施
し
た
。

　

調
査
は
外
郭
南
門
跡
の
約
一
二
〇
ｍ
北
西
の
地
点
に
東
西
九
ｍ
、
南
北
一
七
ｍ
の

調
査
区
を
設
定
し
、
標
高
約
五
・
八
ｍ
の
地
表
面
か
ら
階
段
状
に
標
高
約
一
・
〇
ｍ
ま
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で
掘
下
げ
を
行
っ
た
（
図
版
16
）。
調
査
区
内
の
土
層
は
一
七
層
に
分
け
ら
れ
る
。
す

べ
て
水
平
に
近
い
自
然
堆
積
層
だ
が
、
地
形
に
沿
っ
て
北
か
ら
南
に
ご
く
緩
や
か
に

傾
斜
す
る
。
各
層
の
特
徴
と
出
土
遺
物
は
表
4
・
5
に
示
し
た
。
第
九
層
下
半
に

一
〇
世
紀
前
葉
頃
に
降
下
し
た
灰
白
色
火
山
灰
が
堆
積
し
、
標
高
二
・
二
ｍ
の
第

一
五
層
か
ら
下
は
無
遺
物
層
と
な
る
。
水
位
は
十
分
に
保
た
れ
、
木
製
品
な
ど
の
遺

物
も
良
好
に
遺
存
す
る
。
木
簡
は
第
一
〇
層
で
三
点
、第
一
一
層
で
一
点
出
土
し
た
。

他
に
花
粉
分
析
と
遺
物
の
検
討
か
ら
環
境
変
化
の
様
相
も
概
ね
捉
え
ら
れ
た
（『
年

報
一
九
九
一
』
付
編
2
、
及
び

一
三
八
・
一
三
九
頁
参
照
）。

　
〈
木
簡
の
出
土
遺
構
〉

　

第
一
〇
層
は
極
暗
褐
色

ス
ク
モ
と
黒
色
粘
土
の
互

層
で
厚
さ
は
約
三
〇
㎝
あ

る
。
木
簡
の
ほ
か
多
量
の

土
器
、
瓦
、
木
製
品
が
出

土
し
、
土
錘
や
砥
石
、
卜

骨
な
ど
の
土
・
石
・
骨
角

製
品
、
貝
類（
カ
キ
・
ア
サ

リ
）、
獣
・
魚
骨
類
（
イ
ヌ
・

イ
ノ
シ
シ
・
ウ
マ
・
シ
カ
・
ス

ズ
キ
）
も
若
干
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
漆
紙
文
書
で
『
集

験
方
』
と
推
定
さ
れ
る
医

方
書
断
簡
が
出
土
し
て
い

る
（
丸
山
一
九
九
二
）。

層　位 特　　　　　徴
第1層 表土。暗緑灰色粘土層。厚さ約40㎝。
第2層 水田床土。褐色砂層（2ａ）と褐灰色粘土層（2ｂ）からなる。厚さ25 ～ 30㎝。
第3層 暗オリーブ灰色や暗緑灰色の粘土層。ａ～ｃに細分。厚さ約40㎝。
第4層 暗青灰色粘土層。厚さ約20㎝。
第5層 黒色粘土層。厚さ10 ～ 30㎝。
第6層 黒色粘土層。間に砂層が不規則に堆積。厚さ20 ～ 30㎝。
第7層 オリーブ黒色粘土層。スクモを含む。厚さ約30㎝。
第8層 黒褐色粘土層。下部に灰白色火山灰ブロックを含む。厚さ約10㎝。
第9層 灰白色火山灰層。厚さ5～ 10㎝。上半は再堆積。下半は一次堆積。
第10層 極暗褐色スクモ層と黒色粘土の互層。厚さ約30㎝。
第11層 極暗褐色粘土層。厚さ約30㎝。
第12層 暗褐色粘土層。厚さ約15㎝。
第13層 暗褐色粘土層。厚さ約30㎝。
第14層 暗褐色粘土層。厚さ約50㎝。
第15層 暗褐色スクモ層。厚さ約55㎝。
第16層 暗褐色粘土層。厚さ約10㎝。下部に薄い灰白色粘土層を挟む。
第17層 黒褐色スクモ層。厚さ約55㎝。

表4　第61調査区各層の特徴

層　位 土　器〈総数に占める割合〉 瓦（時期） 土・石製品 木　　製　　品 その他

第1層

須恵系土器と土師質土器主体。3層以上に近世以
降の陶磁器を含む。

近世

Ⅱ～Ⅳ期

第2層

Ⅱ～Ⅳ期
第3層 土錘

第4層

第5層

第6層 土師器、須恵器、須恵系土器 Ⅰ～Ⅳ期 曲物

第7層 土師器、須恵器、須恵系土器、施釉陶器� 〈1/4〉 Ⅰ～Ⅳ期 墨書土器

第8層 土師器、須恵器、須恵系土器 Ⅱ～Ⅳ期

第9層 土師器、須恵系土器

第10層 土師器、須恵器、須恵系土器、灰釉陶器� 〈1/2〉 Ⅰ～Ⅳ期
土錘
円盤状土製品
砥石

木簡、高台付皿、椀、鉢、曲物、箸、
櫛、下駄、斎串、柄、篦、把手状品、
砧状製品、付札状木製品

墨書土器
漆紙文書
卜骨、人骨

第11層 土師器、須恵器、須恵系土器、
灰釉陶器 Ⅱ・Ⅲ期 木簡、高台付皿、鉢、下駄 墨書土器

第12層 土師器、須恵器 Ⅱ期 皿、高台付皿

第13層 土師器、須恵器 Ⅱ期 柄、箱状製品

第14層 須恵器 Ⅱ期 箱状製品

第15層上面 土師器 Ⅱ期

第15層

無遺物層第16層

第17層

� 太字：主体をしめる土器　　ゴシック体：木簡
表5　第61次調査区出土遺物
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土
器
は
土
師
器
、
須
恵
器
、
須
恵
系
土
器
、
灰
釉
陶
器
が
あ
る
。
ロ
ク
ロ
調
整

の
土
師
器
が
主
体
で
坏
・
高
台
坏
・
鉢
・
耳
皿
・
甕
・
羽
釜
が
あ
り
、
坏
の
底
部
は

回
転
糸
切
り
後
に
再
調
整
す
る
も
の
が
半
数
を
占
め
る
。
須
恵
器
は
坏
・
甕
・
壺
、

須
恵
系
土
器
は
坏
・
高
台
坏
・
耳
皿
、
灰
釉
陶
器
で
は
埦
の
破
片
が
あ
る
。
な
お
、

土
師
器
・
須
恵
系
土
器
坏
で
は
体
部
に
「
厨
」、「
本
□
」、「
□
」の
墨
書
、
須
恵
系

土
器
耳
皿
に
は
焼
成
前
に
底
部
に
「
厨
」
の
刻
書
を
し
た
も
の
が
あ
る
（『
年
報

一
九
九
一
』一
〇
四
～
一
〇
七
頁
第
八
四
・
八
五
・
八
七
図
）。

　

瓦
は
丸
・
平
瓦
が
あ
り
、
平
瓦
は
第
Ⅳ
期
の
瓦
を
含
む
。
木
製
品
は
種
類
が
多

く
、
挽
物
の
高
台
坏
皿
と
埦
、
箸
・
曲
物
・
斎
串
・
櫛
・
下
駄
・
柄
・
篦
・
把
手
状
製

品
・
砧
状
製
品
な
ど
が
あ
り
、
他
に
付
札
状
木
製
品
が
一
点
あ
る
（
木
簡
図
版
28
付

札
3
）。形
状
は
右
辺
上
部
に
切
り
込
み
を
持
つ
が
左
辺
に
は
な
い
。上
端
は
削
り
、

下
端
折
り
の
ま
ま
か
。
右
辺
は
削
り
、
左
辺
は
上
部
の
一
部
が
削
り
で
以
下
は
割

れ
。
法
量
は96

×17

×4

で
、
木
取
り
は
柾
目
で
あ
る
。
切
り
込
み
と
四
周
の

状
況
か
ら
〇
三
二
型
式
の
木
簡
の
未
製
品
と
み
ら
れ
る
。

　

第
一
一
層
は
極
暗
褐
色
粘
土
層
で
厚
さ
は
約
三
〇
㎝
あ
る
。木
簡
以
外
に
土
器
、

瓦
、
木
製
品
が
出
土
し
、
獣
骨
類（
ウ
マ
・
シ
カ
）
も
若
干
含
ま
れ
る
。
土
器
の
内
容

は
第
一
〇
層
と
概
ね
同
様
で
土
師
器
に
は
坏
・
皿
・
甕
が
あ
り
、
坏
は
回
転
糸
切

り
後
に
底
部
や
体
下
部
を
再
調
整
す
る
も
の
が
多
い
。
体
部
に
は「
厨
」、「
□
本
カ
」

な
ど
の
墨
書
も
み
ら
れ
る
（『
年
報
一
九
九
一
』一
〇
一
頁
第
八
三
図
）。
須
恵
器
は
蓋
・

甕
・
壺
、
須
恵
系
土
器
は
耳
皿
が
あ
り
、
灰
釉
陶
器
は
瓶
の
破
片
が
あ
る
。
瓦
は

第
Ⅱ
・
Ⅲ
期
の
平
瓦
、
木
製
品
は
刳
物
の
鉢
、
挽
物
の
高
台
坏
皿
、
下
駄
が
あ
る
。

　

第
一
〇
・
一
一
層
の
年
代
は
灰
白
色
火
山
灰
層
（
第
九
層
）
よ
り
古
い
。
出
土
し

た
土
器
の
様
相
は
第
一
〇
層
が
Ｄ
群
土
器
に
相
当
し
（『
本
文
編
一
九
八
二
』三
八
七

～
三
九
三
頁
）、
第
一
一
層
も
前
項
第
六
〇
次
調
査
の
Ｓ
Ｅ
二
一
〇
一
Ｂ
井
戸
出
土

土
器（
Ｃ
群
土
器
）
よ
り
新
し
い
要
素
を
も
つ
。
と
も
に
九
世
紀
後
半
頃
の
堆
積
と

み
ら
れ
る
。

【
第
八
一
次
調
査
】	

遺
構
図
版
1
・
2
・
17

	

第
四
一
六
号
木
簡	

（『
年
報
二
〇
〇
九
』）

　
〈
調
査
の
概
要
〉

　

内
側
の
外
郭
南
辺
の
門
跡（『
年
報
二
〇
〇
三
』）か
ら
西
の
区
画
施
設
を
確
認
す
る

た
め
に
実
施
し
た
調
査
で
あ
る
。
対
象
地
は
門
跡
か
ら
約
五
〇
ｍ
西
の
鴻
ノ
池
地

区
北
部
で
東
西
約
二
一
ｍ
、
南
北
約
二
五
ｍ
の
調
査
区
を
設
定
し
、
区
画
施
設
の

存
在
が
想
定
さ
れ
る
北
端
で
は
標
高
七
・
〇
ｍ
前
後
の
地
表
面
か
ら
階
段
状
に
標

高
約
三
・
五
ｍ
の
深
さ
ま
で
階
段
状
に
掘
下
げ
て
精
査
を
し
た
（
図
版
17
）。

　

そ
の
結
果
、
地
山
ス
ク
モ
層
上
で
区
画
施
設
の
基
礎
を
な
す
Ｓ
Ｘ
二
九
五
九
基

礎
地
業
を
検
出
し
、
内
側
の
外
郭
南
辺
の
存
在
が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
門
跡
が

最
初
の
外
郭
南
門
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
区
画
施
設

の
廃
絶
後
に
は
基
礎
地
業
の
高
ま
り
を
利
用
し
て
南
側
の
湿
地
に
対
す
る
護
岸
施

設
が
造
ら
れ
て
い
る
。
護
岸
施
設
は
盛
土
遺
構
、
土
留
め
施
設
、
杭
列
な
ど
か
ら

な
る
も
の
で
、
少
な
く
と
も
次
の
変
遷
が
あ
り
、
最
初
の
施
設
に
は
葺
石
が
伴
う
。

　

一
、�

Ｓ
Ｘ
二
九
六
二
盛
土
遺
構
・
Ｓ
Ｘ
二
九
六
〇
土
留
め
施
設

　
　
　

Ｓ
Ａ
二
九
六
一
杭
列

　

二
、
Ｓ
Ｘ
二
九
六
八
盛
土
遺
構
・
Ｓ
Ａ
二
九
六
七
し
が
ら
み

　

三
、
Ｓ
Ａ
二
九
七
〇
杭
列（
盛
土
遺
構
に
つ
い
て
は
推
定
）

　

一
～
三
は
順
次
南
に
拡
張
し
て
造
ら
れ
て
お
り
、
一
・
二
は
出
土
遺
物
か
ら
八

世
紀
後
半
～
九
世
紀
前
半
頃
、
三
は
そ
れ
以
降
で
灰
白
色
火
山
灰
の
降
下
よ
り
古

い
一
〇
世
紀
前
葉
頃
以
前
の
施
設
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
二
の
Ｓ
Ｘ
二
九
六
八
盛
土

遺
構
の
第
一
次
盛
土（
3
ｂ
層
）か
ら
木
簡
が
一
点
出
土
し
て
い
る
。
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〈
木
簡
の
出
土
遺
構
〉

　

Ｓ
Ｘ
二
九
六
八
盛
土
遺
構
と
Ｓ
Ａ
二
九
六
七
し
が
ら
み　

最
初
の
護
岸
施
設
を

盛
土
で
嵩
上
げ
し
つ
つ
南
側
に
拡
張
し
た
二
番
目
の
施
設
で
、
南
端
部
に
土
留
め

と
護
岸
を
兼
ね
た
し
が
ら
み
を
伴
う
。
東
西
五
・
〇
ｍ
、
南
北
三
・
八
ｍ
の
範
囲
を

検
出
し
た
。
盛
土
の
残
存
高
は
最
大
約
五
〇
㎝
あ
る
。
盛
土
は
オ
リ
ー
ブ
黒
色
土

で
、
護
岸
施
設
は
次
の
工
程
で
造
ら
れ
て
い
る
。

　

①�

最
初
の
護
岸
施
設
に
堆
積
し
た
砂
・
粘
土
層（
図
版
17
断
面
図
第
二
二
・
二
三
層
）

の
上
に
第
一
次
盛
土（
Ｓ
Ｘ
二
九
六
八
3
ａ
・
ｂ
層
）
を
行
い
上
面
を
平
坦
に
す

る
。

　

②�

南
端
部
に
第
一
次
盛
土
上
面
か
ら
先
端
の
尖
っ
た
長
さ
七
〇
～
九
〇
㎝
の
杭

材（
丸
材
。
径
三
～
八
㎝
）
を
東
西
方
向
に
五
五
～
七
五
㎝
間
隔
で
打
込
み
、
間

に
径
二
㎝
程
の
樹
枝
を
絡
め
て
し
が
ら
み
と
す
る
。

　

③�

し
が
ら
み
の
内
側
（
北
側
）
に
厚
さ
二
〇
～
三
〇
㎝
以
上
の
第
二
次
盛
土
（
1
・

2
層
）
を
行
う
。
そ
の
際
、
し
が
ら
み
沿
い
約
二
・
〇
ｍ
の
範
囲
に
細
い
樹
枝

を
敷
詰
め
、
北
側
で
は
打
込
み
杭（
Ｓ
Ａ
二
九
六
四
～
二
九
六
六
）
で
止
め
た
角

材
や
板
材
を
据
え
て
盛
土
す
る
。

　

遺
物
は
各
層
で
土
器
・
瓦
、
3
ａ
・
ｂ
層
で
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
土
器
・

瓦
は
各
層
と
も
概
ね
同
じ
様
相
を
呈
す
。
土
器
は
土
師
器
と
須
恵
器
で
、
土
師
器

は
ロ
ク
ロ
調
整
の
坏
・
甕
、
須
恵
器
に
は
底
部
が
ヘ
ラ
切
り
無
調
整
の
坏
が
あ
る
。

瓦
は
第
Ⅱ
期
以
降
の
平
瓦
を
含
む
。
木
製
品
は
3
ａ
層
に
曲
物
、タ
モ
網
の
枠
木
、

建
築
材
、
燃
え
さ
し
、
杭
材
な
ど
が
あ
り
、
木
簡
が
出
土
し
た
3
ｂ
層
に
は
挽
物

の
高
台
皿
、
箸
状
木
製
品
、
組
合
わ
せ
部
材
、
燃
え
さ
し
が
あ
る
。

　
〈
主
要
遺
構
の
解
説
〉

　

Ｓ
Ｘ
二
九
五
九
基
礎
地
業　

内
側
の
外
郭
南
辺
の
門
跡
か
ら
西
側
の
区
画
施
設

に
伴
う
基
礎
地
業
で
あ
る
。
南
に
緩
や
か
に
傾
斜
す
る
地
山
ス
ク
モ
層
上
に
丸
材

を
敷
並
べ
た
筏
地
業
と
そ
の
上
に
積
ん
だ
盛
土
か
ら
な
り
、
南
北
一
・
六
ｍ
、
東
西

約
二
・
〇
ｍ
の
範
囲
を
検
出
し
た
。

　

筏
地
業
は
南
端
に
径
一
五
㎝
程
の
材
を
東
西
方
向
に
置
き
、
そ
の
上
に
径
一
二

～
一
八
㎝
、
長
さ
一
・
二
ｍ
以
上
の
丸
材
を
南
北
方
向
に
密
接
さ
せ
て
敷
並
べ
た

も
の
で
、
門
跡
東
側
の
低
湿
地
部
の
区
画
施
設
に
伴
う
Ｓ
Ｘ
一
二
六
一
基
礎
地
業

の
筏
地
業（『
年
報
一
九
八
一
』）と
同
様
の
構
造
と
み
ら
れ
る
。
東
西
方
向
の
材
は
残

り
が
悪
い
が
、
南
北
方
向
の
材
は
樹
皮
が
つ
い
た
丸
材
で
端
部
が
や
や
尖
っ
て
お

り
、
加
工
状
況
や
法
量
が
Ｓ
Ｘ
一
二
六
一
の
用
材
と
類
似
す
る
。
盛
土
は
多
量
の

は
つ
り
材
を
敷
く
層
を
挟
み
込
ん
だ
地
山
土
を
主
体
と
す
る
が
、
南
端
付
近
は
地

山
ス
ク
モ
を
主
体
に
積
む
。
残
存
す
る
高
さ
は
約
七
〇
㎝
で
、
上
部
や
南
端
部
は

後
続
す
る
護
岸
施
設
の
構
築
時
に
削
ら
れ
て
い
る
。
遺
物
は
盛
土
か
ら
多
量
の
は

つ
り
材
の
ほ
か
用
途
不
明
の
建
築
材
が
出
土
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｘ
二
九
六
二
盛
土
遺
構
・
Ｓ
Ｘ
二
九
六
〇
土
留
め
施
設
・
Ｓ
Ａ
二
九
六
一
杭
列

　

Ｓ
Ｘ
二
九
五
九
基
礎
地
業
の
上
に
盛
土
を
行
い
、
上
面
に
葺
石
を
し
た
最
初
の

護
岸
施
設
。
南
端
下
部
に
護
岸
を
兼
ね
た
土
留
め
施
設
と
補
強
の
杭
列
を
伴
う
。

　

残
存
す
る
盛
土
の
高
さ
は
一
・
二
ｍ
で
、
主
に
凝
灰
岩
の
小
片
を
含
む
地
山
土

を
盛
土
す
る
。
葺
石
は
角
の
丸
い
長
さ
・
幅
と
も
約
二
〇
㎝
、
厚
さ
一
〇
㎝
程
の

石
が
一
個
残
る
の
み
だ
が
、
土
留
め
施
設
か
ら
上
で
は
石
が
抜
け
落
ち
た
長
軸

二
〇
～
五
〇
㎝
、
短
軸
二
〇
～
三
〇
㎝
の
痕
跡
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

　

土
留
め
施
設
は
盛
土
の
南
端
下
部
に
径
一
二
～
二
〇
㎝
、
長
さ
一
・
三
ｍ
以
上

の
丸
材
を
東
西
方
向
に
寝
か
せ
て
三
・
四
本
積
み
重
ね
、
南
側
に
二
〇
～
三
〇
㎝

間
隔
で
径
四
㎝
前
後
、
長
さ
五
〇
㎝
以
上
の
樹
皮
の
つ
い
た
丸
材
を
打
ち
込
ん
で

固
定
し
た
も
の
で
、
最
終
的
に
外
側
か
ら
径
一
二
～
二
〇
㎝
、
長
さ
一
・
二
ｍ
以
上

の
樹
皮
の
つ
い
た
丸
材
を
七
〇
㎝
前
後
の
間
隔
で
打
込
ん
で
補
強
す
る
。

　

遺
物
は
盛
土
最
下
層
で
土
器
と
瓦
が
少
量
出
土
し
た
。
土
器
は
土
師
器
と
須
恵
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器
で
、
土
師
器
は
ロ
ク
ロ
調
整
の
坏
・
甕
、
須
恵
器
は
稜
埦
・
甕
が
あ
る
。
瓦
は
丸
・

平
瓦
で
、
平
瓦
は
第
Ⅱ
期
以
降
の
も
の
が
あ
る
。

【
第
八
三
次
調
査
】	

遺
構
図
版
18	

（『
年
報
二
〇
一
一
』・

	

第
四
一
七
号
木
簡	

『
年
報
二
〇
一
二
』）

　
〈
調
査
の
概
要
〉

　

外
郭
南
西
隅
近
く
の
外
郭
南
辺
と
北
側
の
城
内
の
状
況
を
確
認
す
る
目
的
で
実

施
し
た
。
対
象
地
は
外
郭
の
南
辺
・
西
門
の
位
置
か
ら
推
定
さ
れ
る
外
郭
南
西
隅

か
ら
約
四
〇
ｍ
東
の
地
点
で
、
五
万
崎
地
区
丘
陵
の
南
裾
部
に
あ
た
る
。

　

調
査
は
東
西
約
二
〇
ｍ
、
南
北
約
五
〇
ｍ
の
調
査
区
で
行
い
、
南
部
で
Ｓ
Ｆ

三
〇
五
〇
築
地
塀
跡
、
そ
の
北
側
で
多
数
の
掘
立
柱
建
物
跡
、
溝
、
土
壙
の
ほ
か
、

鍛
冶
工
房
と
み
ら
れ
る
竪
穴
遺
構
を
確
認
し
た
（
註
1
）。
こ
の
場
所
の
外
郭
南
辺

は
一
貫
し
て
築
地
塀
で
あ
り
、
四
時
期
の
変
遷
が
あ
る
。
築
地
塀
の
す
ぐ
北
側
で

は
土
壙
が
多
く
、
土
取
り
穴
の
可
能
性
が
あ
る
。
他
に
廃
棄
土
壙
も
み
ら
れ
る
。

一
方
、
掘
立
柱
建
物
は
築
地
塀
か
ら
一
〇
ｍ
前
後
離
れ
た
場
所
か
ら
北
に
広
が

る
。
九
世
紀
後
半
～
一
〇
世
紀
前
半
頃
の
建
物
群
で
、
以
前
に
北
側
で
実
施
し
た

第
二
八
次
調
査
の
成
果（『
年
報
一
九
七
六
』）と
合
わ
せ
て
、
そ
の
頃
の
五
万
崎
地
区

南
半
が
掘
立
柱
建
物
を
集
中
的
に
配
置
し
た
重
要
な
区
域
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

て
き
た
。
木
簡
は
廃
棄
土
壙
と
み
ら
れ
る
Ｓ
Ｋ
三
〇
七
三
土
壙
の
下
層
底
面
付
近

で
一
点
出
土
し
て
い
る
。

　
〈
木
簡
の
出
土
遺
構
〉

　

Ｓ
Ｋ
三
〇
七
三
土
壙　

調
査
区
中
央
部
西
端
で
検
出
し
た
土
壙
で
、
Ｓ
Ｆ

三
〇
五
〇
築
地
塀
跡
の
約
一
七
ｍ
北
に
位
置
す
る
。
平
面
形
は
東
西
二
・
七
ｍ
以

上
、
南
北
六
・
四
ｍ
以
上
の
南
北
に
長
い
楕
円
形
を
基
調
と
し
、
西
側
は
調
査
区
の

外
に
延
び
る
。
深
さ
は
約
一
・
五
ｍ
で
、
底
面
は
多
少
の
凹
凸
が
あ
る
が
、
概
ね
平

坦
で
あ
る
。
堆
積
土
は
上
下
二
層
に
大
別
さ
れ
、
上
層
は
炭
粒
や
砂
ブ
ロ
ッ
ク
を

含
む
暗
褐
～
黒
褐
色
シ
ル
ト
に
よ
る
自
然
流
入
土
、
下
層
は
木
製
品
や
木
片
、
樹

皮
な
ど
を
多
量
に
含
む
黒
色
粘
土
層
で
遺
物
廃
棄
層
と
み
ら
れ
る
。
遺
物
は
下
層

か
ら
木
製
の
網
針
、
下
層
の
底
面
付
近
で
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
年
代
は
木
簡

に
み
え
る
年
紀
か
ら
天
平
神
護
年
間（
七
六
五
～
七
六
七
）頃
の
掘
削
と
み
ら
れ
る
。

　
〈
主
要
遺
構
の
解
説
〉

　

Ｓ
Ｆ
三
〇
五
〇
築
地
塀
跡　

こ
の
場
所
の
外
郭
南
辺
区
画
施
設
で
あ
る
。
東
西

約
一
〇
ｍ
分
を
検
出
し
、ａ
～
ｄ
の
四
時
期
の
変
遷
が
あ
る
。
最
初
の
ａ
は
丘
陵

裾
部
の
南
斜
面
を
削
出
し
て
南
北
幅
五
・
三
ｍ
～
七
・
五
ｍ
の
平
坦
面
を
造
成
し
、

一
部
を
整
地
し
て
基
底
幅
二
・
七
ｍ
前
後
の
築
地
本
体
が
版
築
さ
れ
て
い
る
。
残

存
す
る
高
さ
は
三
〇
㎝
で
、
概
ね
三
・
二
ｍ
間
隔
で
積
手
の
違
い
を
確
認
し
て
い

る
が
、
寄
柱
穴
や
添
柱
穴
は
未
検
出
で
あ
る
。
北
側
に
幅
約
一
・
〇
ｍ
の
犬
走
り
、

南
側
に
幅
約
二
・
一
ｍ
、
深
さ
八
〇
㎝
の
外
溝
を
伴
う

　

ｂ
は
、ａ
と
そ
の
崩
壊
土
を
残
存
す
る
ａ
の
上
面
近
く
ま
で
削
り
、
新
た
に
築

地
本
体
を
積
み
直
し
た
補
修
で
あ
る
。
築
地
本
体
は
五
～
一
〇
㎝
と
残
り
が
悪

く
、
基
底
幅
も
判
然
と
し
な
い
が
、
概
ね
ａ
と
同
位
置
で
の
積
直
し
と
み
て
い
る
。

北
側
に
幅
〇
・
六
ｍ
、
深
さ
二
〇
～
三
五
㎝
の
内
溝
を
伴
う
。

　
ｃ
は
ａ
・
ｂ
の
上
を
三
〇
㎝
前
後
嵩
上
げ
し
た
Ｓ
Ｘ
三
〇
五
二
整
地
層
と
そ
の

上
の
築
地
崩
壊
土
層
か
ら
捉
え
た
補
修
で
あ
る
。
築
地
本
体
は
残
ら
な
い
が
、
整

地
層
上
面
か
ら
掘
ら
れ
た
幅
一
・
〇
～
一
・
五
ｍ
、
深
さ
三
〇
㎝
前
後
の
内
溝
が
ｂ

の
内
溝
と
同
じ
位
置
で
重
複
す
る
こ
と
か
ら
、ｃ
の
築
成
も
ｂ
と
同
位
置
で
行
わ

れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

ｄ
は
ｃ
の
Ｓ
Ｘ
三
〇
五
二
整
地
層
の
上
を
四
〇
㎝
前
後
嵩
上
げ
し
た
Ｓ
Ｘ

三
〇
五
三
整
地
層
か
ら
捉
え
た
補
修
で
あ
る
。
整
地
層
上
面
で
は
幅
一
・
〇
～
一
・

九
ｍ
、
深
さ
三
五
～
六
五
㎝
の
内
溝
を
検
出
し
て
お
り
、
そ
れ
が
ｃ
の
内
溝
か
ら



－　　－27

約
二
・
〇
ｍ
北
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
ｄ
の
本
体
は
ず
れ
て
築
成
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
大
規
模
な
補
修
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　

ａ
～
ｄ
の
築
成
・
補
修
の
年
代
は
、ｃ
の
崩
壊
土
層
中
に
平
瓦
Ⅱ
ｃ
類
が
あ
る

こ
と
、
ｄ
の
整
地
層
と
内
溝
が
灰
白
色
火
山
灰
層
を
含
む
Ｓ
Ｄ
三
〇
七
二
土
壙
に

壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、ｃ
・
ｄ
の
補
修
が
一
〇
世
紀
前
葉
頃
以
前
の
第
Ⅳ
期

と
み
ら
れ
る
。
ａ
の
築
成
、
ｂ
の
補
修
年
代
は
第
Ⅳ
期
以
前
で
あ
る
が
、
北
側
の

Ｓ
Ｋ
三
〇
七
三
土
壙
出
土
木
簡
の
年
紀
か
ら
Ｓ
Ｆ
三
〇
五
〇
築
地
塀
跡
の
築
成
は

少
な
く
と
も
第
Ⅱ
期
ま
で
は
遡
る
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
木
簡
の
年
紀
と
出

土
状
況
か
ら
、Ｓ
Ｋ
三
〇
七
三
土
壙
の
掘
削
は
天
平
神
護
年
間
頃
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
よ
り
古
く
、
鍛
冶
工
房
と
み
ら
れ
る
Ｓ
Ｘ
三
〇
七
〇
竪
穴
遺
構
の
年
代
も
第

Ⅱ
期
の
刻
印
瓦
の
出
土
と
あ
わ
せ
て
第
Ⅱ
期
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
遺
構
が
存
在
す
る
場
所
は
城
内
に
他
な
ら
な
い
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｘ
三
〇
七
〇
竪
穴
遺
構　

調
査
区
中
央
部
西
寄
り
で
確
認
し
た
竪
穴
遺
構
で

あ
る
。
一
部
を
掘
下
げ
た
の
み
で
あ
る
が
、
床
面
が
厚
さ
一
～
三
㎝
の
炭
化
物
の

薄
層
で
覆
わ
れ
、
埋
土
か
ら
鉄
滓
（
椀
型
滓
）
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
鍛
冶
工
房
跡

と
み
ら
れ
る
。
木
簡
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｋ
三
〇
七
三
土
壙
よ
り
古
い
。

　

平
面
形
は
東
西
五
・
六
ｍ
以
上
、
南
北
六
・
四
ｍ
の
方
形
と
み
ら
れ
、
残
存
す
る

壁
の
高
さ
は
北
壁
で
六
〇
㎝
あ
る
。
掘
方
埋
土
を
床
と
し
、
床
面
は
多
少
の
凹
凸

を
も
っ
て
緩
や
か
に
南
に
傾
斜
す
る
。
内
部
施
設
と
し
て
は
周
溝
と
東
西
三
〇
㎝

以
上
、
南
北
八
〇
㎝
の
ピ
ッ
ト
を
検
出
し
て
い
る
。
堆
積
土
は
最
下
層
が
上
述
の

炭
化
物
層
で
機
能
時
の
堆
積
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
上
は
地
山
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
量
に

含
む
暗
褐
～
に
ぶ
い
黄
褐
色
土
層
で
、
一
度
に
埋
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

遺
物
は
埋
土
か
ら
土
師
器
甕
、
須
恵
器
坏
、
丸
瓦
と
鉄
滓
、
弥
生
時
代
の
遺
物

の
混
入
品
と
み
ら
れ
る
石
包
丁
が
出
土
し
て
い
る
。
丸
瓦
に
は
第
Ⅱ
期
の
「
占
」

の
刻
印
が
あ
る
も
の
が
あ
る
。
竪
穴
遺
構
の
年
代
は
刻
印
瓦
の
存
在
か
ら
第
Ⅱ
期

（
七
六
二
～
七
八
〇
）
以
降
で
あ
る
が
、
後
続
す
る
Ｓ
Ｋ
三
〇
七
三
土
壙
出
土
木
簡
の

年
紀
か
ら
み
て
天
平
神
護
年
間
頃（
七
六
五
～
七
六
七
）
に
は
埋
め
戻
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅱ
期
の
造
営
に
伴
う
鍛
冶
工
房
の
可
能
性
が
あ
る
。

	

註
1　

な
お
、
他
に
竪
穴
住
居
跡
が
あ
る
が
、
七
世
紀
前
半
頃
の
多
賀
城
創
建
以
前
の
も
の
で

あ
る
。
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第
三
章　

釈
文
と
解
説

【
第
四
四
次
調
査
】

　
　

Ｓ
Ｄ
一
四
一
三
Ａ
暗
渠
跡
裏
込
土
出
土
木
簡（
木
簡
図
版
1
～
8
）

◎
第
七
九
号
木
簡

・

『
□
』

黒ヽ
万
呂
姉
占
マ
麻
用
売

『
□
』

　ヽ
　
　

　ヽ
　
　
〔
売
カ
〕

〔
大
カ
〕

弟
万
呂
母
占
マ
小
冨
□
□

『
□

□
』　
　
　
　
〔
族
児
カ
〕 〔
マ
カ
〕

戸
主
同
□
□
□
□
×

・『 　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

 

』

（118

）×（38

）×7　

081

板
目　

四
四
次
一

　

上
端
は
二
次
的
に
表
裏
両
面
か
ら
切
り
込
み
を
入
れ
て
折
る
。
下
端
折
れ
。
左

右
両
辺
割
れ
。
表
面
は
丁
寧
に
削
ら
れ
、
上
端
下
に
は
平
行
す
る
刻
界
線
が
三
本

あ
る
。
先
の
鈍
い
工
具
で
押
し
潰
す
よ
う
に
右
か
ら
左
に
引
く
刻
線
で
、
太
さ
は

約
一
㎜
、間
隔
は
一
一
㎜
前
後
。
裏
面
は
割
れ
た
面
の
ま
ま
で
厚
さ
が
一
定
し
な
い
。

　

表
面
は
戸
籍
の
抜
書
と
み
ら
れ
る
歴
名
様
文
書
。
比
較
的
達
筆
な
書
で
三
行
分

が
残
る
。
行
間
は
心
々
で
一
五
㎜
前
後
。
異
筆
は
刻
界
線
に
切
ら
れ
る
前
筆
で
墨

が
薄
い
。
内
容
は
未
詳
。
裏
面
に
も
割
れ
た
面
に
そ
の
ま
ま
書
か
れ
た
異
筆
が
あ

る
が
、
墨
が
薄
く
判
読
で
き
な
い
。
表
面
の
文
書
と
は
段
階
の
異
な
る
も
の
か
。

　

歴
名
様
文
書
は
上
か
ら
三
本
目
の
刻
界
線
か
ら
書
き
出
さ
れ
、
各
行
に
一
名
、

黒
万
呂
の
姉
、
弟
万
呂
の
母
、
戸
主
の
同
族
の
三
名
の
記
載
が
あ
る
（
註
1
）。
こ
の

う
ち
黒
万
呂
と
弟
万
呂
、
弟
万
呂
の
母
の
右
傍
に
は
合
点
が
付
さ
れ
る
。
年
令
・

年
令
区
分
な
ど
の
記
載
に
関
し
て
は
欠
損
の
た
め
不
明
。

　

本
文
書
で
は
戸
口
の
表
記
や
配
列
、
刻
界
線
・
合
点
の
存
在
な
ど
に
特
徴
が
み

ら
れ
る
。
表
記
は
《
某
＋
続
柄
＋
戸
口
名
》に
よ
る
も
の
で
、
現
存
す
る
籍
帳
類
で

は
大
宝
二
年（
七
〇
二
）
御
濃
国
戸
籍
や
和
銅
元
年（
七
〇
八
）
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳

に
類
す
る
（
註
2
）。「
戸
主
同
族
」は
御
濃
国
戸
籍
に
「
戸
主
同
党（
妹
）」、
陸
奥
国

戸
口
損
益
帳
に
「
戸
主
妻
同
族
」な
ど
の
例
が
あ
り
、「
同
党（
妹
）」は
従
父
兄
弟
・

姉
妹
と
み
ら
れ
て
い
る
（
新
見
一
九
〇
九
）。

　

配
列
に
関
し
て
は
記
載
か
ら
他
に
戸
主
を
含
む
三
名
の
記
載
を
推
定
し
た
う
え

で
大
き
く
男
女
別
に
分
け
た
構
成
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
・
二

行
目
の
黒
万
呂
と
弟
万
呂
に
は
続
柄
や
姓
が
記
さ
れ
ず
、
三
行
目
も
戸
主
と
の
続

柄
で
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
黒
万
呂
と
姉
、
弟
万
呂
と
母
、
戸
主
と
同
族
の
六
人
は

同
じ
戸
に
属
す
。
ま
た
、
現
状
の
記
載
で
は
三
名
の
身
元
が
正
確
に
把
握
で
き
な

い
こ
と
か
ら
最
低
で
も
戸
主
と
黒
・
弟
万
呂
の
男
性
三
名
の
記
載
が
右
側
の
欠
損

部
に
考
え
ら
れ
る
（
註
3
）。
さ
ら
に
二
行
目
の
弟
万
呂
の
母
が
黒
万
呂
の
姉
の
次

に
記
さ
れ
て
お
り
、
弟
万
呂
の
記
載
と
は
離
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
配
列
は
戸
内

の
主
な
男
性
別
に
そ
の
人
物
、
母
、
妻
、
子
と
い
う
順
序
は
と
ら
ず
、
ま
ず
男
女
を

大
き
く
分
け
た
構
成
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
三
行
目
の
戸
主
同
族
も
女
性
と

考
え
ら
れ
る
（
註
4
）。

　

刻
界
線
は
や
や
珍
し
い
引
き
方
を
す
る
が
、
狭
い
間
隔
で
平
行
、
等
間
隔
、
明

瞭
に
引
か
れ
た
あ
り
方
と
記
載
の
内
容
か
ら
み
て
籍
帳
的
な
記
載
を
念
頭
に
引
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
・
二
本
目
の
用
途
は
不
明
だ
が
、
使
わ
れ
て
い
れ
ば
歴
名

よ
り
上
位
と
な
る
戸
の
表
題
や
本
貫
・
年
次
な
ど
に
伴
う
と
み
ら
れ
、
本
文
書
は

書
式
の
整
っ
た
歴
名
様
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
未
使
用
で
も
三
本
目
に
揃
え
た
歴
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名
記
載
の
書
式
が
よ
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
合
点
の
存
在
か
ら
人
の

確
認
作
業
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
簡
は
人
の
管
理
・
支
配
上
の
行
政
的
な
実
務
に

使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
特
徴
の
う
ち
、
戸
口
の
表
記
・
配
列
は
前
述
の
御
濃
国
戸
籍
と
陸
奥

国
戸
口
損
益
帳
と
類
似
し
て
い
る
。
両
史
料
は
他
の
籍
帳
と
は
異
な
り
、
戸
口
を

《
某
＋
続
柄
＋
戸
口
名
》で
表
記
す
る
の
を
基
本
と
し
、「
戸
主
同
党（
妹
）」、「
戸

主
妻
同
族
」な
ど
の
表
記
も
用
い
る
。
ま
た
、
男
女
別
に
大
別
し
た
構
成
を
と
り
、

男
子
と
女
児
を
「
子
」と
「
児
」の
用
字
で
区
別
す
る
。
こ
の
う
ち
陸
奥
国
戸
口
損

益
帳
は
大
宝
二
年
籍
の
次
の
籍
年
と
な
る
和
銅
元
年
ま
で
の
戸
・
戸
口
の
異
動
を

記
す
帳
簿
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
復
原
的
に
推
察
さ
れ
る
大
宝
二
年
陸
奥
国

戸
籍
も
同
様
の
特
徴
を
持
つ
と
み
ら
れ
て
い
る
（
岸
一
九
五
二
・
一
九
五
六
）。

　

こ
れ
ら
と
の
記
載
の
類
似
を
は
じ
め
、
書
式
の
よ
さ
、
使
わ
れ
方
な
ど
か
ら
総

合
的
に
判
断
し
て
本
簡
は
戸
籍
の
抜
書
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
小
断
簡
で
あ

り
、
一
般
的
な
木
簡
と
同
じ
縦
材
で
あ
る
。
そ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
抜
書
の
あ

り
方
に
は
複
数
の
解
釈
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　

小
断
簡
の
た
め
、
記
載
は
六
名
ま
で
し
か
わ
か
ら
な
い
。
縦
材
は
原
木
の
太
さ

に
幅
が
規
制
さ
れ
る
の
で
多
人
数
の
記
載
は
考
え
に
く
い
（
渡
辺
二
〇
〇
四
）。
一

戸
の
人
数
を
平
均
的
な
二
〇
人
と
み
れ
ば
、
行
間
距
離
（
一
五
㎜
前
後
）
か
ら
み
て

三
〇
〇
㎜
前
後
の
幅
は
必
要
と
な
る
。
現
実
的
に
は
一
・
二
戸
程
度
の
記
載
し
か

難
し
い
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
一
戸
全
員
の
記
載
を
前
提
と
し
、
一
・
二
本
目
の
界

線
に
さ
ほ
ど
意
味
を
み
な
い
場
合
で
あ
る
。
全
員
分
の
記
載
か
は
不
明
で
あ
る

し
、
伴
う
記
載
は
不
明
で
も
界
線
は
あ
る
。
界
線
を
重
視
す
れ
ば
、
複
数
の
戸
・

年
次
の
記
載
か
ら
の
抜
書
と
い
う
見
方
も
可
能
か
。
断
簡
資
料
に
は
複
数
の
解
釈

の
余
地
が
あ
る
。

　

年
代
も
慎
重
に
み
る
要
が
あ
る
。
抜
書
は
現
行
の
戸
籍
か
ら
の
み
と
は
限
ら
な

い
。
養
老
戸
令
22
戸
籍
条
の
保
存
年
限
を
前
提
に
み
る
必
要
が
あ
る
。
同
条
で
は

保
存
を「
五
比
」三
〇
年
と
定
め
、『
令
義
解
』の
註
に
は「
謂
之
比
者
。比
校
之
義
。」

と
あ
る
。
保
存
は
比
べ
考
え
る
た
め
に
す
る
の
で
あ
り
、
勘
籍
の
史
料
（
註
5
）が
示

す
よ
う
に
日
常
政
務
で
は
過
去
の
戸
籍
か
ら
の
抜
書
も
あ
り
え
る
。
本
簡
の
年
代

は
抜
書
し
た
戸
籍
の
作
成
か
ら
三
〇
年
の
幅
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
の
元
の
戸
籍
の
年
代
は
不
明
だ
が
、
籍
帳
類
で
も
古
い
美
濃
国
戸
籍
や
陸
奥

国
戸
口
損
益
帳
の
記
載
方
法
と
の
共
通
性
か
ら
古
い
戸
籍
と
は
推
測
さ
れ
る
。
そ

の
種
の
記
載
方
法
が
養
老
五
年（
七
二
一
）
籍
で
他
の
戸
籍
と
同
じ
書
き
方
に
統
一

さ
れ
た
と
す
る
考
え
方
か
ら
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
籍
、
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
籍
、
和

銅
七
年
（
七
一
四
）籍
と
す
る
見
方
も
あ
る
（
平
川
一
九
九
三
）（
註
6
）。

	

註
1　
『
年
報
一
九
八
三
』で
は
三
行
目
の
五
字
目
に
「
児
」か
「
兄
」の
可
能
性
を
考
え
た
が
、
二

画
目
の
縦
画
が
長
い
の
で
「
児
」と
み
た
。
こ
の
戸
口
は
本
文
に
記
す
と
お
り
女
性
で
、
陸

奥
国
戸
口
損
益
帳
の
男
子
と
女
児
の
「
子
」と
「
児
」に
よ
る
区
別
と
も
整
合
的
で
あ
る
。

	

註
2　
『
大
日
本
古
文
書
』編
年
之
一　

一
～
九
六
頁（
大
宝
二
年
御
濃
国
戸
籍
）、
三
〇
五
～

三
〇
八
頁（
養
老
五
年
陸
奥
国
戸
籍
）。
な
お
、
後
者
は
和
銅
元
年
の
陸
奥
国
戸
口
損
益
帳

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
（
岸
一
九
五
二
・
一
九
五
六
）、
本
書
で
は
そ
の
年

代
と
名
称
で
示
す
。

	

註
3　

黒
万
呂
と
弟
万
呂
は
女
性
と
の
続
柄
、〈
戸
主
同
族
〉よ
り
前
に
位
置
す
る
点
か
ら
一
般

的
に
み
れ
ば
戸
主
の
甥
、
ま
た
は
従
父
兄
弟
な
ど
か
。
他
に
戸
主
の
異
母
兄
弟
の
可
能
性

も
あ
る
か
。

	

註
4　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
男
女
別
の
記
載
と
「
戸
主
同
族
」の
類
語
も
持
つ
御
濃
国
戸
籍
か
ら
類

推
す
る
見
方
も
あ
る（
平
川
一
九
九
三
）。同
戸
籍
の「
戸
主
同
党（
妹
）」の
戸
口
の
性
別
は
、

男
女
別
の
記
載
を
と
る
必
然
性
か
ら
前
の
行
が
男
性
な
ら
男
女
の
両
方
、
女
性
な
ら
必
ず

女
性
で
あ
る
。
本
簡
に
適
用
す
れ
ば
「
戸
主
同
族
」の
性
別
は
前
行
が
女
性
な
の
で
女
性
と

推
測
さ
れ
、
一
～
三
行
目
が
女
性
三
人
、
右
側
欠
損
部
が
男
性
三
人
と
な
る
状
況
か
ら
戸

口
の
配
列
も
概
ね
男
女
別
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
構
成
を
証
す
に
は
十
分
で
は
な

い
し
、
本
簡
と
御
濃
国
戸
籍
と
を
対
等
な
立
場
で
比
較
す
る
う
え
で
も
不
向
き
で
あ
る
。

本
書
で
は
本
簡
自
体
に
基
づ
い
て
考
え
た
。

	

註
5　
『
寧
楽
遺
文
』中
巻　

五
三
五
～
五
三
九
頁
。
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註
6　

な
お
、
同
見
解
で
は
元
の
戸
籍
を
さ
ら
に
和
銅
七
年
籍
に
限
定
し
、
本
簡
の
年
代
も
養

老
六
年
五
月
を
下
限
と
す
る
が
、
令
の
規
定
を
考
慮
す
れ
ば
天
平
期
に
く
だ
る
こ
と
に
な

る
。

◎
第
八
〇
号
木
簡

〔
菊
多
カ
〕

（125

）×（32

）　091

四
四
次
二

□
□
郡
君
子
部
荒
國

　

郡
名
と
人
名
が
み
え
る
削
屑
。
右
辺
上
半
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
郡
名
は
陸
奥

国
の
郡
で
は
残
画
か
ら
み
て
菊
多
郡
が
妥
当
。
同
郡
は
養
老
二
年
（
七
一
八
）
の
石

城
・
石
背
国
分
置
の
際
に
常
陸
国
多
珂
郡
を
割
い
て
建
郡
さ
れ
（『
続
日
本
紀
』養
老

二
年
五
月
乙
未
条
）、
当
初
は
石
城
国
に
属
し
た
。
そ
の
後
、
両
国
の
陸
奥
国
へ
の
再

併
合
に
よ
り
陸
奥
国
所
管
と
な
る
。
併
合
を
明
示
す
る
史
料
は
な
い
が
、
両
国
の

存
続
は
養
老
四
年
十
一
月
ま
で
は
確
実
で
、
陸
奥
按
察
使
の
所
管
に
出
羽
国
を
加

え
た
養
老
五
年
八
月
ま
で
（
註
1
）
は
考
え
ら
れ
る
（
土
田
一
九
五
二
）。
ま
た
、
神
亀

元
年（
七
二
四
）
の
征
討
関
係
記
事
に
み
え
る
「
坂
東
九
国
」
の
記
載
、
神
亀
五
年

（
七
二
八
）の
陸
奥
国
白
河
団
の
新
置
記
事
（
註
2
）
な
ど
か
ら
神
亀
元
年
四
月
に
は
併

合
さ
れ
て
い
た
（
喜
田
一
九
八
二
・
今
泉
一
九
八
八
）と
み
ら
れ
る
（
註
3
）。

　

君
子
部
は
服
属
し
た
蝦
夷
か
ら
な
る
部
民
で
陸
奥
・
出
羽
両
国
と
東
国
の
上

野
・
下
野
国
な
ど
に
多
く
分
布
す
る
。
天
平
勝
宝
九
歳（
七
五
七
）
に
用
字
を
吉
美

侯
部
と
改
称
し
（『
続
日
本
紀
』天
平
宝
字
元
年
三
月
乙
亥
条
）、
以
後
、
吉
弥
侯
部
と
も

な
す
。
な
お
、
第
二
二
九
号
に
も
君
子
部
と
み
ら
れ
る
記
載
が
あ
る
。

	

註
1　
『
類
聚
国
史
』巻
八
十
三
免
租
税　

養
老
四
年
十
一
月
甲
戌
条
。『
続
日
本
紀
』養
老
五
年

八
月
癸
巳
条
。

	

註
2　
『
続
日
本
紀
』神
亀
元
年
四
月
癸
卯
条
・
神
亀
五
年
四
月
丁
丑
条
。

	

註
3　

近
年
は
『
続
日
本
紀
』養
老
六
年（
七
二
二
）閏
四
月
乙
丑
条
に
お
け
る
陸
奥
国
関
連
の

諸
施
策
と
一
体
的
に
な
さ
れ
た
と
す
る
見
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
今
泉
二
〇
〇
一
）。
ま

た
、
多
賀
城
と
関
わ
る
多
賀
・
階
上
郡
権
置
の
際
の
「
名
取
以
南
一
十
四
郡
」と
い
う
状
態

が
柴
田
郡
か
ら
刈
田
郡
を
分
置
し
た
養
老
五
年
十
月
以
前
と
す
る
見
解（
佐
々
木

二
〇
一
〇
）に
従
え
ば
、
両
国
の
併
合
は
養
老
五
年
八
～
十
月
の
こ
と
で
菊
多
郡
が
陸
奥
国

の
所
管
と
な
っ
た
の
は
そ
の
時
と
な
る
。

◎
第
八
一
号
木
簡

丈
マ
子
荒
石

〔
マ
カ
〕

（86

）×（27

）　091

四
四
次
三

□
□ 　

   　

 

　

人
名
が
連
記
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
木
簡
の
削
屑
。
二
行
目
は
左
側
の
大
部

分
が
削
ら
れ
て
い
る
。
丈
部
は
東
国
を
は
じ
め
陸
奥
国
で
も
多
数
み
ら
れ
る
氏

族
。

◎
第
八
二
号
木
簡

〔
大
伴
マ
カ
〕

（35

）×（32

）　091

四
四
次
四

□
□
□
□

大ヽ
伴
マ
神

　ヽ
〔
伴
マ
カ
〕

大
□
□
×

　

人
名
が
列
記
さ
れ
た
木
簡
の
削
屑
。
人
名
は
い
ず
れ
も
大
伴
部
と
み
ら
れ
る
。

二
・
三
行
目
の
人
の
右
傍
に
は
合
点
が
あ
り
、
何
ら
か
の
確
認
作
業
が
な
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
大
伴
は
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
に
伴
へ
改
姓
す
る
（『
日
本
紀
略
』弘

仁
一
四
年
四
月
壬
子
条
）。
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◎
第
八
三
号
木
簡

〔
鳥
取
マ
カ
〕

（24

）×（14

）　091

四
四
次
五

□
□
□

〔
マ
カ
〕

□
□

　

人
名
が
み
え
る
削
屑
。
鳥
取
部
に
関
し
て
は
第
二
七
六
号
を
参
照（
四
一
頁
）。

◎
第
八
四
号
木
簡

□
マ
百

（26

）×（17

）　091

四
四
次
六
ａ

　

人
名
と
み
ら
れ
る
文
字
が
残
る
削
屑
。

◎
第
八
五
号
木
簡

□

（24

）×（18

）　091

四
四
次
六
ｂ

◎
第
八
六
号
木
簡

〔
長
カ
〕

（41
）×（9

）　091
四
四
次
七

□
□
丈
マ

　

三
字
目
ま
で
右
半
分
が
削
ら
れ
て
い
る
。
何
ら
か
の
役
職
と
人
名
を
記
す
削
屑
。

◎
第
八
七
号
木
簡

〔
長
カ
〕

（28

）×（12

）　091

四
四
次
八

□
丈
マ

　

何
ら
か
の
役
職
と
人
名
を
記
す
木
簡
の
削
屑
。

◎
第
八
八
・
八
九
号
木
簡

　

木
質
か
ら
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
削
屑
。
第
八
八
号
は
人
名
か
。

〈
第
八
八
号
〉

〔
勝
カ
〕

（41

）×（11

）　091

四
四
次
九
ａ

石
□

〈
第
八
九
号
〉

□

（31

）×（9

）　091

四
四
次
九
ｂ

　
　

□

◎
第
九
〇
号
木
簡〔

年
カ
〕

古
麻
呂　

□
□

（75

）×（21

）　091

四
四
次
一
〇

　

右
辺
下
半
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
文
字
は
左
半
が
欠
損
す
る
が
、
残
画
と
全
体

の
字
配
り
か
ら
人
名
と
年
令
註
記
と
推
定
さ
れ
る
。

◎
第
九
一
号
木
簡

　

 　

 

部

□
麻
呂

（77

）×（38

）　091

四
四
次
一
一

□

　

一
行
目
は
右
半
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
人
名
を
列
記
し
た
木
簡
の
削
屑
か
。
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◎
第
九
二
号
木
簡

　
　

 　
　

 
〔
宮
カ
〕

□
□
万
呂
□

（50

）×（21

）　091

四
四
次
一
二

□
□

　

一
行
目
は
右
側
上
半
が
削
ら
れ
、
下
半
も
欠
損
。
二
行
目
は
人
名
。「
万
呂
」の

下
の
文
字
は
不
詳
。

◎
第
九
三
号
木
簡

ヽ
宗
何

（38

）×（25

）　091

四
四
次
一
三

ヽ
宗
何

　

人
名
を
連
記
し
た
木
簡
の
削
屑
。
合
点
が
付
さ
れ
、
何
ら
か
の
確
認
作
業
に
使

わ
れ
て
い
る
。
人
名
は
宗
何
部
か
。
第
二
一
八
・
三
一
五
号
に
も
み
ら
れ
、
後
者

は
本
簡
と
あ
り
方
が
よ
く
似
て
い
る
（
四
八
頁
）。
同
一
簡
の
可
能
性
、
同
じ
実
務

で
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

宗
何
部
は
陸
奥
国
で
は
曰
理
郡
を
は
じ
め
と
す
る
海
道
沿
い
で
の
分
布
が
推
測

さ
れ
る
（
註
1
）。
ま
ず
、
宗
何
部
池
守
等
三
人
に
対
す
る
改
賜
姓
記
事
か
ら
曰
理

郡
で
の
所
在
を
確
認
で
き
る
（『
続
日
本
紀
』神
護
景
雲
三
年（
七
六
九
）三
月
辛
巳
条
）。

次
に
、
多
賀
城
跡
第
一
一
・
六
三
号
漆
紙
文
書
に
例
が
あ
る
（『
多
賀
城
漆
紙
文
書
』）。

第
一
一
号
は
歴
名
様
文
書
で
、
宗
何
部
真
縄
の
前
の
行
に
曰
理
郡
で
の
所
在
を
確

認
で
き
る
五
百
木
部
が
お
り
（『
日
本
後
紀
』延
暦
十
六
年（
七
九
七
）正
月
庚
子
条
）、
同

郡
か
、
近
郡
の
記
載
の
可
能
性
が
あ
る
。
第
六
三
号
に
は
「
書
生
宗
何　 

」と
並
ん

で
海
道
南
端
の
標
葉
郡
か
標
葉
郷
と
関
わ
る
表
記
が
あ
る
。
他
に
胆
沢
城
跡
の
漆

紙
に
も
例
が
あ
る
（
水
沢
市
教
委
一
九
八
四
）。
宗
何
部
刀
良
麿
な
ど
二
名
の
射
手
が

病
で
戍
所
に
堪
え
な
い
旨
を
申
上
し
た
文
書
で
（
漆
紙
第
一
八
号
）、
使
者
の
主
帳
が

牡
鹿
連
で
あ
る
こ
と
か
ら
刀
良
麿
も
同
郡
付
近
で
の
在
住
が
推
測
さ
れ
る
（
註
2
）。

	

註
1　

海
道
以
外
の
可
能
性
が
あ
る
者
に
胆
沢
城
跡
漆
紙
第
二
号
で
玉
造
團
擬
大
毅
と
連
署
す

る
「
書
生
宗　 

」が
い
る
（
水
沢
市
教
委
一
九
八
二
）。
な
お
、
書
生
が
玉
造
郡
の
人
な
ら
同

郡
の
呼
称
の
淵
源
は
石
城
郡
玉
造
郷
と
み
ら
れ
る
の
で
元
は
海
道
の
氏
族
と
い
う
推
定
も

可
能
。

	

註
2　

な
お
、
報
告
書
は
本
文
書
の
主
帳
を
小
田
団
の
主
帳
と
す
る
が
、
軍
団
の
兵
力
は
兵
士

の
み
で
健
士
は
含
ま
な
い
こ
と
か
ら
郡
の
主
帳
と
み
る
見
方
も
あ
る
（
鈴
木
二
〇
一
一
）。

◎
第
九
四
号
木
簡

〔
年
カ
〕　
〔
右
頬
カ
〕

□
廿
三
□
□

（42

）×（13

）　091

四
二
次
一
四

　

 　

 

　

年
令
に
続
け
て
身
体
註
記
が
み
え
る
削
屑
。
文
字
が
小
さ
く
（
七
～
八
㎜
）、
次

行
も
密
接
す
る
の
で
割
註
と
み
ら
れ
る
。
次
行
は
大
半
が
欠
損
。
残
画
は
廿
三
才

に
あ
た
る
正
丁
、
正
女
と
は
み
え
ず
、
他
の
註
記
と
思
わ
れ
る
。
位
置
関
係
か
ら

第
二
七
六
号
木
簡（
四
一
頁
）の
よ
う
な
本
貫
の
記
載
と
み
る
の
も
一
案
。

◎
第
九
五
号
木
簡

□
番
□
替
□

（68

）×（15

）　091

四
四
次
一
五

　

後
続
の
第
九
六
・
九
七
号
と
と
も
に
分
番
勤
務
者
の
交
替
に
関
わ
る
木
簡
の
削

屑
。
交
替
を
示
す
「
替
」の
語
を
含
み
、
第
九
五
・
九
六
号
で
は
「
番
」の
語
が
み
え

る
。「
番
」は
第
三
六
三
・
三
六
四
・
三
七
〇
号
が
典
型
的
に
示
す
よ
う
に
（
五
一
～

五
九
頁
…
第
四
七
次
調
査
）、
分
番
制
に
よ
る
軍
団
兵
士
の
上
番
勤
務
で
使
わ
れ
て
い

る
。
第
九
五
・
九
六
号
も
兵
士
関
連
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
共
伴
関
係
や
「
替
」



－　　－33

の
語
の
共
通
性
か
ら
第
九
七
号
も
同
様
と
み
ら
れ
る
。

◎
第
九
六
号
木
簡

□
三
番
替

（68

）×（14

）　091

四
四
次
一
六

　

第
九
六
号
と
同
様
の
削
屑
。
三
番
以
上
の
編
成
が
知
ら
れ
る
。

◎
第
九
七
号
木
簡

替
充
□
□

（68

）×（26

）　091

四
四
次
一
七

　

左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
三
字
目
は
「
邊
」か
。
第
九
六
・
九
七
号
と
同
じ
分

番
勤
務
者
に
関
す
る
木
簡
の
削
屑
。「
替
充
」と
い
う
表
現
か
ら
分
番
に
よ
る
交
替

と
い
う
よ
り
も
第
二
七
八
・
二
七
九
号（
四
二
・
四
三
頁
）
の
よ
う
な
特
定
個
人
に
つ

い
て
の
交
替
や
部
署
替
え
な
ど
を
記
す
も
の
か
。

◎
第
九
八
～
一
〇
〇
号
木
簡

　

木
目
と
木
質
、
筆
致
か
ら
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。
第
九
八
・
九
九
号
は

職
名
と
そ
の
下
に
数
字
を
記
す
。
数
字
の
意
味
は
不
詳
。
第
一
〇
〇
号
は
小
片
。

〈
第
九
八
号
〉

主
典
一

（67

）×（14

）　091

四
四
次
一
八

　

主
典
は
令
制
四
等
官
の
う
ち
四
番
目
の
官
人
の
総
称
。
ま
た
、
令
外
官
四
番
目

の
官
人
の
呼
称
と
し
て
使
わ
れ
、
陸
奥
国
で
は
臨
時
に
派
遣
さ
れ
た
征
討
使
や
検

陸
奥
国
地
震
使
な
ど
の
官
人
に
み
え
る
。
本
簡
の
主
典
は
第
九
九
号
の
鉦
帥
と
一

体
的
に
捉
え
ら
れ
る
官
人
で
、
鉦
帥
が
軍
隊
行
動
で
使
わ
れ
る
鉦
の
指
導
者
と
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
征
討
使
の
官
人
と
考
え
ら
れ
る
（
平
川
一
九
九
三
）。

　
『
年
報
一
九
八
三
』で
示
し
た
遺
構
の
年
代
の
八
世
紀
前
半
頃
に
陸
奥
国
へ
の
征

討
使
は
和
銅
二
年（
七
〇
九
）、
養
老
四
年（
七
二
〇
）、
神
亀
元
年（
七
二
四
）、
天
平
九

年（
七
三
七
）に
派
遣
さ
れ
て
い
る
（
註
1
）。
四
等
官
の
呼
称
に
は
将
軍
・
副
将
軍
・
軍

監
・
軍
曹
と
い
う
将
軍
系
の
場
合
と
、
大
使
・
副
使
・
判
官
・
主
典
の
大
使
系
の
場

合
が
あ
り
、
後
者
の
主
典
は
神
亀
元
年
と
天
平
九
年
の
征
討
使
に
み
え
る
（
註
2
）。

	

註
1　
『
続
日
本
紀
』和
銅
二
年
三
月
壬
戌
・
養
老
四
年
九
月
戊
寅
・
神
亀
元
年
四
月
丙
申
・
天
平

九
年
正
月
丙
申
条
。

	

註
2　

な
お
、
軍
曹
と
主
典
の
呼
称
は
通
用
す
る
と
い
う
見
方
か
ら
、
本
簡
の
主
典
を
養
老
四

年
の
征
討
使
の
軍
曹
に
あ
て
る
見
方
も
あ
る
（
平
川
一
九
九
三
）。
た
だ
し
、
実
例
と
し
て

大
使
系
の
呼
称
は
神
亀
元
年
以
降
、
延
暦
十
三
年（
七
九
四
）ま
で
の
陸
奥
国
へ
の
征
討
使

の
呼
称
に
み
え
る
。

〈
第
九
九
号
〉

〔
鉦
カ
〕

（51

）×（13

）　091

四
四
次
一
九
ａ

□
帥
四

　

一
字
目
の
偏
は
金
偏
。
旁
は
大
半
が
欠
損
。
残
画
と
偏
、
二
字
目
の
「
師
」と
の

整
合
性
か
ら
「
鉦
」と
判
読
さ
れ
、
前
掲
の
第
九
八
号
の
主
典
と
一
体
的
に
み
る
こ

と
に
よ
っ
て
征
討
軍
の
鉦
帥
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

鉦
は
鼓
、大
角
、小
角
と
と
も
に
用
兵
の
合
図
に
使
わ
れ
る
指
揮
具
で『
令
義
解
』

軍
防
令
44
私
家
鼓
鉦
条
の
註
に
は「
鼓
者
。
皮
鼓
也
。
鉦
者
。
金
鼓
也
。」と
み
え
る
。

同
条
で
私
的
な
所
有
は
禁
止
さ
れ
、『
類
聚
三
代
格
』巻
四
延
暦
十
九
年（
八
〇
〇
）

十
月
七
日
太
政
官
符
で
は
「
征
戦
之
備
」と
位
置
づ
け
る
。
軍
事
的
に
重
要
な
備

品
で
、
そ
の
教
習
・
使
用
の
際
の
指
導
者
が
鉦
帥
と
み
ら
れ
る
（
平
川
一
九
九
三
）。
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た
だ
し
、
鉦
の
使
用
は
元
来
は
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
北
一
九
八

四
）。
鉦
鼓
や
大
・
小
角
を
教
習
す
る
官
司
は
鼓
吹
司
だ
が
、
八
世
紀
代
の
教
習
は

角
吹
を
主
流
と
し
て
お
り
、前
掲
の
延
暦
十
九
年
官
符
に
至
っ
て
「
鉦
鼓
長
上（
鉦

鼓
之
師
）」を
置
く
。
ま
た
、
養
老
軍
防
令
39
軍
団
置
鼓
条
で
は
軍
団
へ
の
鼓
、
大
・

小
角
の
配
備
と
兵
士
へ
の
教
習
を
定
め
る
が
、
鉦
は
規
定
し
て
い
な
い
。
鉦
の
使

用
は
霊
亀
元
年
の
元
日
の
儀
の
史
料
に
初
め
て
顕
れ
、
五
衛
府
な
ど
の
中
央
軍
制

へ
の
配
備
は
養
老
五
年
で
あ
る
（『
続
日
本
紀
』霊
亀
元
年（
七
一
五
）正
月
甲
申
朔
・
養
老

五
年（
七
二
一
）十
二
月
辛
丑
条
）。
そ
の
後
、
天
平
四
年（
七
三
二
）
の
節
度
使
の
体
制

下
で
山
陰
道
に
鉦
が
送
ら
れ
て
い
る
（
天
平
六
年
出
雲
国
計
会
帳『
大
日
本
古
文
書
』編

年
之
一　

五
八
六
～
六
〇
六
頁
）。
こ
う
し
た
配
備
状
況
か
ら
み
る
と
、
延
暦
十
九
年

官
符
の
位
置
付
け
は
延
暦
当
時
の
認
識
で
、
八
世
紀
前
半
の
征
討
軍
に
ど
れ
ほ
ど

適
用
が
可
能
か
は
一
考
を
要
す
。

〈
第
一
〇
〇
号
〉

□

（21

）×（6

）　091

四
四
次
一
九
ｂ

◎
第
一
〇
一
号
木
簡

□
□　

病　
　
□

（86

）×（12

）　091

四
四
次
二
〇

　

左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。「
病
」は
上
の
記
載
よ
り
左
に
ず
れ
て
書
か
れ
て
い

る
。
上
の
記
載
の
説
明
的
な
語
句
と
み
ら
れ
る
。

◎
第
一
〇
二
号
木
簡

日
野

（30

）×（14

）　091

四
四
次
二
一

　

木
質
・
木
目
・
筆
致
が
第
一
三
四
号
と
類
似
。
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
の

可
能
性
が
あ
る
。「
日
野
」は
地
名
や
人
名
、
品
物
な
ど
の
名
称
か
。

◎
第
一
〇
三
号
木
簡

□
右
見

（60

）×（14

）　091

四
四
次
二
二

◎
第
一
〇
四
号
木
簡

□
男

（43

）×（11

）　091

四
四
次
二
三

◎
第
一
〇
五
号
木
簡

〔
成
カ
〕

（77

）×（11

）　091

四
四
次
二
四

□
□　
　
□
□

◎
第
一
〇
六
号
木
簡

□
足

（59

）×（22

）　091

四
四
次
二
五

　

右
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。

◎
第
一
〇
七
号
木
簡

徒

（20

）×（6

）　091

四
四
次
二
六
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◎
第
一
〇
八
号
木
簡

□
百

（29

）×（14

）　091

四
四
次
二
七

　
□

◎
第
一
〇
九
号
木
簡

人　
人

横
材　
（13

）×（72

）　091

四
四
次
二
八

◎
第
一
一
〇
号
木
簡

□
□
□
□
□
□

（97

）×（16

）　091

四
四
次
五
三

　

一
字
目
は
「
長
」の
残
画
の
可
能
性
が
あ
る
。

◎
第
一
一
一
号
木
簡

・
□
□
□
□
□

（69

）×（15

）　081

四
四
次
五
四

・
□
□
□

　

上
下
両
端
折
れ
。
左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
右
辺
割
れ
。

◎
第
一
一
二
号
木
簡

　

 　

 

（33

）×（4

）　091

四
四
次
五
五

◎
第
一
一
三
号
木
簡

□

（37

）×（6

）　091

四
四
次
五
六

◎
第
一
一
四
号
木
簡

□

（37

）×（9

）　091

四
四
次
五
七

◎
第
一
一
五
号
木
簡

□
□
□

（61

）×（11

）　091

四
四
次
五
八

◎
第
一
一
六
号
木
簡

　

   　

 

（56

）×（13

）　091

四
四
次
五
九

◎
第
一
一
七
号
木
簡

□
□

（23

）×（7

）　091

四
四
次
六
〇

　

 　

 

◎
第
一
一
八
～
一
二
〇
号
木
簡

　

木
目
や
木
質
か
ら
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。
第
一
一
八
号
の
左
辺
は
原
形

を
と
ど
め
る
。
第
一
一
九
号
の
下
半
は
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

〈
第
一
一
八
号
〉

□
□

（57

）×（10

）　091

四
四
次
六
一

〈
第
一
一
九
号
〉

□
□

（71

）×（18

）　091

四
四
次
六
五
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〈
第
一
二
〇
号
〉

　
 　
 

□

（33

）×（9

）　091

四
四
次
六
七

◎
第
一
二
一
号
木
簡

　
□

（28

）×（12

）　091

四
四
次
六
二

□
◎
第
一
二
二
号
木
簡

□
□

（49

）×（10

）　091

四
四
次
六
三

　

文
字
の
左
側
は
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
一
二
三
号
木
簡

     

□
□

（46

）×（15

）　091

四
四
次
六
四

◎
第
一
二
四
号
木
簡

・
□ 

□ 

□

（44
）×（10
）　081

四
四
次
六
六

・
□ 　

 　

 

　

上
下
両
端
折
れ
。
左
右
両
辺
割
れ
。
裏
面
は
二
字
目
か
ら
右
側
の
大
半
が
削
り

取
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
一
二
五
号
木
簡

〔
廿
カ
〕

　
　
□
□
□
□
□

（107

）×（16

）　091

四
四
次
六
八

□
□

◎
第
一
二
六
号
木
簡

□
国

（32

）×（10

）　091

四
四
次
六
九

◎
第
一
二
七
号
木
簡

□
□

（35

）×（22

）　091

四
四
次
七
〇

◎
第
一
二
八
号
木
簡

〔
件
カ
〕

（51

）×（13

）　091

四
四
次
七
一

□
□
□
□

◎
第
一
二
九
号
木
簡

□
□

（41

）×（11

）　091

四
四
次
七
二

◎
第
一
三
〇
号
木
簡

〔
年
カ
〕

（36

）×（22

）　091

四
四
次
七
三

□
　

   　

 

◎
第
一
三
一
号
木
簡

　
□

　

 　
 

□

（41

）×（10

）　091

四
四
次
七
四

　

下
の
字
は
「
宗
」、
ま
た
は
「
守
」な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
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◎
第
一
三
二
号
木
簡

　
 　
 

（31

）×（13

）　091

四
四
次
七
五

◎
第
一
三
三
号
木
簡

□
□

（22

）×（9

）　091

四
四
次
七
六

◎
第
一
三
四
号
木
簡

台
二

（25

）×（12

）　091

四
四
次
七
七

　

木
質
・
木
目
・
筆
致
が
第
一
〇
二
号
と
類
似
。
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
か
。

◎
第
一
三
五
号
木
簡

〔
長
兵
カ
〕

（22

）×（12

）　091

四
四
次
七
八

□
□

◎
第
一
三
六
号
木
簡

□
□

（29

）×（12
）　091

四
四
次
七
九

　

文
字
は
左
半
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
一
三
七
号
木
簡

□

（24

）×（7

）　091

四
四
次
八
〇

　
「
真
」や
「
直
」な
ど
の
残
画
か
。

◎
第
一
三
八
号
木
簡

□
□

（19

）×（7

）　091

四
四
次
八
一

◎
第
一
三
九
号
木
簡

□
□
□

（40

）×（6

）　091

四
四
次
八
二

◎
第
一
四
〇
号
木
簡

・　
　 　　

 

（30

）×（6

）　081

四
四
次
八
三

・　
　

 

□

　

上
下
両
端
折
れ
。
左
右
両
辺
割
れ
。

◎
第
一
四
一
号
木
簡

　

 　

 

（36

）×（12

）　081

四
四
次
八
四

　

文
字
は
右
側
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
一
四
二
号
木
簡

□
□

（17

）×（8

）　091

四
四
次
八
五

◎
第
一
四
三
号
木
簡

□

（23

）×（16

）　091

四
四
次
八
六

□
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◎
第
一
四
四
号
木
簡

□

（31

）×（8

）　091

四
四
次
八
七

◎
第
一
四
五
号
木
簡

　
　

□

（42

）×（8

）　091

四
四
次
八
八

□
◎
第
一
四
六
・
一
四
七
号
木
簡

　

木
目
や
木
質
な
ど
か
ら
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
削
屑
。

〈
第
一
四
六
号
〉

〔
乙
カ
〕

（40

）×（13

）　091

四
四
次
八
九

□
□
□

〈
第
一
四
七
号
〉

〔
件
カ
〕

（22

）×（17

）　091

四
四
次
九
〇

□
◎
第
一
四
八
号
木
簡

□

（21

）×（11
）　091

四
四
次
九
一

◎
第
一
四
九
号
木
簡

　

 　

 

（35

）×（12

）　091

四
四
次
九
二

◎
第
一
五
〇
号
木
簡

□　
□

（58

）×（13

）　091

四
四
次
九
三

　

文
字
は
左
右
が
削
ら
れ
、
中
央
部
が
残
る
。

◎
第
一
五
一
号
木
簡

□
□
□

（31

）×（9

）　091

四
四
次
九
四

　

一
・
三
字
目
は
残
画
が
僅
か
に
残
る
。
二
字
目
は
左
側
が
欠
損
。

◎
第
一
五
二
号
木
簡

□

（50

）×（18

）　091

四
四
次
九
五

◎
第
一
五
三
号
木
簡

　
　
　

 　

 　
　

 

（94

）×（1

）×6　

091

四
四
次
九
六

　

木
簡
側
面
の
削
屑
。

◎
第
一
五
四
号
木
簡

□

（35

）×（13

）　091

四
四
次
九
七

◎
第
一
五
五
号
木
簡

　

 　

 

（26

）×（5

）　081

四
四
次
九
八

□
◎
第
一
五
六
号
木
簡

□
□

（31

）×（8

）　091

四
四
次
九
九
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◎
第
一
五
七
号
木
簡

□

（16

）×（8

）　091

四
四
次
一
〇
〇

◎
第
一
五
八
号
木
簡

□
□

（20

）×（10

）　091

四
四
次
一
〇
一

　

左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。

◎
第
一
五
九
号
木
簡

　
　

   　
　

 

（52

）×（10

）　091

四
四
次
一
〇
二

　
　

   　
　

 

◎
第
一
六
〇
号
木
簡

□　
□

（27

）×（10

）　091

四
四
次
一
〇
三

　

□

◎
第
一
六
一
号
木
簡

□
□

（22

）×（12

）　091

四
四
次
一
〇
四

　

文
字
は
右
半
分
が
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
一
六
二
号
木
簡

□

（22

）×（12

）　091

四
四
次
一
〇
五

◎
第
一
六
三
号
木
簡

　

 

□

（34

）×（14

）　091

四
四
次
一
〇
六

□
◎
第
一
六
四
・
一
六
五
号
木
簡

　

木
目
や
木
質
な
ど
か
ら
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
削
屑
。

〈
第
一
六
四
号
〉

□　
□

（25

）×（6

）　091

四
四
次
一
〇
七

〈
第
一
六
五
号
〉

□

（30

）×（6

）　091

四
四
次
一
〇
八

◎
第
一
六
六
号
木
簡

　
　
　

 　
　
　

 

（103

）×（1

）×（3

）　091

四
四
次
一
〇
九

　

木
簡
側
面
の
削
屑
。

◎
第
一
六
七
号
木
簡

□
□

（34

）×（11

）　091

四
四
次
一
一
〇

　

二
字
目
は
墨
が
極
め
て
薄
い
。

◎
第
一
六
八
号
木
簡

□
□

（44

）×（9

）　091

四
四
次
一
一
一
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◎
第
一
六
九
・
一
七
〇
号
木
簡

　

木
目
や
木
質
な
ど
か
ら
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
削
屑
。

〈
第
一
六
九
号
〉

　

 　

 　
□

（49

）×（9

）　091

四
四
次
一
一
二

〈
第
一
七
〇
号
〉

　
　

 　
　

 

（60

）×（10

）　091

四
四
次
一
一
三

◎
第
一
七
一
号
木
簡

　

 　

 

（64

）×（5

）　091

四
四
次
一
一
四

◎
第
一
七
二
号
木
簡

　

 　

 
（24
）×（7

）　091
四
四
次
一
一
五

◎
第
一
七
三
号
木
簡

　

 　

 

（32

）×（8

）　091

四
四
次
一
一
六

◎
第
一
七
四
号
木
簡

□
□
□

（31

）×（5

）　091

四
四
次
一
一
七

◎
第
一
七
五
号
木
簡

　

   　

 

（29

）×（5

）　091

◎
第
一
七
六
号
木
簡

□

（9

）×（7

）　091

四
四
次
一
一
九

◎
第
一
七
七
号
木
簡

□

（15

）×（9

）　091

四
四
次
一
二
〇

◎
第
一
七
八
号
木
簡

□

（23

）×（14

）　091

四
四
次
一
二
一

◎
第
一
七
九
号
木
簡

　
　

 　
　

 

（42

）×（8

）　091

四
四
次
一
二
二

◎
第
一
八
〇
号
木
簡

□
□

（27

）×（7

）　091

四
四
次
一
二
三

◎
第
一
八
一
号
木
簡

□

（10

）×（9

）　091

四
四
次
一
二
四

◎
第
一
八
二
号
木
簡

□

（20

）×（10

）　091

四
四
次
一
二
五
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◎
第
一
八
三
号
木
簡

　
 　
 

（35

）×（7

）　091

四
四
次
一
二
六

◎
第
一
八
四
号
木
簡

□

（9

）×（8

）　091

四
四
次
一
二
七

◎
第
一
八
五
号
木
簡

〔
大
カ
〕

（35

）×（9

）　091

四
四
次
一
二
八

□　

 　

 

　

文
字
は
右
半
分
が
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
一
八
六
号
木
簡

□

（12

）×（8

）　091

四
四
次
一
二
九

◎
第
一
八
七
号
木
簡

　

 　

 

（22
）×（14

）　091
四
四
次
一
三
〇

◎
第
一
八
八
号
木
簡

　

 　

 

（24

）×（9

）　091

四
四
次
一
三
一

　

文
字
は
左
半
分
が
削
ら
れ
る
と
と
も
に
欠
損
す
る
。

◎
第
一
八
九
号
木
簡

　

   　

 

（18

）×（13

）　091

四
四
次
一
三
二

◎
第
一
九
〇
号
木
簡

丈

（16

）×（13

）　091

四
四
次
一
三
三

◎
第
一
九
一
～
一
九
三
号
木
簡

　

木
目
や
木
質
、
筆
致
か
ら
み
て
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。
第
一
九
一
号
の

下
に
第
一
九
二
号
が
位
置
す
る
可
能
性
が
高
い
。
第
一
九
三
号
の
左
辺
は
原
形
を

と
ど
め
る
。
記
載
は
人
名
。
第
一
九
一
号
は
共
伴
し
た
第
一
九
五
号
か
ら
み
て
矢

田
部
か
。

〈
第
一
九
一
号
〉

〔
田
カ
〕

（30

）×（17

）　091

四
四
次
一
三
四

□
部
□

〈
第
一
九
二
号
〉

□
万
呂

（28

）×（16

）　091

四
四
次
一
三
五

〈
第
一
九
三
号
〉

□
部
□

（38

）×（7

）　091

四
四
次
一
三
六

◎
第
一
九
四
号
木
簡

　
　
　

   　
　
　

 

（94

）×（17

）×（4

）　081

柾
目　

四
四
次
一
三
七
・
一
三
八

　

二
片
を
接
合
。
上
下
両
端
二
次
的
折
り
。
左
辺
二
次
的
割
り
。
右
辺
は
割
れ
で
、

割
れ
面
が
表
面
右
半
に
及
ぶ
。
裏
面
は
割
れ
た
面
を
呈
す
。
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◎
第
一
九
五
号
木
簡

年
×

矢
…
田
部
□
麻
□

上（29

）×（13

）　

下（64

）×（15

）　091

四
四
次
一
三
九
・
一
四
〇

〔
奥
カ
〕 〔
呂
カ
〕

　

形
状
や
木
質
、
筆
致
、
記
載
か
ら
み
て
上
下
に
近
接
す
る
。
上
下
両
端
折
れ
。

左
辺
割
れ
。
右
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
人
名
と
右
下
に
年
令
を
付
す
。

　

矢
田
部
は
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
十
二
月
九
日
丙
戌
条
の

改
賜
姓
記
事
、
福
島
県
郡
山
市
清
水
台
遺
跡（
安
積
郡
衙
跡
）の
文
字
瓦
か
ら
安
積
郡

に
分
布
が
知
ら
れ
る
（
郡
山
市
教
委
二
〇
〇
七
）。
兵
士
を
馬
庭
の
整
備
に
充
て
た
多

賀
城
跡
南
面
の
市
川
橋
遺
跡
第
一
二
〇
号
木
簡
に
も
鳥
取
部
、
丈
部
、
阿
刀
部
、

大
伴（
部
）、
占
部
な
ど
の
氏
族
と
と
も
に
記
さ
れ
る
（
多
賀
城
市
教
委
二
〇
〇
五
）。

市
川
橋
遺
跡
の
木
簡
の
氏
族
は
本
簡
と
共
伴
し
た
木
簡
や
堆
積
土
出
土
の
木
簡
に

み
え
る
氏
族
と
も
類
似
す
る
（
註
1
）。
ま
た
、鳥
取
部
は
第
六
・
三
七
〇
号
木
簡（『
多

賀
城
跡
木
簡
Ⅰ
』一
七
頁
、『
本
書
』五
六
頁
）に
白
河
団
や
安
積
団
会
津
郡
の
兵
士
が
み

ら
れ
、
福
島
県
中
通
り
・
会
津
地
方
に
分
布
が
知
ら
れ
る
。
矢
田
部
も
似
た
分
布

が
考
え
ら
れ
る
（
註
2
）。

	

註
1　

鳥
取
部（
第
八
三
・
二
七
六
号
）。
丈
部（
第
八
一
・
八
六
・
八
七
・
二
七
六
・
二
七
七
・

二
八
〇
・
二
八
四
・
三
二
〇
号
）。
大
伴
部（
第
八
二
・
二
〇
八
・
二
九
〇
号
）。
占
部（
第
七
九

号
）。

	

註
2　

矢
田
部
は
秋
田
城
跡
第
一
六
・
八
六
・
一
〇
六
号
木
簡
、
払
田
柵
跡
第
六
二
・
六
三
号
木
簡

に
も
み
え
る
（『
秋
田
城
資
料
集
Ⅱ
』・
小
松
二
〇
〇
七
・
秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事

務
所
一
九
九
七
。
秋
田
城
跡
第
七
三
・
一
〇
五
号
に
も
可
能
性
が
あ
る
か
）。
こ
の
う
ち
秋

田
城
跡
の
木
簡
は
軍
制
関
連
の
も
の
で
、
置
賜
・
最
上
・
平
鹿
・
田
川
の
郡
名
を
記
す
木
簡

と
共
伴
し
て
い
る
。
置
賜
・
最
上
の
二
郡
は
出
羽
国
の
建
国
以
前
に
は
陸
奥
国
に
属
し
、

置
賜（
優

曇
）郡
に
は
城
柵
も
あ
っ
た
（『
続
日
本
紀
』和
銅
五
年（
七
一
二
）十
月
丁
酉
朔

条
。『
日
本
書
紀
』持
統
三
年
正
月
丙
辰
条
）。
そ
の
頃
の
両
郡
に
は
軍
団
の
存
在
も
推
測

さ
れ
る
（
今
泉
二
〇
〇
五
）。
そ
う
し
た
背
景
と
陸
奥
国
側
の
状
況
か
ら
み
る
と
、
矢
田
部

の
分
布
は
山
形
県
置
賜
・
最
上
地
方
に
も
広
が
り
が
推
測
さ
れ
る
。

◎
第
一
九
六
号
木
簡

　
　
　

 　
　
　

 

（56

）×（10

）　091

四
四
次
一
四
一

　

右
辺
の
一
部
が
原
形
を
と
ど
め
る
。

◎
第
一
九
七
号
木
簡

真
麻
□

（34

）×（11

）　091

四
四
次
一
四
二

　

三
字
目
は
僅
か
に
墨
が
残
る
の
み
。
人
名
と
推
測
さ
れ
る
。

◎
第
一
九
八
号
木
簡

□

（39

）×（14

）　091

四
四
次
一
四
三

◎
第
一
九
九
号
木
簡

〔
九
日
カ
〕

（50

）×（9

）　091

四
四
次
一
四
四

□　

 　

 

□
□
□

◎
第
二
〇
〇
・
二
〇
一
号
木
簡

　

木
質
と
木
目
、
筆
致
か
ら
み
て
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。

〈
第
二
〇
〇
号
〉

〔
継
カ
〕

（19

）×（7

）　091

四
四
次
一
四
五

□
□
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〈
第
二
〇
一
号
〉

〔
上
カ
〕

（16

）×（10

）　091

四
四
次
一
四
六

□
□

◎
第
二
〇
二
号
木
簡

□

（24

）×（14

）　091

四
四
次
一
四
七

　

文
字
の
上
半
は
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
二
〇
三
号
木
簡

□

（38

）×（17

）　091

四
四
次
一
四
八

◎
第
二
〇
四
号
木
簡

　
　

 　
　

 
（73

）×（16

）　091

四
四
次
一
四
九

　

文
字
は
左
右
が
削
ら
れ
、
中
央
部
が
残
る
。

◎
第
二
〇
五
号
木
簡

〔
人
カ
〕

（46

）×（17

）　091

四
四
次
一
五
〇

□
◎
第
二
〇
六
号
木
簡

　

   　

 

（42

）×（7

）×3　

081

柾
目　

四
四
次
一
五
一

　

上
下
両
端
折
れ
。
左
右
両
辺
割
れ
。

◎
第
二
〇
七
号
木
簡

□
□

（28

）×（11

）　091

四
四
次
一
五
二

◎
第
二
〇
八
号
木
簡

〔
大
伴
マ
カ
〕

（21

）×（17

）　091

四
四
次
一
五
三

□
□
□

　

文
字
が
左
半
分
が
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
二
〇
九
号
木
簡

□

（19

）×（17

）　091

四
四
次
一
五
四

　

上
端
は
原
形
を
と
ど
め
る
。

◎
第
二
一
〇
号
木
簡

□　

□

（32

）×（10

）　091

四
四
次
一
五
五

◎
第
二
一
一
号
木
簡

　

   　

 

（23

）×（6

）　091

四
四
次
一
五
六

　

上
端
は
原
形
を
と
ど
め
る
。

◎
第
二
一
二
号
木
簡

　

   　
 

（44

）×（8

）　091

四
四
次
一
五
七
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◎
第
二
一
三
号
木
簡

□

（32

）×（11

）　091

四
四
次
一
五
八

　

 　
 

◎
第
二
一
四
号
木
簡

□

（26

）×（15

）　091

四
四
次
一
五
九

　

文
字
の
左
半
分
は
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
二
一
五
～
二
一
六
号
木
簡

　

木
目
や
木
質
、
筆
致
な
ど
か
ら
み
て
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。

〈
第
二
一
五
号
〉

五
十
□

（31

）×（11

）　091

四
四
次
一
六
〇

〈
第
二
一
六
号
〉

三

（19

）×（6
）　091

四
四
次
一
六
三

〈
第
二
一
七
号
〉

五
□
□

（34

）×（11

）　091

四
四
次
一
六
四

　

二
字
目
以
下
は
右
側
の
大
部
分
が
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
二
一
八
号
木
簡

〔
何
カ
〕

（30

）×（20

）　091

四
四
次
一
六
一

宗
□

　

人
名
の
「
宗
何
」と
推
測
さ
れ
る
文
字
が
み
え
る
削
屑
。
二
字
目
は
大
き
く
欠

損
す
る
。
同
氏
に
つ
い
て
は
第
九
三
号
を
参
照（
二
四
頁
）。

◎
第
二
一
九
号
木
簡

〔
理
カ
〕

（38

）×（15

）　091

四
四
次
一
六
二

□
郡

　

郡
名
を
記
す
木
簡
の
削
屑
。「
郡
」は
筆
が
速
く
、
字
画
が
崩
れ
気
味
。
上
は
偏

の
終
筆
が
右
上
に
跳
ね
上
が
り
、
旁
の
終
筆
が
横
に
長
く
延
び
る
文
字
で
、
陸
奥

国
の
郡
で
み
る
と
曰
理
郡
の
「
理
」が
妥
当
。
上
の
字
画
も
矛
盾
し
な
い
。

◎
第
二
二
〇
号
木
簡

　

 　

 

（44

）×（11

）　091

四
四
次
一
六
五

◎
第
二
二
一
号
木
簡

□

（25

）×（6

）　091

四
四
次
一
六
六

◎
第
二
二
二
号
木
簡

〔
長
カ
〕

（28

）×（11

）　091

四
四
次
一
六
七

□
□
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◎
第
二
二
三
号
木
簡

□

（24

）×（9

）　091

四
四
次
一
六
八

　

文
字
は
右
下
が
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
二
二
四
号
木
簡

　

   　

 

（40

）×（7

）　091

四
四
次
一
六
九

◎
第
二
二
五
号
木
簡

□
□

（16

）×（14

）　091

四
四
次
一
七
〇

◎
第
二
二
六
号
木
簡

〔
伴
マ
カ
〕

（20

）×（9

）　091

四
四
次
一
七
一

□
□

　

人
名
を
記
載
し
た
木
簡
の
削
屑
。
残
画
は
「
伴
」の
旁
と
「
マ
」の
字
画
で
矛
盾

し
な
い
。
第
八
二
号（
二
二
頁
）と
の
共
伴
か
ら
大
伴
部
と
み
ら
れ
る
。

◎
第
二
二
七
号
木
簡

□

（18

）×（8

）　091

四
四
次
一
七
二

□
◎
第
二
二
八
号
木
簡

□

（19

）×（6

）　091

四
四
次
一
七
三

◎
第
二
二
九
号
木
簡

〔
君
子
カ
〕

（53

）×（12

）　091

四
四
次
一
七
四

□
□
部
□

　

人
名
を
記
載
し
た
木
簡
の
削
屑
。「
部
」の
旁
以
外
は
墨
痕
の
み
だ
が
、
上
は
君

子
の
残
画
で
矛
盾
し
な
い
。
同
氏
に
つ
い
て
は
第
八
〇
号
を
参
照（
二
二
頁
）。

◎
第
二
三
〇
号
木
簡

□

（37

）×（7

）　091

四
四
次
一
七
五

　
「
足
」や
「
長
」な
ど
の
残
画
か
。

◎
第
二
三
一
号
木
簡

□

（22

）×（13

）　091

四
四
次
一
七
六

◎
第
二
三
二
号
木
簡

　

   　

 

（16

）×（10

）　091

四
四
次
一
七
七

◎
第
二
三
三
号
木
簡

〔
具
カ
〕

（36

）×（13

）　091

四
四
次
一
七
八

□
□

　

上
の
字
は
数
字
か
。「
具
」は
道
具
や
武
具
、
衣
類
、
調
度
品
や
乗
用
具
な
ど
の

単
位
に
も
使
わ
れ
る
。兵
士
の
戎
具
を
定
め
た
養
老
軍
防
令
7
備
戎
具
条
で
は
鍬
、

剉
錐
、
斧
、
鑿
、
鉗
、
火
鑚
、
手
鋸
な
ど
の
道
具
、
胡
籙
や
脛
巾
な
ど
の
武
具
・
衣

類
に
み
え
る
。
鞍
や
鐙
、
一
揃
い
の
征
箭
に
も
使
わ
れ
、
弩
の
例
も
あ
る
（
註
1
）。



－　　－47 －　　－46

調
度
品
や
乗
用
具
で
は
斗
帳
や
輿
な
ど
（
註
2
）、
多
賀
城
の
漆
紙
文
書
で
も
机（

）

の
用
例
が
あ
る
（『
多
賀
城
漆
紙
文
書
』第
二
五
号
、『
年
報
一
九
九
一
』第
六
〇
次
二
号
）。

	

註
1　

鞍
・
鐙（『
延
喜
式
』巻
四
八
左
右
馬
寮
式　

造
走
馬
鞍
一
具
料
条
な
ど
）。
征
箭（『
同
』

巻
二
八
兵
部
省
式　

諸
国
器
杖
条
、『
同
』巻
四
九
兵
庫
寮
式　

御
弓
条
な
ど
）。
弩（『
日

本
三
代
実
録
』元
慶
五
年（
八
八
一
）四
月
廿
五
日
壬
寅
条
）。

	

註
2　
『
延
喜
式
』巻
一
七
内
匠
寮
式　

御
帳
・
御
輿
条
な
ど
。

◎
第
二
三
四
号
木
簡

□
□
□
□

（61

）×（11

）　091

四
四
次
一
七
九

　

左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
文
字
は
右
側
が
大
き
く
欠
損
す
る
。
三
字
目
は
人

偏
で
「
仲
」や
「
使
」な
ど
の
文
字
か
。

◎
第
二
三
五
号
木
簡

　

 　

 
（20

）×（6

）　091

四
四
次
一
八
〇

◎
第
二
三
六
号
木
簡

〔
部
カ
〕

（21

）×（13
）　091

四
四
次
一
八
一

□
□

◎
第
二
三
七
号
木
簡

□
□

（24

）×（11

）　091

四
四
次
一
八
二

　

 　

 

　

二
行
目
は
左
側
の
大
部
分
が
欠
損
。

◎
第
二
三
八
号
木
簡

□

（28

）×（12

）　091

四
四
次
一
八
三

◎
第
二
三
九
～
二
四
五
号
木
簡

　

木
目
や
木
質
、
筆
致
な
ど
か
ら
み
て
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。

〈
第
二
三
九
号
〉

□
□
□

（46

）×（23

）　091

四
四
次
一
八
四

〈
第
二
四
〇
号
〉

□

（38

）×（16

）　091

四
四
次
一
八
五

〈
第
二
四
一
号
〉

□

（35

）×（29

）　091

四
四
次
一
八
六

〈
第
二
四
二
号
〉

ヽ
□
□
□

（56

）×（17

）　091

四
四
次
一
八
七

〈
第
二
四
三
号
〉

□

（31

）×（13

）　091

四
四
次
一
九
四

〈
第
二
四
四
号
〉

□　

□

（55

）×（30

）　091

四
四
次
二
〇
四
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〈
第
二
四
五
号
〉

□
□

（56

）×（17

）　091

四
四
次
二
一
七

◎
第
二
四
六
号
木
簡

□
□

（17

）×（3

）　091

四
四
次
一
八
八

◎
第
二
四
七
号
木
簡

□
□　
□

（36

）×（9

）　091

四
四
次
一
八
九

◎
第
二
四
八
号
木
簡

　

 　

 

（25

）×（5

）　091

四
四
次
一
九
〇

◎
第
二
四
九
号
木
簡

〔
郷
カ
〕

（27

）×（14

）　091

四
四
次
一
九
一

□
□

◎
第
二
五
〇
号
木
簡

□　
□

（47

）×（8
）　091

四
四
次
一
九
二

◎
第
二
五
一
号
木
簡

□
□
□
□
□

（54

）×（8

）　091

四
四
次
一
九
三

◎
第
二
五
二
・
二
五
三
号
木
簡

　

木
目
や
木
質
、
筆
致
な
ど
か
ら
み
て
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
削

屑
。
左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
上
下
関
係
は
不
詳
。

〈
第
二
五
二
号
〉

□
□

（17

）×（10

）　091

四
四
次
一
九
五

〈
第
二
五
三
号
〉

□
□

（15

）×（12

）　091

四
四
次
二
一
二

◎
第
二
五
四
号
木
簡

　

 　

 

（17

）×（12

）　091

四
四
次
一
九
六

◎
第
二
五
五
号
木
簡

□

（19

）×（9

）　091

四
四
次
一
九
七

◎
第
二
五
六
号
木
簡

　

 　

 

（19

）×（8

）　091

四
四
次
一
九
八

◎
第
二
五
七
号
木
簡

□

（11

）×（6

）　091

四
四
次
一
九
九

◎
第
二
五
八
号
木
簡

　

   　

 

（23

）×（10

）　091

四
四
次
二
〇
〇
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◎
第
二
五
九
号
木
簡

□

（25

）×（5

）　091

四
四
次
二
〇
一

◎
第
二
六
〇
号
木
簡

□
□ 　

 　

 

（36

）×（10

）　091

四
四
次
二
〇
二

◎
第
二
六
一
号
木
簡

□

（41

）×（15

）　091

四
四
次
二
〇
三

◎
第
二
六
二
号
木
簡

□

（15

）×（9

）　091

四
四
次
二
〇
五

◎
第
二
六
三
号
木
簡

　

 　

 
（16

）×（5

）　091

四
四
次
二
〇
六

◎
第
二
六
四
号
木
簡

□

（18

）×（5
）　091

四
四
次
二
〇
七

◎
第
二
六
五
号
木
簡

□

（9

）×（10

）　091

四
四
次
二
〇
八

◎
第
二
六
六
号
木
簡

□

（13

）×（9

）　091

四
四
次
二
〇
九

◎
第
二
六
七
号
木
簡

□

（27

）×（8

）　091

四
四
次
二
一
〇

◎
第
二
六
八
号
木
簡

□

（14

）×（13

）　091

四
四
次
二
一
一

◎
第
二
六
九
号
木
簡

□

（9

）×（6

）　091

四
四
次
二
一
三

◎
第
二
七
〇
号
木
簡

　

   　

 

（30

）×（9

）　091

四
四
次
二
一
四

◎
第
二
七
一
号
木
簡

□
□

（28

）×（13

）　091

四
四
次
二
一
五

◎
第
二
七
二
号
木
簡

□

（23

）×（9

）　091

四
四
次
二
一
六

◎
第
二
七
三
号
木
簡

『
□
』　
　

   　

 

（91

）×3

×3　

065

四
四
次
二
二
〇

　

木
簡
を
二
次
的
に
縦
に
割
り
、
右
辺
か
ら
削
っ
て
下
端
を
尖
ら
し
た
用
途
未
詳
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の
製
品
。
上
端
折
れ
。
右
辺
上
半
と
左
辺
は
二
次
的
割
り
。
墨
は
僅
か
に
残
る
の

み
で
、
異
筆
は
薄
い
。

◎
第
二
七
四
号
木
簡

〔
大
カ
〕

　

   　

 　
　
『
□
』

135

×（5

）×6　

065

四
四
次
二
二
一

　

角
棒
状
に
二
次
加
工
さ
れ
て
い
る
。
二
次
的
に
上
下
両
端
と
右
辺
は
削
り
、
左

辺
は
割
り
の
ま
ま
か
。
二
次
加
工
前
の
木
簡
の
内
容
は
不
明
。
異
筆
は
墨
が
薄
い
。

◎
第
二
七
五
号
木
簡

・
□
□ 　

 　

  

□ 　

 　

 

（151

）×16

×5　

081

四
四
次
二
二
三

・
□
□
□ 　
　

 　
　

 

　

上
端
折
れ
。
下
端
と
左
右
両
辺
削
り
。

　
　

Ｓ
Ｄ
一
四
一
三
Ａ
暗
渠
跡
堆
積
土
出
土
木
簡（
木
簡
図
版
9
～
13
）

◎
第
二
七
六
号
木
簡

・　
『
丈
』

丈
部
大
麻
呂

　
『
丈
』

年
廿
九
左
頬
黒
子

 

陽
日
郷
川
合
里
『　

取

 

鳥　

丈
部
丈
部
』

・『 

鳥 

取 

部 

丈

（
註
1
）

（209

）×（20

）×7　

015

柾
目　

四
四
次
二
九

 

鳥 

鳥 

鳥 

鳥 

鳥 

鳥 

鳥 

取 

部 

丈 

部 

鳥

　

丈
丈　
　

 

鳥�

』

　

〇
一
五
型
式
の
木
簡
と
し
て
の
使
用
後
に
余
白
と
裏
面
に
習
書
を
し
、
さ
ら
に

二
次
的
に
加
工
し
た
木
簡
（
註
2
）。
上
下
両
端
折
れ
。
上
端
は
両
側
面
か
ら
穿
っ

た
孔
の
部
分
で
折
れ
る
。
穿
穴
は
左
右
で
若
干
ず
れ
る
。
焦
げ
た
痕
跡
は
な
い
。

左
右
両
辺
は
二
次
的
に
左
辺
上
半
が
削
り
、
下
半
は
下
端
中
央
に
向
け
て
割
っ
た

ま
ま
の
状
態
。
右
辺
は
割
り
の
後
に
上
端
付
近
の
表
面
寄
り
を
少
し
削
る
。
一
次

文
書
が
中
央
に
大
き
く
残
る
点
か
ら
二
次
加
工
は
僅
か
と
み
ら
れ
る
。
両
辺
の
大

半
は
割
り
の
ま
ま
未
調
整
で
、
形
状
も
非
対
称
。
未
製
品
状
態
で
の
廃
棄
か
。

　

一
次
文
書
は
丈
部
大
万
呂
の
情
報
を
記
す
個
人
簡
で
あ
る
。
姓
名
と
そ
の
下
に

割
註
で
年
令
と
身
体
の
特
徴
を
右
側
、
本
貫
を
左
側
に
記
す
。
裏
面
は
未
使
用
。

型
式
と
合
わ
せ
て
考
選
木
簡
の
よ
う
に
他
の
個
人
簡
と
紐
を
通
し
て
連
ね
て
使
用

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
形
態
か
ら
紙
の
歴
名
文
書
の
作
成
も
想
定
さ
れ
る
（
佐
藤

一
九
八
四
）。
た
だ
し
、
身
体
註
記
が
あ
る
点
で
考
選
木
簡
と
は
内
容
が
異
な
り
、

用
途
は
別
と
考
え
ら
れ
る
。
籍
帳
（
第
二
八
二
号
）や
軍
制
上（
第
二
七
七
～
二
七
九
号
）

の
木
簡
と
の
共
伴
か
ら
、
そ
れ
ら
の
管
理
や
帳
簿
作
成
で
の
使
用
が
推
測
さ
れ

る
。
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
第
二
七
七
号
が
兵
士
数
を
記
す
こ
と
か
ら
す
る
と
後

者
の
可
能
性
が
高
い
（
註
3
）。

　

な
お
、
一
次
文
書
は
本
貫
地
の
記
載
か
ら
み
て
郷
里
制
下
の
文
書
。
陽
日
郷
は

『
和
名
類
聚
抄
』や
『
日
本
紀
略
』に
み
え
る
陽
日
駅
、
陽
日
温
泉
神
の
記
載（
高
山

寺
本『
和
名
類
聚
抄
』巻
十
道
路
具　

第
一
四
三
。『
日
本
紀
略
』寛
平
九
年（
八
九
七
）九
月
七

日
己
卯
条
）か
ら
安
積
郡
に
所
属
す
る
郷
と
み
ら
れ
る
。

　

習
書
は
一
次
文
書
と
同
じ
筆
跡
で
（
註
4
）、
丈
部
と
鳥
取
部
の
姓
を
習
書
す
る
。

筆
跡
と
文
字
が
後
掲
の
第
二
七
七
号
の
習
書
と
類
似
す
る
。
材
や
一
次
文
書
の
内

容
は
異
な
る
が
、同
筆
の
可
能
性
が
高
い
（
註
5
）。
丈
部
は
陸
奥
国
で
も
多
い
氏
族
。

鳥
取
部
は
史
料
上
は
陸
奥
国
に
み
え
な
い
が
、
第
六
・
三
七
〇
号
に
白
河
団
や
安

積
団
会
津
郡
の
兵
士
が
み
え
、
南
面
の
市
川
橋
遺
跡
第
一
二
〇
号
木
簡
で
も
兵
士
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と
し
て
安
積
郡
在
住
の
矢
田
部
と
一
緒
に
記
さ
れ
る
（
三
四
頁
参
照
）。
福
島
県
中
通

り
・
会
津
地
方
に
分
布
す
る
氏
族
。
一
次
文
書
の
丈
部
大
万
呂
の
本
貫
も
安
積
郡

で
あ
る
。

	

註
1　

型
式
は
二
次
加
工
を
踏
ま
え
れ
ば
〇
六
五
、
ま
た
は
〇
八
一
と
す
べ
き
だ
が
、
こ
こ
で

は
元
の
木
簡
の
機
能
を
重
視
し
て
〇
一
五
と
し
た
。

	

註
2　
『
年
報
一
九
八
三
』第
四
一
図
で
は
右
側
面
に
習
書『
取
』の
旁
を
示
し
た
が
、
再
観
察
の

結
果
、
二
次
的
な
割
り
の
際
に
生
じ
た
段
と
木
の
繊
維
の
露
出
に
よ
る
凹
凸
と
み
ら
れ
る
。

左
辺
上
半
の
「
部
」と
『
丈
』、
右
辺
上
半
の
『
丈
』や
「
麻
」な
ど
の
他
の
文
字
で
も
墨
は
側

面
に
及
ば
な
い
。
年
報
の
図
を
訂
正
し
、
記
載
と
二
次
加
工
の
関
係
は
本
文
の
よ
う
に
み

た
。

	

註
3　

用
途
を
考
え
る
う
え
で
は
身
体
・
本
貫
註
記
、
第
二
七
七
号
と
の
関
係
が
注
意
さ
れ
る
。

身
体
註
記
は
個
人
の
特
定
に
有
益
な
記
載
で
徴
税
・
徴
発
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
そ

の
記
載
か
ら
本
簡
と
他
の
同
種
の
木
簡
を
連
ね
た
文
書
は
負
担
を
課
し
た
人
の
帳
簿
と
み

ら
れ
る
。
ま
た
、
本
貫
註
記
に
注
目
す
る
と
郷
の
枠
を
越
え
る
負
担
者
の
列
記
が
考
え
ら

れ
、
籍
帳
に
記
載
さ
れ
た
人
の
一
部
、
特
定
の
人
に
課
せ
ら
れ
た
負
担
と
み
ら
れ
る
。
そ

の
場
合
、
物
的
な
負
担
よ
り
は
丈
部
大
万
呂
の
性
別
・
年
令
か
ら
み
る
と
兵
役
や
臨
時
的

な
力
役
へ
の
差
発
が
推
測
さ
れ
る
。
特
に
本
簡
と
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
第
二
七
七
号
の

前
筆
が
兵
士
数
を
記
す
点
か
ら
す
れ
ば
兵
役
の
可
能
性
が
強
い
。
な
お
、
本
簡
と
第

二
七
七
号
の
習
書
の
鳥
取
部
は
本
文
で
記
す
と
お
り
福
島
県
中
通
り
・
会
津
地
方
の
兵
士

と
し
て
散
見
す
る
。
大
麻
呂
の
本
貫
も
安
積
郡
で
あ
る
。

	

註
4　

習
書
に
は
簡
略
化
も
み
ら
れ
る
が
、
丈
・
部
で
比
べ
る
と
丈
は
三
画
目
に
特
徴
が
あ
る
。

筆
が
左
か
ら
右
に
横
に
入
り
、
少
し
引
い
て
か
ら
右
斜
め
下
に
降
ろ
し
て
、
上
が
り
加
減

で
右
に
払
う
。
表
の
丈
す
べ
て
に
共
通
す
る
特
徴
で
、
裏
で
も
下
か
ら
三
字
目
が
同
様
。

部
は
一
画
目
が
横
引
き
、
三
・
四
画
目
が
横
方
向
に
入
っ
て
┌
状
の
運
筆
、
五
画
目
が
左
か

ら
長
い
特
徴
が
共
通
す
る
。

	

註
5　

表
の
下
か
ら
三
字
目
の
『
部
』と
第
二
七
七
号
の
『
部
』、
裏
の
一
字
目
の
『
鳥
』と
第

二
七
七
号
の
二
・
三
字
目
の
『
鳥
』な
ど
が
よ
く
似
て
い
る
。

◎
第
二
七
七
号
木
簡

・
×
人　

兵
士
五
百
七
十

89

×17

×6　

065

柾
目　

四
四
次
三
〇

・『
鳥
鳥
鳥
丈
部
』

　

使
用
後
に
二
次
加
工
さ
れ
て
い
る
。
上
下
両
端
二
次
的
削
り
。
表
裏
両
面
か
ら

削
っ
て
山
形
の
断
面
形
を
な
す
。右
辺
二
次
的
削
り
。左
辺
は
原
形
を
残
す
削
り
か
。

二
次
加
工
に
よ
る
用
途
は
未
詳
。
さ
ら
に
最
終
的
に
上
下
両
端
か
ら
割
り
が
入
る
。

　

表
は
兵
士
数
な
ど
を
記
す
文
書
。
裏
は
異
筆
の
習
書
で
筆
跡
と
文
字
が
前
掲
第

二
七
六
号
と
類
似
し
、
同
筆
の
可
能
性
が
高
い
。『
鳥
』は
鳥
取
部
の
『
鳥
』か
。

◎
第
二
七
八
号
木
簡

　

健
児
が
み
え
る
小
さ
い
削
屑
。
木
目
に
沿
っ
た
薄
い
異
筆
が
あ
り
、「
健
児
替

□
」は
濃
い
墨
で
木
目
に
対
し
て
斜
め
に
小
さ
く
記
さ
れ
る
（
一
字
七
㎜
前
後
）。
そ

の
あ
り
方
と
「
替
」の
語
意
か
ら
異
筆
部
分
に
関
す
る
異
動
の
追
記
と
み
ら
れ
る
。

　

健
児
は
神
亀
二
年（
七
二
五
）
近
江
国
志
何
郡
計
帳
の
大
友
但
波
史
族
吉
備
麻
呂

の
註
記
を
初
見
と
す
る
が
、
天
平
四
年
（
七
三
二
）
の
節
度
使
に
よ
る
軍
備
増
強
策

の
一
環
と
し
て
拡
大
整
備
さ
れ
（
北
一
九
八
四
）、
陸
奥
国
で
は
翌
五
年
に
兵
士

三
百
人
を
充
て
て
い
る
（
註
1
）。
こ
の
健
児
は
同
十
年（
七
三
八
）
の
東
海
・
東
山
・

山
陰
・
山
陽
・
西
海
道
諸
国
の
健
児
の
停
止
で
廃
さ
れ
、
そ
の
後
、
延
暦
十
一
年

（
七
九
二
）
の
全
国
的
な
設
置
で
は
陸
奥
国
は
対
象
外
と
さ
れ
た
が
、
大
同
五
年

（
八
一
〇
）ま
で
に
は
復
置
さ
れ
た
（
註
2
）。
本
簡
の
健
児
は
郷
里
制
下
の
第
二
七
六

健
児
替
□

（34

）×（29

）　091

四
四
次
三
一

『　

 　
　

 

□
』

   『
□　
　
□
』
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号
と
の
共
伴
か
ら
天
平
期
の
健
児
で
、
天
平
五
年
の
史
料
と
直
接
関
わ
る
可
能
性

が
あ
る
（『
青
森
県
史
』）。

	

註
1　
『
大
日
本
古
文
書
』編
年
之
一　

三
三
一
～
三
三
二
頁
。『
類
聚
三
代
格
』巻
一
八
大
同
五

年
五
月
十
一
日
太
政
官
符
。

	

註
2　
『
続
日
本
紀
』天
平
十
年
五
月
庚
午
条
。『
類
聚
三
代
格
』巻
一
八
延
暦
十
一
年
六
月
十
四

日
太
政
官
符
、
及
び
註
1
太
政
官
符
。
な
お
、
復
置
の
時
期
は
大
同
元
年（
八
〇
六
）頃
と

み
ら
れ
て
い
る
（
鈴
木
一
九
九
八
）。

◎
第
二
七
九
号
木
簡

〔
三
カ
〕

『
□
廿
□
』

（22

）×（18

）　091

四
四
次
三
二

　

尫
弱
替

　

大
き
さ
二
〇
㎜
程
の
削
屑
。「
尫
弱
替
」は
薄
い
異
筆
の
左
脇
に
濃
く
細
い
筆
で

小
さ
く
記
さ
れ
て
お
り
（
一
字
八
㎜
前
後
）、「
替
」の
語
意
と
合
わ
せ
て
異
筆
部
分
に

関
す
る
異
動
の
追
記
と
み
ら
れ
る
。「
尫
弱
」は
養
老
軍
防
令
37
兵
衛
考
満
条
や
延

喜
兵
部
省
式
衛
士
相
替
条
に
あ
る
語
句
で
身
体
の
弱
い
者
を
指
し
、
兵
制
に
関
わ

る
異
動
が
考
え
ら
れ
る
。
異
筆
は
年
令
と
推
測
さ
れ
、
一
字
目
は
『
年
』の
残
画
か
。

◎
第
二
八
〇
・
二
八
一
号
木
簡

　

木
目
や
木
質
、
筆
致
か
ら
み
て
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。
第
二
八
〇
号
は

丈
部
の
氏
名
の
連
記
が
推
定
さ
れ
る
。
第
二
八
一
号
は
そ
の
左
下
に
位
置
す
る
か
。

〈
第
二
八
〇
号
〉

丈
部

□

（27

）×（14

）　091

四
四
次
三
三
ａ

〔
丈
カ
〕

〈
第
二
八
一
号
〉

部
□

（18

）×（14

）　091

四
四
次
三
三
ｂ

◎
第
二
八
二
号
木
簡

緑
子
□

（34

）×（20

）　091

四
四
次
三
四

□
□

〔
廃
カ
〕

　

年
令
区
分
や
障
害
・
病
疾
の
程
度
を
示
す
記
載
の
あ
る
木
簡
の
削
屑
。
三
歳
以

下
の
子
供
を
大
宝
令
で
は
緑
と
称
し
、
養
老
戸
令
6
三
歳
以
下
条
で
は
黄
と
定
め

る
。
緑
子
、
緑
児
は
男
子
で
、
緑
子
の
用
例
は
養
老
五
年
（
七
二
一
）
籍
以
前
に
は

み
え
な
い
（
平
川
一
九
九
三
）。
二
行
目
の
上
の
字
は
「
廃
」の
残
画
。
下
は
僅
か
な

墨
痕
だ
が
、
上
の
字
と
緑
子
の
語
句
か
ら
類
推
し
て
「
疾
」の
墨
痕
と
み
る
の
が
自

然
。
養
老
戸
令
7
目
盲
条
で
は
障
害
・
病
疾
を
持
つ
者
を
程
度
に
応
じ
て
軽
い
順

に
残
疾
、
廃
疾
、
篤
疾
の
三
段
階
に
区
分
す
る
。
廃
疾
は
そ
の
二
番
目
。

◎
第
二
八
三
号
木
簡

丈

（14

）×（5

）　091

四
四
次
三
五

　

人
名
の
丈
部
の
一
部
か
。

◎
第
二
八
四
号
木
簡

〔
マ
カ
〕

□
□

（105

）×（23

）　091

四
四
次
三
八

丈
部
立
万
呂
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人
名
を
連
記
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
木
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。

◎
第
二
八
五
号
木
簡

□
郷
大
□
×

（78

）×（12

）　091

四
四
次
三
九

　

郷
里
名
が
記
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
木
簡
の
削
屑
。
一
字
目
の
残
画
は
之

繞
。
陸
奥
国
で
二
字
目
が
之
繞
の
郷
名
は
信
夫
郡
伊
達
郷
、
菊
多
郡
河
辺
郷
、
石

城
郡
玉
造
郷
、
玉
造
郡
玉
造
郷
が
あ
る
。

◎
第
二
八
六
号
木
簡

〔
小
カ
〕

（29

）×（6

）×（4

）　081

柾
目　

四
四
次
四
〇

□
川
郷
□

　

郷
名
を
記
す
木
簡
の
断
簡
。
上
下
両
端
折
れ
。
左
右
両
辺
割
れ
。
裏
は
斜
め
に

割
れ
た
面
で
原
形
は
不
詳
。
小
川
郷
は
陸
奥
国
で
は
安
積
郡
に
み
え
る
。
ま
た『
和

名
類
聚
抄
』に
記
載
は
な
い
が
、
多
賀
城
跡
南
面
の
市
川
橋
遺
跡
第
五
三
号
木
簡

に
「
伊
具
郡
小
川
里
公
□
□
」と
記
す
荷
札
が
あ
り
（
註
1
）、
伊
具
郡
に
も
存
在
が

確
認
さ
れ
る
。
第
二
七
六
号
と
の
共
伴
か
ら
安
積
郡
小
川
郷
の
可
能
性
が
高
い
か
。

	

註
1　

多
賀
城
市
教
委
二
〇
〇
五
。「
公
」の
下
の
文
字
は「
廨
」の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

◎
第
二
八
七
号
木
簡

〔
里
カ
〕

（36

）×（11

）　091

四
四
次
四
一

□

　

行
政
単
位
の
里
か
。

◎
第
二
八
八
号
木
簡

〔
里
カ
〕

（55

）×（3

）×6　

081

柾
目　

四
四
次
四
二

□

　

上
下
両
端
折
れ
。
左
右
両
辺
割
れ
。
行
政
単
位
の
里
か
。

◎
第
二
八
九
号
木
簡

□
目
□

（22

）×（24

）　091

四
四
次
四
三

◎
第
二
九
〇
・
二
九
一
号
木
簡

　

木
質
・
筆
致
な
ど
か
ら
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。
筆
致
は
異
な
る
が
、
第

二
九
二
～
二
九
四
号
と
木
質
が
似
て
お
り
、
共
通
す
る
文
字
も
あ
る
。
そ
れ
ら
と

同
じ
木
材
納
入
関
係
の
実
務
で
使
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
第
二
九
〇
号
の

「
×
長
」は
納
入
に
関
わ
る
職
名
、
第
二
九
一
号
の
一
行
目
の
「
□
」は
数
字
が
類

推
さ
れ
る
。

〈
第
二
九
〇
号
〉

〔
伴
マ
カ
〕

（109

）×（25

）　091

四
四
次
三
六

×
長
大
□
□
金
万
呂

〈
第
二
九
一
号
〉

遺
□

（64

）×（16

）　091

四
四
次
三
七

 

□

◎
第
二
九
二
号
木
簡

〔
廿
村
合
カ
〕　　
　

 

〔
村
カ
〕

□
□
□
□　

   　

 

□
遺
百
五
十

（132

）×（12

）　091

四
四
次
四
四
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後
続
の
第
二
九
三
号
と
同
じ
木
材
納
入
に
関
わ
る
木
簡
の
削
屑
。
左
辺
は
原
形

を
と
ど
め
る
。
文
字
の
右
半
は
欠
損
す
る
が
、
第
二
九
三
号
か
ら
類
推
し
て
納
入

さ
れ
た
木
材
の
数
量
と
合
計
、
及
び
未
納
数
の
記
載
と
み
ら
れ
る
。

◎
第
二
九
三
・
二
九
四
号
木
簡

　

木
質
・
筆
致
な
ど
か
ら
み
て
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
木
簡
の
削
屑
。
第
二
九
三

号
に
み
え
る
「
村
」は
建
築
・
造
作
用
の
木
材
で
使
わ
れ
る
単
位
。
平
城
宮
・
京
、

長
岡
京
出
土
木
簡
等
に
例
が
あ
る
（
註
1
）。
前
旬
ま
で
の
木
材
の
納
入
数
と
未
納

数
が
記
さ
れ
て
お
り
、
帳
簿
様
の
木
簡
と
し
て
木
材
納
入
関
係
の
実
務
で
使
わ
れ

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
納
入
・
未
納
数
の
合
計
は
最
低
で
も
五
八
〇
村
。「
保
木
」

は
管
見
で
は
例
が
見
出
せ
な
い
。
語
義
か
ら
み
る
と
支
持
的
な
用
途
に
供
さ
れ
る

木
材
か
。
第
二
九
四
号
の
下
の
字
は
「
遺
」の
残
画
と
推
定
さ
れ
る
。

〈
第
二
九
三
号
〉

〔
保
カ
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〔
九
カ
〕

（173

）×（17

）　091

四
四
次
四
五
ａ

□
木
三
百
八
十
村
前
旬
遺
二
百
□　
　

 　
　

〈
第
二
九
四
号
〉

□
□

（64

）×（14
）　091

四
四
次
四
五
ｂ

	

註
1　
『
平
城
宮
木
簡
三
』二
八
七
八
。
平
城
京
跡
左
京
七
条
一
坊
一
六
坪
出
土
木
簡（『
木
簡
研

究
』第
一
七
号
一
九
頁
）。
長
岡
京
出
土
木
簡（『
木
簡
研
究
』第
二
四
号
二
五
頁
）。

◎
第
二
九
五
・
二
九
六
号
木
簡

　

木
目
と
木
質
、
筆
致
な
ど
か
ら
み
て
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。
第
二
九
五

号
で
は
上
に
日
付
、
ま
た
は
日
数
を
記
す
。
下
の
数
値
の
意
味
は
不
詳
。

〈
第
二
九
五
号
〉〔

百
カ
〕

（32

）×（21

）　091

四
四
次
四
七
ａ

廿
一
日
二
□

〈
第
二
九
六
号
〉

□

（27

）×（14

）　091

四
四
次
四
七
ｂ

◎
第
二
九
七
号
木
簡

□

横
材　
（34

）×（14

）　091

四
四
次
四
八

◎
第
二
九
八
号
木
簡

・
□
□
□

（60

）×（17

）×2　

081

柾
目　

四
四
次
四
六

・
□

　

上
端
折
り
。
下
端
折
れ
。
左
辺
削
り
。
右
辺
割
れ
。
表
裏
両
面
と
も
腐
食
が
激

し
い
。
表
面
一
字
目
は
舟
偏
。
裏
面
の
墨
は
極
め
て
薄
い
。

◎
第
二
九
九
号
木
簡

音
入
□

（35

）×（18

）　091

四
四
次
四
九

◎
第
三
〇
〇
号
木
簡

□
等
□

（34

）×（9

）　091

四
四
次
五
〇

〔百カ〕
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◎
第
三
〇
一
号
木
簡

女

（31

）×（16

）　091

四
四
次
五
一

◎
第
三
〇
二
号
木
簡

〔
万
カ
〕

（12

）×（8

）　091

四
四
次
五
二

□

　

他
に
「
成
」、「
城
」の
残
画
の
可
能
性
も
あ
る
。

◎
第
三
〇
三
号
木
簡

　

 　

（38

）×（12

）　091

四
四
次
二
二
五

　

下
端
と
左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。

◎
第
三
〇
四
号
木
簡

〔
万
カ
〕

（29

）×（7

）　091

四
四
次
二
二
六

□
呂

◎
第
三
〇
五
号
木
簡

□
□

（27

）×（17

）　091

四
四
次
二
二
七

　

上
の
字
は
右
上
が
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
三
〇
六
号
木
簡

　
　

 

□

（30

）×（11

）　091

四
四
次
二
二
八

□

◎
第
三
〇
七
号
木
簡

長

（18

）×（8

）　091

四
四
次
二
二
九

◎
第
三
〇
八
号
木
簡

□

（26

）×（10

）　091

四
四
次
二
三
〇

◎
第
三
〇
九
号
木
簡

□ 　

 　

（30

）×（10

）　091

四
四
次
二
三
一

　

一
字
目
は
上
部
に
僅
か
に
墨
が
残
る
。
二
字
目
以
下
は
左
半
が
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
三
一
〇
号
木
簡

□

（23

）×（7

）　091

四
四
次
二
三
二

◎
第
三
一
一
号
木
簡

□

（16

）×（7

）　091

四
四
次
二
三
三

◎
第
三
一
二
号
木
簡

□

（46

）×（24

）　091

四
四
次
二
三
四

　

文
字
の
上
半
は
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
三
一
三
号
木
簡

　

 　

（111

）×（17

）×2　

081

柾
目　

四
四
次
二
三
五
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◎
第
三
一
四
号
木
簡

〔
万
呂
カ
〕

（133

）×7

×5　

065

板
目　

四
四
次
二
三
六

□
□
□

　

人
名
が
記
さ
れ
た
木
簡
を
二
次
加
工
し
た
製
品
。
用
途
は
未
詳
。
上
端
折
れ
。

下
端
は
二
次
的
切
断
後
に
削
り
。
左
辺
は
二
次
的
削
り
で
上
に
向
け
て
幅
を
狭
め

る
。
右
辺
は
二
次
的
に
割
っ
た
ま
ま
の
状
態
。
そ
の
割
り
で
文
字
の
右
半
分
が
欠

損
。

◎
第
三
一
五
号
木
簡〔

ヽ
カ
〕〔
何
カ
〕

□
宗
□

『 　

   　

 

』□

（51

）×（19

）　091

四
四
次
二
三
七

□

　

人
名
を
記
す
木
簡
の
削
屑
。
二
行
目
は
左
半
が
欠
損
。
三
行
目
は
左
隅
に
僅
か

に
墨
が
あ
る
。
異
筆
部
分
は
墨
が
濃
い
。
一
行
目
は
第
九
三
号（
二
四
頁
）
の
「
ヽ

宗
何
」に
類
似
。
次
行
の
「
□
」も
合
点
の
可
能
性
が
あ
る
。
木
目
や
木
質
、「
何
」

の
筆
法
に
少
し
違
い
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
木
目
と
木
質
は
削
っ
た
場
所
や
厚
さ
に

よ
る
見
え
方
の
違
い
か
。
同
一
簡
、ま
た
は
同
じ
実
務
で
の
使
用
が
推
測
さ
れ
る
。

◎
第
三
一
六
号
木
簡

〔
丈
丈
マ
カ
〕

（44

）×（15

）　091

四
四
次
二
三
八

□
□
□
□

　

人
名
を
習
書
し
た
と
み
ら
れ
る
木
簡
の
削
屑
。
右
辺
は
一
部
原
形
を
と
ど
め

る
。
全
体
的
に
文
字
の
中
軸
部
分
が
残
り
、
右
側
は
削
ら
れ
、
左
側
は
欠
損
す
る
。

◎
第
三
一
七
号
木
簡

□
長

（13

）×（18

）　091

四
四
次
二
三
九

◎
第
三
一
八
号
木
簡

（
□

（35

）×（23

）　091

四
四
次
二
四
〇

◎
第
三
一
九
号
木
簡

□
□
□

（33

）×（15

）　091

四
四
次
二
四
一

□

　

右
行
二
字
目
の
偏
は
示
偏
か
。
他
の
文
字
は
大
き
く
欠
損
。

◎
第
三
二
〇
号
木
簡

〔
解
カ
〕

・　

   　

  

□
□
□
□
□『 　
　

 　
　

 

□
』」

〔
謹
カ
〕

（239

）×22

×7　

019

柾
目　

四
四
次
二
二
四

・
□
解
申
六
月
十
日
主
帳　
□　
□
□
□
」

　

解
文
の
断
簡
と
み
ら
れ
る
が
、腐
食
が
激
し
く
墨
の
残
り
も
不
良
。
上
端
折
れ
。

下
端
削
り
。
左
右
両
辺
削
り
。
表
は
解
の
内
容
部
分
と
み
ら
れ
る
が
、判
読
困
難
。

異
筆
は
天
地
を
逆
に
記
す
。
裏
は
書
止
め
文
言
、
日
付
、
職
名
な
ど
が
残
る
。
職

名
は
郡
司
か
軍
団
の
主
帳
。
所
属
の
郡
・
軍
団
は
不
明
。
そ
の
下
は
署
名
と
み
ら

れ
る
が
、字
配
り
が
や
や
不
自
然
。
三
・
四
字
目
に
は
「
丈
部
」の
可
能
性
が
あ
る
。

◎
第
三
二
一
号
木
簡

□
□

（20

）×（14

）　091

四
四
次
二
四
二
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◎
第
三
二
二
号
木
簡

□　
□
□　
（
□

（34

）×（15

）　091

四
四
次
二
四
三

◎
第
三
二
三
号
木
簡

（
□

（23

）×（13

）　091

四
四
次
二
四
四

　

文
字
は
手
偏
か
。

◎
第
三
二
四
号
木
簡

　

 　

（10

）×（15

）　091

四
四
次
二
四
五

◎
第
三
二
五
号
木
簡

〔
三
人
カ
〕

（24

）×（4

）　091

四
四
次
二
四
六

右
□
□
□

　

文
字
は
右
半
が
欠
損
。
四
㎜
程
の
小
さ
い
文
字
に
よ
る
註
記
的
な
文
言
。

◎
第
三
二
六
号
木
簡

〔
麻
カ
〕

（27

）×（12
）　091

四
四
次
二
四
七

×
部
□
□

　

人
名
を
記
す
木
簡
の
削
屑
で
「
部
」以
下
三
文
字
の
墨
が
残
る
。
二
・
三
字
目
は

欠
損
す
る
が
、
三
字
目
は
「
麻
」の
残
画
で
矛
盾
し
な
い
。

◎
第
三
二
七
号
木
簡

〔
呂
カ
〕

（24

）×（12

）　091

四
四
次
二
四
八

□
麻
□

　

人
名
を
記
す
木
簡
の
削
屑
。
欠
損
が
大
き
い
。
男
性
名
の
末
尾
が
判
読
可
能
。

◎
第
三
二
八
号
木
簡

□　
□

（30

）×（11

）　091

四
四
次
二
四
九

◎
第
三
二
九
号
木
簡

　

 　

（19

）×（20

）　091

四
四
次
二
五
〇

◎
第
三
三
〇
号
木
簡

□
□

（22

）×（13

）　091

四
四
次
二
五
一

　

文
字
は
右
半
分
が
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
三
三
一
・
三
三
二
号
木
簡

　

木
質
や
筆
致
か
ら
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。
と
も
に
二
筆
程
度
の
墨
が
残

る
。

〈
第
三
三
一
号
〉

　

 　

（37

）×（7

）　091

四
四
次
二
五
二

〈
第
三
三
二
号
〉

　

 　

（20

）×（7

）　091

四
四
次
二
五
三

◎
第
三
三
三
号
木
簡

□

（23

）×（8

）　091

四
四
次
二
五
四

◎
第
三
三
四
号
木
簡

□

（45

）×（9

）　091

四
四
次
二
五
五
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◎
第
三
三
五
号
木
簡

□
□
□

（45

）×（12

）　091

四
四
次
二
五
六

　

文
字
の
左
半
が
僅
か
に
残
る
。

◎
第
三
三
六
号
木
簡

□

（49

）×（15

）　091

四
四
次
二
五
七

　

文
字
の
左
側
が
大
き
く
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
三
三
七
号
木
簡

□
□

（31

）×（9

）　091

四
四
次
二
五
八

　

文
字
の
左
半
が
欠
損
。

◎
第
三
三
八
号
木
簡

　

   　

（23

）×（8

）　091
四
四
次
二
五
九

◎
第
三
三
九
号
木
簡

　

 　

（26

）×（6

）　091

四
四
次
二
六
〇

◎
第
三
四
〇
号
木
簡

　

   　

（30

）×（9

）　091

四
四
次
二
六
一

　

文
字
の
右
側
が
大
き
く
削
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
三
四
一
号
木
簡

□

（17

）×（9

）　091

四
四
次
二
六
二

◎
第
三
四
二
号
木
簡

□

（20

）×（8

）　091

四
四
次
二
六
三

◎
第
三
四
三
号
木
簡

□

（18

）×（8

）　091

四
四
次
二
六
四

◎
第
三
四
四
号
木
簡

□

（17

）×（7

）　091

四
四
次
二
六
五

◎
第
三
四
五
号
木
簡

□

（10

）×（6

）　091

四
四
次
二
六
六

◎
第
三
四
六
・
三
四
七
号
木
簡

　

木
目
と
木
質
な
ど
か
ら
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
削
屑
。
墨
が
濃
い

文
字
と
薄
く
て
太
い
筆
の
異
筆
が
あ
る
。
第
三
四
六
号
の
異
筆
は
金
偏
か
。

〈
第
三
四
六
号
〉

『
□
』□

（29

）×（9

）　091

四
四
次
二
六
七

〈
第
三
四
七
号
〉

『
□
』 　

 　

（21

）×（7

）　091

四
四
次
二
六
八
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◎
第
三
四
八
号
木
簡

□
□

（19

）×（7

）　091

四
四
次
二
六
九

　

下
の
字
は
「
名
」や
「
君
」、
君
偏
の
文
字
の
可
能
性
が
あ
る
。

◎
第
三
四
九
号
木
簡

□

（9

）×（8

）　091

四
四
次
二
七
〇

◎
第
三
五
〇
号
木
簡

□

（11

）×（16

）　091

四
四
次
二
七
一

　

文
字
右
側
の
墨
が
一
部
残
る
。

◎
第
三
五
一
号
木
簡

□

（11

）×（9

）　091

四
四
次
二
七
二

◎
第
三
五
二
号
木
簡

□

（8
）×（6
）　091

四
四
次
二
七
三

◎
第
三
五
三
号
木
簡

　

□

（13

）×（15

）　091

四
四
次
二
七
四

□
◎
第
三
五
四
号
木
簡

□　
□
□

（32

）×（8

）　091

四
四
次
二
七
五

◎
第
三
五
五
号
木
簡

□　
　

 　

（24

）×（4

）　091

四
四
次
二
七
六

◎
第
三
五
六
号
木
簡

□ 　

 　
　
□

（39

）×（7

）　091

四
四
次
二
七
七

　

文
字
右
側
の
墨
が
一
部
残
る
。

◎
第
三
五
七
・
三
五
八
号
木
簡

　

木
目
や
木
質
か
ら
み
て
同
一
簡
と
み
ら
れ
る
削
屑
。
と
も
に
僅
か
に
墨
が
残
る
。

〈
第
三
五
七
号
〉

□

（30

）×（8

）　091

四
四
次
二
七
八

〈
第
三
五
八
号
〉

□

（36

）×（17

）　091

四
四
次
二
七
九

□
◎
第
三
五
九
号
木
簡

□

（34

）×（3

）×5　

081

板
目　

四
四
次
二
八
〇

　

上
下
両
端
折
れ
。
左
右
両
辺
割
れ
。

◎
第
三
六
〇
号
木
簡

□

（30

）×（5

）　091

四
四
次
二
八
一
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◎
第
三
六
一
号
木
簡

□

（20

）×（5

）　091

四
四
次
二
八
二

【
第
四
七
次
調
査
】

　
　

Ｓ
Ｄ
一
五
一
一
溝
出
土
木
簡（
木
簡
図
版
14
～
19
）

◎
第
三
六
二
～
三
六
八
号
木
簡

　

こ
れ
ら
は
大
き
い
板
状
の
木
簡
（
一
次
木
簡
）
を
二
次
的
に
複
数
の
〇
三
二
型
式

に
加
工
し
た
付
札
。
い
ず
れ
も
切
り
込
み
の
あ
る
一
端
が
狭
い
形
状
を
と
る
。
法

量
は
第
三
六
七
号
が
少
し
長
い
が
概
ね
均
一
で
長
さ
約
一
四
〇
㎜
、
幅
約
三
四

㎜
、
厚
さ
約
一
四
㎜
（
註
1
）。
四
周
は
二
次
的
に
上
下
両
端
が
削
り
、
左
右
両
辺
が

割
っ
た
ま
ま
の
状
態
。
表
裏
両
面
と
も
腐
食
が
激
し
い
が
、
一
次
木
簡
の
文
字
が

削
ら
れ
ず
に
残
り
、
付
札
と
し
て
は
未
製
品
。
な
お
、
文
字
の
方
向
と
両
辺
の
切

り
込
み
の
位
置
に
は
統
一
性
が
な
く
、
二
次
加
工
は
一
次
木
簡
の
上
下
を
意
識
し

て
い
な
い
。

　

各
簡
は
接
合
し
な
い
が
、
先
の
鋭
い
工
具
で
引
い
た
横
刻
界
線
や
文
書
の
連
続

性
、
形
状
・
木
目
な
ど
か
ら
表
面
で
第
三
六
二
号
の
左
に
第
三
六
三
号
（
図
版
16
）、

下
に
第
三
六
五
号
が
近
接
す
る
（
今
泉
一
九
九
八
）（
註
2
）。
他
は
接
合
関
係
が
不
詳
。

同
一
材
と
は
断
定
で
き
ず
、
別
材
の
一
次
木
簡
が
複
数
あ
る
可
能
性
も
否
定
は
で

き
な
い
。

　

一
次
木
簡
は
上
番
し
た
兵
士
に
関
わ
る
帳
簿
様
木
簡
で
、
次
の
よ
う
な
記
載
を

一
つ
の
単
位
と
し
て
日
付
順
に
列
記
し
て
い
る
。

日
付

人
数　

番
長　

職
名　

某　
（
註
記
）

某　

数
量

某　

数
量

　

単
位
は
日
付
、
兵
士
の
数
、
所
属
長
名
を
記
す
首
部
的
な
記
載
、
個
別
に
兵
士

の
氏
名
・
数
量
を
書
く
内
訳
の
記
載
か
ら
な
る
。
以
下
、
前
者
を
首
部
、
後
者
を

内
訳
と
称
し
て
各
簡
の
釈
文
と
解
説
を
付
す
。
そ
れ
か
ら
特
に
一
項
を
設
け
て
一

次
木
簡
の
形
態
・
内
容
な
ど
に
つ
い
て
延
べ
る
。

	

註
1　

保
存
処
理
時
に
幅
を
中
心
に
収
縮
し
た
が
、
木
簡
図
版
14
・
16
で
は
保
存
処
理
後
に
撮

影
し
た
文
字
が
鮮
明
な
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
写
真
を
掲
載
し
た
。

	

註
2　

な
お
、
第
三
六
二
・
三
六
三
号
が
接
合
し
な
い
の
は
両
簡
の
割
り
離
し
後
に
上
端
を
狭

く
、
下
端
を
広
い
形
状
に
各
々
を
整
形
し
た
た
め
で
、
そ
の
加
工
が
現
状
各
簡
の
両
辺
を

な
す
。

〈
第
三
六
二
号
〉

・

服
部
意
美
麻
呂
□
×　

＜

�

〔
上

旬
カ
〕

十
月
□

□
×
×
□
×

〔
月
カ
〕

〔
旬
カ
〕　　
　
　
　

 

〔
長
大
毅
カ
〕

139

×32

×12　

032

板
目　

四
七
次
一

・

×
□

上
□
×　
　
　

×
□
□
□
□　

 　

×
＜

　

表
の
面
で
み
て
左
側
に
第
三
六
三
号
が
近
接
す
る
。
表
面
に
は
平
行
す
る
二
本

の
横
刻
界
線
、
一
行
目
に
内
訳
、
二
行
目
に
首
部
の
記
載
が
あ
る
。
界
線
は
や
や

左
上
が
り
で
間
隔
は
二
六
㎜
。
内
訳
は
下
、
首
部
は
上
の
界
線
か
ら
書
き
出
す
。

　

内
訳
は
某
（
人
名
）
と
数
量
の
一
字
目
が
残
る
。
服
部
は
陸
奥
・
出
羽
国
で
は
秋

田
城
跡
一
六
号
漆
紙
文
書
に
み
え
る
（『
秋
田
城
資
料
集
Ⅲ
』）。
首
部
は
下
の
文
字
ほ

ど
左
辺
に
切
ら
れ
て
第
三
六
三
号
に
続
く
。
本
簡
で
は
日
付
と
人
数
部
分
の
残
画

が
あ
り
、
日
付
は
月
と
十
日
単
位
の
旬
に
よ
る
記
載
が
判
読
で
き
る
。
下
の
「
□
」
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は
第
三
六
三
号
か
ら
み
て
「
人
」の
末
筆
。

　

裏
は
残
り
が
悪
い
が
、
や
や
左
下
が
り
の
横
刻
界
線
が
一
本
、
腐
食
部
を
挟
ん

で
首
部
が
確
認
可
能
。
腐
食
部
か
ら
上
は
日
付
で
、
界
線
を
跨
い
で
記
す
。
界
線

は
表
面
の
下
の
界
線
に
対
応
す
る
機
能
が
考
え
ら
れ
る
。
日
付
の
月
は
第
三
六
三

号
の
「
九
月
下
旬
」と
の
連
続
性
か
ら
み
て
十
月
以
降
。
腐
食
部
の
下
は
番
長
以

下
の
記
載
で
職
名
は
軍
団
の
大
毅
。「
毅
」は
主
に
左
側
下
部
が
残
る
。

〈
第
三
六
三
号
〉

・
＜

〔
八
日　

三
カ
〕

×
□
□
□
人
番
長
旅
×

物
部
真
事
百
五
十
×

〔
九
カ
〕

〔
足
カ
〕

・
＜
□
月
下
旬
一
人
番
長
火
長　
　

 　

 
□
□

〔
百
カ
〕　 

〔
束
カ
〕

140

×35

×15　

032

板
目　

四
七
次
二

□
×
×
□
×
×
□
□
□
□

　

表
の
面
で
み
て
第
三
六
二
号
が
右
側
、
第
三
六
五
号
が
下
に
近
接
す
る
。
表
は

第
三
六
二
号
か
ら
の
二
本
の
界
線
と
首
部
の
記
載
、
そ
れ
か
ら
内
訳
が
続
く
。

　

首
部
は
上
の
文
字
ほ
ど
右
辺
に
切
ら
れ
て
お
り
、
日
付
か
ら
職
名
ま
で
が
み
え

る
。「
番
長
」は
分
番
制
に
よ
る
勤
務
に
応
じ
た
番
別
の
責
任
者
。「
旅
×
」は
第

三
六
二
～
三
六
四
号
で
番
長
の
下
に
軍
団
の
大
毅
、
兵
士
十
人
を
統
べ
る
火
長
を

記
す
こ
と
か
ら
兵
士
百
人
を
統
べ
る
旅
帥
と
み
ら
れ
る
（
註
1
）。
軍
団
の
職
名
が

下
に
続
く
こ
れ
ら
の
「
番
長
」は
兵
士
の
分
番
勤
務
に
応
じ
た
番
別
の
責
任
者
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
内
訳
は
下
の
界
線
か
ら
書
き
出
す
。「
百
五
十
」の
数
字
の
下

に
は
第
三
六
五
号
で
「
束
」が
続
く
こ
と
か
ら
稲
の
数
量
と
判
断
さ
れ
る
。

　

裏
は
第
三
六
二
号
へ
続
く
界
線
一
本
と
記
載
を
二
行
確
認
で
き
る
。
一
行
目
は

首
部
の
日
付
か
ら
某（
人
名
）
ま
で
の
記
載
で
第
三
六
五
号
へ
続
く
。
某
は
判
読
で

き
な
い
。
二
行
目
は
内
訳
の
記
載
。
残
り
が
悪
い
が
「
百
」と
「
束
」の
間
の
残
画

は
「
五
十
」で
矛
盾
し
な
い
。
表
と
同
じ
の
数
量
が
推
定
さ
れ
る
。

	

註
1　

養
老
職
員
令
79
軍
団
条
、
軍
防
令
1
軍
団
大
毅
条
・
5
兵
士
為
火
条
。

〈
第
三
六
四
号
〉

×
一
人
番
長
火
長
物
部
荒　

 　

＜

140

×35

×15　

032

板
目　

四
七
次
三

□

　

や
や
左
上
が
り
の
横
刻
界
線
一
本
と
記
載
が
二
行
あ
る
。
一
行
目
は
首
部
の
人

数
か
ら
某
ま
で
の
記
載
。
二
行
目
は
主
体
が
左
辺
よ
り
左
側
で
内
容
は
不
明
。
ま

た
、
界
線
の
用
途
も
本
簡
で
は
不
明
。

〈
第
三
六
五
号
〉

・
□
×　

×
麻
呂

＜

束

□

〔
百
五
カ
〕

・

　

   　

 

□
□
十
×
＜

139

×36

×14　

032

板
目　

四
七
次
四

在
□

　

第
三
六
三
号
の
下
に
近
接
す
る
。
表
裏
両
面
と
も
横
刻
界
線
二
本
と
記
載
を
二

行
確
認
で
き
る
。
表
面
は
第
三
六
三
号
か
ら
続
く
首
部
と
内
訳
。
首
部
は
某（
人
名
）

の
部
分
で
旅
帥
の
氏
名
、
内
訳
は
数
量
の
単
位
で
「
束
」。
そ
の
下
は
界
線
を
越
え

て
墨
痕
が
少
し
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
界
線
は
そ
の
記
載
に
伴
う
も
の
か
。

や
や
左
上
が
り
で
間
隔
は
二
〇
㎜
。

　

裏
面
は
二
行
目
が
第
三
六
三
号
の
首
部
の
末
尾
に
あ
た
る
。「
在
□
」は
番
長
の
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居
場
所
を
示
す
註
記
と
み
ら
れ
る
。「
□
」は
「
鎮
」と
思
わ
れ
る
が
、
想
定
の
域

を
出
な
い
。
一
行
目
は
界
線
か
ら
下
で
み
え
る
記
載
。
下
の
三
字
は
「
百
五
十
」

の
筆
で
矛
盾
し
な
い
。
内
容
的
に
内
訳
の
記
載
で
上
の
「　

 　

」は
某
の
部
分
、

界
線
も
こ
の
記
載
に
伴
う
と
推
定
さ
れ
る
。
上
に
第
三
六
三
号
が
あ
る
の
で
内
訳

二
段
目
の
記
載
と
な
る
。
界
線
は
や
や
左
下
が
り
で
間
隔
は
二
一
㎜
。

〈
第
三
六
六
号
〉

　
〔
束
カ
〕

 
〔
大
伴
カ
〕

161

×35

×15　

032

板
目　

四
七
次
五

×
□

□
□
部
×
＜

　

や
や
左
下
が
り
の
刻
界
線
二
本
と
二
段
分
の
内
訳
記
載
。
上
の
記
載
末
尾
の
数

量
単
位
と
下
の
記
載
の
某（
人
名
）
の
部
分
で
、
某
は
下
の
界
線
か
ら
書
き
出
す
。

界
線
の
間
隔
は
一
八
㎜
。
大
伴
は
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
一
四
年（
八
二
三
）
四
月
壬

子
条
で
伴
へ
の
改
姓
が
知
ら
れ
る
。

〈
第
三
六
七
号
〉

＜
□　

 　

 　

（50

＋68
）×33

×14　

032
板
目　

四
七
次
六

七

　

法
量
や
木
目
か
ら
同
一
簡
と
み
ら
れ
る
二
片
。
記
載
は
上
片
に
二
行
あ
る
が
、

判
読
で
き
る
の
は
一
字
で
詳
細
は
不
明
。

〈
第
三
六
八
号
〉

＜　
□
　

□

137

×32

×12　

032

板
目　

四
七
次
七

　

や
や
左
下
が
り
の
横
刻
界
線
一
本
と
そ
の
上
下
に
記
載
が
み
え
る
。

〈
一
次
木
簡
の
復
元
と
内
容
〉

　

比
較
的
記
載
が
明
瞭
な
第
三
六
二
～
三
六
六
号
か
ら
一
次
木
簡（
以
下
、
本
簡

と
称
す
）を
復
元
し
、
形
態
・
内
容
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

文
書
の
復
元　

近
接
す
る
第
三
六
二
・
三
六
三
・
三
六
五
号
か
ら
表
で
三
行
、
裏

で
四
行
の
文
書
が
復
元
で
き
る
。

　
〔
表　

面
〕

・

服
部
意
美
麻
呂
□
×

〔
上

旬
八
日 

三
カ
〕

十
月
□
□
□
□
□
人
番
長
旅
×
□
×　

×
麻
呂

物
部
真
事
百
五
十
束

□

　
〔
裏　

面
〕

・

〔
百
五
カ
〕

　

 　

 

□
□
十
×

〔
九
カ
〕

〔
足
カ
〕

□
月

下
旬
一
人
番
長
火
長 　

 　

 

□
□　

在
□

〔
百
カ
〕　
〔
束
カ
〕

□
×
×
□
×
×
□
□
□
□

〔
月
カ
〕

旬
カ
〕　
　
　
　
　
　
〔
長
大
毅
カ
〕

×
□

上
□
×　
　
　

×
□
□
□
□ 　

 　

×

　

ま
た
、
第
三
六
四
・
三
六
六
号
を
書
式
に
合
わ
せ
て
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
第
三
六
四
号
〕

・

　

×
一
人
番
長
火
長
物
部
荒 　

 　

□

〔
第
三
六
六
号
〕

　
〔
束
カ
〕

〔
大
伴
カ
〕

・

×
□

□
□
部
×
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概
要
と
書
式
・
形
態　

本
簡
は
上
番
兵
士
に
関
わ
る
木
簡
で
、
記
載
か
ら
み
て

出
挙
稲
の
収
納
に
伴
う
帳
簿
の
可
能
性
が
推
定
さ
れ
る
。
兵
士
の
分
番
勤
務
が
実

態
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
と
も
に
兵
士
と
出
挙
と
の
関
連
を
窺
わ
れ
る
。

　

記
載
は
首
部
と
内
訳
を
単
位
と
し
て
日
付
順
に
列
記
す
る
。
内
訳
は
対
象
者
が

複
数
な
ら
二
段
以
上
で
記
す
。
ま
た
、
各
記
載
は
先
の
鋭
い
工
具
で
引
い
た
横
刻

界
線
、
も
し
く
は
上
端（
裏
）に
揃
え
て
書
き
出
し
て
お
り
、
体
裁
が
比
較
的
整
っ

て
い
る
。日

付

人
数　

番
長　

職
名　

某　
（
註
記
）

某　

数
量

某　

数
量

　

界
線
は
表
で
四
本
、
裏
で
三
本
確
認
で
き
る
。
裏
面
は
端
部
の
二
次
加
工
で
日

付
の
上
の
界
線
の
有
無
が
不
明
。
上
端
で
書
き
出
し
を
揃
え
て
い
た
可
能
性
も
あ

る
。
ま
た
、
表
の
界
線
は
や
や
左
上
が
り
、
裏
は
や
や
左
下
が
り
で
あ
る
。
第

三
六
四
・
三
六
六
号
で
は
前
者
が
左
上
が
り
、
後
者
が
左
下
が
り
で
、
同
一
材
な
ら

第
三
六
四
号
は
表
、
第
三
六
六
号
は
裏
の
記
載
。
界
線
の
間
隔
は
上
端
か
ら
表
が

約
三
四
・
二
六
・
一
五
四
・
二
〇
・
四
六
㎜
、
裏
が
一
八
・
一
四
九
・
二
一
・
九
四
㎜
で

あ
る
。

　

文
字
は
一
〇
㎜
前
後
の
大
き
さ
で
全
体
に
角
張
っ
た
書
体
。
ま
た
「
人
」・「
美
」

字
に
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
右
払
い
が
長
い
。「
部
」や
「
番
長
火
長
」な
ど
の
書
き
方

か
ら
い
ず
れ
も
同
筆
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
、
行
間
距
離
は
心
々
で
二
三
㎜
前
後
。

　

本
簡
の
大
き
さ
は
近
接
す
る
三
点
で
長
さ
が
二
八
〇
㎜
前
後
、
幅
が
七
〇
㎜
前

後
で
あ
る
。
そ
の
長
さ
と
各
簡
の
長
さ
が
一
四
〇
㎜
前
後
で
ほ
ぼ
均
一
な
こ
と
か

ら
す
る
と
、
〇
三
二
型
式
へ
の
二
次
加
工
は
長
さ
二
八
〇
㎜
前
後
の
木
簡
を
中
央

で
横
に
切
り
、
次
に
三
四
㎜
前
後
の
幅
で
縦
割
り
に
し
た
と
み
ら
れ
る
（
今
泉

一
九
九
八
）。
さ
ら
に
、
内
訳
二
段
目
の
記
載
の
余
地
が
狭
い
点
に
注
目
す
る
と
（
註

1
）、
先
行
す
る
も
う
一
工
程
が
あ
り
、
最
初
に
長
さ
五
六
〇
㎜
前
後
の
木
簡
を
中

央
で
横
に
切
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
内
訳
は
三
段
の
記
載
が
可

能
と
な
る
。
三
段
の
記
載
に
必
要
な
長
さ
は
、
一
段
目
の
界
線
の
間
隔
か
ら
推
定

す
る
と
表
が
五
六
八
㎜
、
裏
が
五
〇
四
㎜
で
、
五
六
〇
㎜
と
推
定
さ
れ
る
木
簡
と

比
較
的
手
頃
で
あ
る
（
註
2
）。

　

幅
は
裏
の
内
容
か
ら
左
右
に
最
低
一
行
の
記
載
が
あ
る
の
は
確
実
で
、
余
白
も

み
れ
ば
行
間
距
離
か
ら
各
々
四
六
㎜
前
後
を
加
え
ら
れ
る
（
計
一
六
二
㎜
前
後
）。

そ
れ
以
上
は
不
明
だ
が
、
本
簡
は
縦
材
で
あ
り
、
幅
は
木
の
太
さ
に
規
制
さ
れ
る
。

最
大
で
も
長
さ
は
超
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

内
容　

首
部
は
日
付
、
対
象
と
し
た
人
数
、
番
長
の
職
・
氏
名
な
ど
か
ら
な
る
記

載
。
日
付
の
月
は
九
・
十
月
で
出
挙
稲
の
収
納
時
期
に
あ
た
る
晩
秋
で
あ
る
。
月
の

次
は
十
日
単
位
の「
旬
」で
示
さ
れ
、必
ず
し
も
日
に
ち
は
記
さ
な
い
。「
旬
」は「
分

結
六
番
。
以
旬
相
代
。」（『
類
聚
三
代
格
』巻
一
八
弘
仁
六
年（
八
一
五
）八
月
二
三
日
太
政
官

符
）と
い
う
兵
士
の
勤
務
形
態
と
一
致
す
る
。
な
お
、
日
に
ち
を
記
す
場
合
も
あ
る

の
は
本
簡
が
収
納
等
の
行
為
に
直
接
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
か
。

　

人
数
は
内
訳
に
記
さ
れ
た
人
の
集
計
。
一
・
三
人
程
度
の
少
数
で
あ
る
。
な
お
、

稲
の
数
量
集
計
は
な
い
が
、
内
訳
に
み
え
る
数
量
に
は
一
律
性（
百
五
十
束
）
が
あ

り
、
単
位
ご
と
の
人
数
も
少
数
で
あ
る
。
計
算
が
容
易
な
た
め
省
略
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
点
も
本
簡
の
直
接
的
な
使
用
を
窺
わ
せ
る
。

　

番
長
は
分
番
制
に
よ
る
勤
務
に
応
じ
た
番
別
の
責
任
者
。
下
に
軍
団
の
大
毅
、

旅
帥
、
火
長
の
職
・
氏
名
が
続
く
こ
と
か
ら
軍
団
兵
士
の
分
番
勤
務
に
伴
う
番
別
の

長
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
通
常
、
兵
士
千
人
を
擁
す
る
軍
団
の
組
織
は
長
・
次
官
の
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大
毅
一
人
と
小
毅
二
人
、
事
務
官
の
主
帳
一
人
を
置
き
、
他
に
兵
士
二
百
人
に
つ
き

校
尉
五
人
、百
人
に
つ
き
旅
帥
十
人
、五
十
人
に
つ
き
隊
正
二
十
人
を
置
く
。
ま
た
、

兵
士
は
十
人
単
位
の
火
に
編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
火
長
に
統
べ
ら
れ
た
（
註
3
）。

　

一
方
、
そ
の
基
本
的
な
組
織
に
基
づ
い
て
陸
奥
国
の
場
合
、
兵
士
の
分
番
勤
務
は

千
人
を
六
分
し
た
六
番
制
で
は
一
番
に
つ
き
一
六
〇
～
一
七
〇
人
が
十
日
交
替
で

国
府
・
城
柵
に
年
間
六
十
日
勤
務
す
る
。
そ
う
し
た
実
際
の
勤
務
体
制
に
応
じ
た

番
別
の
責
任
者
は
容
易
に
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
本
簡
の
番
長
に
あ
た
る

の
は
下
に
続
く
軍
団
の
組
織
上
の
職
名
と
「
旬
」に
よ
る
日
付
で
明
確
で
あ
る
。
本

簡
の
記
載
に
は
実
際
の
勤
務
体
制
上
の
責
任
者
の
実
在
と
そ
の
呼
称
、
兵
士
の
分

番
勤
務
の
一
端
が
み
え
る
。
本
簡
の
時
点
で
多
賀
城
に
は
番
長
が
兵
士
を
率
い
て

十
日
交
替
で
勤
務
し
、番
長
に
は
大
毅
、旅
帥
、火
長
な
ど
が
あ
た
っ
て
い
た
（
註
4
）。

　

と
こ
ろ
で
、
番
長
以
下
の
記
載
は
《
番
長
＋
職
名
＋
某（
＋
註
記
）》か
ら
な
り
、

内
訳
の
《
某
＋
数
量
》の
記
載
と
は
構
成
が
異
な
る
。
番
長
に
は
稲
の
数
量
表
記

が
な
く
、
ま
た
、
居
場
所
が
註
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
者
も
い
る
。
こ
の
こ
と
は
番

長
自
身
は
数
量
と
は
直
接
的
な
関
係
が
な
く
、
そ
の
記
載
は
内
訳
に
記
さ
れ
た
人

が
属
す
る
番
の
長
、
す
な
わ
ち
所
属
長
の
明
示
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
内
訳
に

記
さ
れ
た
個
人
を
把
握
す
る
た
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

内
訳
は
氏
名
と
数
量
の
個
別
記
載
。
一
人
目
は
首
部
記
載
の
一
つ
下
の
界
線
、

二
人
目
は
さ
ら
に
下
で
平
行
す
る
界
線
の
う
ち
下
の
界
線
か
ら
書
き
出
す
。
記
載

さ
れ
た
人
は
首
部
の
番
長
記
載
か
ら
み
て
兵
士
以
外
に
は
な
い
。
ま
た
、
人
数
の

少
な
さ
や
裏
の
二
～
四
行
目
の
記
載
か
ら
み
て
上
番
兵
士
全
員
で
は
な
く
、
特
定

の
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。
数
量
は
一
律
的
に
百
五
十
束
で
あ
る
。

　

性
格
と
年
代　

内
訳
に
記
す
数
量
は
稲
で
あ
り
、
百
五
十
束
は
百
束
の
一
・
五

倍
で
あ
る
。
首
部
の
日
付
は
晩
秋
で
出
挙
稲
の
収
納
時
期
に
あ
た
り
、
内
訳
に
記

す
兵
士
の
所
属
長
が
明
示
さ
れ
る
。
そ
の
あ
り
方
か
ら
、
本
簡
は
上
番
兵
士
に
対

す
る
出
挙
稲
の
収
納
に
関
わ
る
帳
簿
様
木
簡
と
推
測
さ
れ
る
。
分
番
勤
務
に
応
じ

て
春
頃
の
上
番
で
貸
付
け
、
秋
頃
の
上
番
で
収
納
す
る
形
態
か
。
貸
付
け
・
収
納

時
に
は
本
簡
の
よ
う
な
番
長
明
示
の
帳
簿
を
作
成
し
て
所
属
を
把
握
し
、
運
営
を

管
理
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
（
註
5
）。
比
較
的
整
っ
た
体
裁
か
ら
み
る
と
、

本
簡
か
ら
紙
の
帳
簿
の
作
成
、
貸
付
け
時
の
帳
簿
と
の
照
合
も
予
想
し
難
く
は
な

い
。
ま
た
、
一
律
な
数
量
も
留
意
さ
れ
る
。
百
五
十
束
と
い
う
数
量
は
一
人
あ
た

り
と
し
て
は
多
め
と
思
わ
れ
る
（
註
6
）。
兵
士
個
人
へ
の
出
挙
以
外
に
一
定
量
の

出
挙
を
特
定
の
兵
士
に
請
け
負
わ
せ
よ
う
な
形
態
な
ど
も
推
測
さ
れ
る
か
（
註
7
）。

　

年
代
に
関
し
て
は
旬
や
大
伴
部
の
記
載
、
出
挙
の
利
率
が
注
意
さ
れ
る
。
旬
の

記
載
は
十
日
交
替
に
基
づ
く
表
記
だ
が
、
そ
れ
は
六
番
制
に
よ
る
年
間
六
十
日
勤

務
の
場
合
で
あ
り
、
陸
奥
国
兵
士
の
分
番
制
は
承
和
十
年
（
八
四
三
）
に
八
番
制
に

変
更
さ
れ
て
い
る
（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
年
四
月
丁
丑
条
）。
八
番
制
と
な
れ
ば
勤

務
数
は
年
間
四
五
日
と
な
る
の
で
十
日
交
替
で
は
不
都
合
で
あ
り
、
改
変
が
考
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
下
限
が
承
和
十
年
に
推
定
さ
れ
な
い
こ

と
も
な
い
。
ま
た
、
陸
奥
・
出
羽
国
の
出
挙
利
率
は
弘
仁
元
年
～
承
和
十
一
年

（
八
一
〇
～
八
四
四
）
の
間
に
五
割
か
ら
三
割
に
下
げ
ら
れ
て
い
る
（
註
8
）。
百
五
十

束
が
利
率
五
割
の
出
挙
の
収
納
稲
な
ら
下
限
は
や
は
り
同
じ
頃
と
な
る
。
他
に
大

伴
部
の
読
み
が
適
正
で
あ
れ
ば
、
大
伴
部
は
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
に
伴
へ
の
改

姓
が
み
ら
れ
る
（『
日
本
紀
略
』
弘
仁
一
四
年
四
月
壬
子
条
）。
い
ず
れ
も
明
証
に
は
欠

け
る
が
、
八
世
紀
末
頃
と
い
う
遺
構
の
上
限
も
踏
ま
え
て
九
世
紀
前
葉
頃
を
中
心

と
し
た
年
代
が
推
定
さ
れ
る
。

	
註
1　

表
は
一
段
目
の
一
五
四
㎜
に
対
し
二
段
目
が
四
六
㎜
。
裏
で
は
一
四
九
㎜
に
対
し
九
四
㎜
。

	

註
2　

表
は
上
端
か
ら
三
四
＋
二
六
＋
一
五
四
＋
二
〇（
＋
一
五
四
＋
二
六
＋
一
五
四
）で

五
六
八
㎜
。
裏
は
一
八
＋
一
四
九
＋
二
一（
＋
一
四
九
＋
一
八
＋
一
四
九
）で
五
〇
四
㎜
。

	

註
3　

養
老
職
員
令
79
軍
団
条
、
軍
防
令
1
軍
団
大
毅
条
・
5
兵
士
為
火
条
。
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註
4　

各
番
の
兵
士
数（
一
六
〇
～
一
七
〇
人
）か
ら
す
れ
ば
旅
帥
以
上
が
あ
た
る
の
が
適
当
と

思
わ
れ
る
が
、
四
名
中
二
名
は
最
下
級
の
火
長
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
日
常
的
な
兵
士
の

分
番
上
下
に
伴
う
取
り
纏
め
に
は
比
較
的
下
級
の
者
が
あ
た
り
、
軍
団
の
上
位
職
員
は
よ

り
重
要
な
職
務
に
つ
い
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
陸
奥
国
の
軍
団
の
最
重
要
任
務
は
城

柵
の
防
守
に
あ
り
、『
類
聚
三
代
格
』巻
一
五
大
同
四
年（
八
〇
九
）五
月
一
一
日
太
政
官
符

に
よ
る
と
軍
団
幹
部
の
軍
毅
・
主
帳
は
城
柵
に
常
駐
し
て
機
急
に
備
え
て
い
た
。
本
簡
で

火
長
が
番
長
を
し
て
い
る
の
は
そ
う
し
た
実
状
を
背
景
と
す
る
も
の
か
。

	

註
5　

な
お
、
本
簡
の
兵
士
等
の
所
属
軍
団
は
不
明
で
あ
る
。
番
長
に
軍
団
名
を
記
さ
な
い
こ

と
か
ら
表
・
裏
の
面
ご
と
の
軍
団
は
共
通
で
、冒
頭
で
の
表
示
な
ど
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、

表
面
の
十
月
上
旬
の
番
長
は
旅
帥
だ
が
、
裏
面
で
九
月
下
旬
に
続
く
十
月
上
旬
と
思
わ
れ

る
時
の
番
長
は
大
毅
で
あ
り
、
同
一
人
物
で
は
な
い
。
表
・
裏
面
で
は
軍
団
や
年
次
が
異

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

	

註
6　

茨
城
県
石
岡
市
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
の
出
挙
帳
と
み
ら
れ
る
漆
紙
文
書
で
は
男
性
一
人
の
数

量
は
貸
付
け
時
で
四
〇
～
七
〇
束
、平
均
で
は
五
五
束
で
（
茨
城
県
教
育
財
団
一
九
八
三
）、

収
納
時
に
換
算
す
れ
ば
六
〇
～
一
〇
五
束
、
平
均
で
は
八
二
・
五
束
で
あ
る
。

	

註
7　

人
名
と
百
五
十
の
数
値
を
列
記
す
る
木
簡
は
秋
田
城
跡
に
も
あ
る
（『
秋
田
城
資
料
集

Ⅱ
』第
三
四
・
一
〇
九
号
木
簡
）。
単
位
が
記
さ
れ
ず
、他
の
記
載
も
な
い
た
め
詳
細
は
不
明

だ
が
、
出
挙
稲
に
関
す
る
記
載
で
単
位
が
な
い
例
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

	

註
8　
『
日
本
後
紀
』弘
仁
元
年
九
月
庚
申
条
。『
類
聚
三
代
格
』巻
一
四
弘
仁
元
年
九
月
二
三
日

太
政
官
符
・
巻
六
承
和
十
一
年
九
月
八
日
太
政
官
符
。
な
お
、
引
き
下
げ
は
承
和
初
年
頃

と
す
る
見
方
が
あ
る
（
板
橋
一
九
五
四
・
鈴
木
一
九
九
二
）。

◎
第
三
六
九
号
木
簡

□

（183

）×（63

）×10　
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目　

四
七
次
八

青
皮
二
枚　
　
　
　

」

　

上
端
折
れ
。
下
端
削
り
。
左
右
両
辺
割
れ
。
一
五
～
二
〇
㎜
程
の
比
較
的
大
き

な
文
字
で
書
か
れ
る
。
青
皮
は
何
か
の
材
料
か
。
詳
細
は
不
明
。

◎
第
三
七
〇
号
木
簡

（
異
筆
ａ
）	

（
異
筆
ｃ
）

・「　
　
　
『 　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

柱
十
伎
長
各
六
尺
間
度
卅
伎
長
各
二
尺
六
寸
』『
□
等
申
申
』

（
異
筆
ｂ
）

『
□
度
□
見
』安
積
団
解　
　
□
□
番
□
□
事	

（
異
筆
ａ
）	

（
異
筆
ｃ
）�

〔
師
カ
〕

畢
番
度
玉
前
剗
還
本
土
安
積
団
会
津
郡
番
度
還『
長
押
十
六
伎　
　

楉
十
六
束
』　　
『
法
師 

師 

法
師 

法
師 

法
師 

□
』」

〔
畢
カ
〕	

〔
兵
カ
〕	

〔
鳥
取
カ
〕

	

〔
鳥
取
部
カ
〕

・「
□
□
白 　
　
　
　

     　
　
　
　

  　

 　

 

二
人
□
□
□  　
　
　
　

 　
　
　
　

 
□
□　
　

   　
　

  

□
□
□

畢
上　
　
　
　
　

    　
　
　
　
　

	

〔
会
津
郡
会
津
郡
カ
〕	

〔
安
積
団
カ
〕

	

〔
玉
前
剗
カ
〕

540

×37

×5　
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□
□
□
□
□
□　

 

□
□
□　
　
□
□
□
□ 　
　
　

 　
　
　

 

」
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現
段
階
で
多
賀
城
跡
最
長
の
木
簡
。
上
下
両
端
削
り
。
左
辺
削
り
。
右
辺
は
上

半
が
削
り
、
下
半
が
割
れ
で
、
残
存
状
態
と
し
て
下
半
の
幅
が
狭
い
。
表
上
半
は

両
側
面
近
く
が
削
り
込
ま
れ
る
。
表
下
半
と
裏
は
平
滑
に
削
り
調
整
さ
れ
る
。
こ

の
た
め
横
断
面
形
は
上
半
で
は
表
の
中
央
部
が
高
く
、
両
側
が
低
い
厚
さ
三
～
五

㎜
の
蒲
鉾
状
、
下
半
が
厚
さ
四
～
五
㎜
の
長
方
形
を
呈
す
。
木
取
り
は
柾
目
。

　

文
書
は
両
面
に
安
積
団
解
関
連
文
書（
以
下
、「
安
積
団
解
」と
仮
称
す
る
）、
表
に
異

筆
ａ
～
ｃ
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
表
の
異
筆
ａ
が
一
次
文
書
で
（
註
1
）、
裏
と
一
次

文
書
を
削
っ
た
表
の
上
半
に
「
安
積
団
解
」、
さ
ら
に
余
白
に
異
筆
ｂ
が
習
書
さ
れ

る
。
異
筆
ｃ
は
「
安
積
団
解
」や
異
筆
ｂ
と
の
前
後
関
係
が
未
詳
。

　

一
次
文
書（
異
筆
ａ
）　

表
の
下
半
に
残
る
建
築
部
材
関
連
の
文
書
。
他
よ
り
墨

が
薄
く
、
筆
も
細
い
。
二
行
あ
る
が
、
一
行
目
は
右
辺
の
割
れ
で
欠
損
が
激
し
い
。

　

記
載
は
柱
、
間
度
、
長
□
、
楉
の
四
種
の
部
材
を
《
品
目
＋
数
量（
＋
規
格
）》の

構
成
で
一
行
に
二
品
書
い
た
も
の
で
、
二
行
目
の
二
品
は
一
行
目
の
二
品
に
揃
え

て
書
き
出
す
。
間
度（
ま
わ
た
し
）
は
柱
と
柱
の
間
に
横
に
渡
し
て
壁
の
下
地
と
す

る
径
五
㎝
程
の
部
材
。
楉
（
し
も
と
）
は
壁
の
下
地
や
垣
に
用
い
る
細
い
枝
や
竹
。

長
押
（
な
げ
し
）は
柱
と
柱
と
の
間
を
側
面
か
ら
横
に
打
ち
付
け
る
材
。

　

こ
れ
ら
は
土
壁
を
持
つ
建
物
に
要
す
る
部
材
で
、
城
内
で
の
造
営
に
伴
う
も
の

と
み
ら
れ
る
。
各
材
の
例
は
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
造
石
山
寺
所
雑
材
併
檜
皮

和
炭
等
納
帳
に
み
ら
れ
（
註
2
）、
記
載
の
仕
方
も
似
た
構
成
が
あ
る
。
た
だ
し
、
単

位
は
柱
を
「
根
」、
間
度
と
長
押
を
「
枝
」と
す
る
の
が
一
般
的
で
、
本
簡
の
よ
う

に
「
伎
」と
す
る
例
は
他
の
物
品
も
含
め
て
管
見
で
は
み
な
い
。「
伎
」と
「
枝
」で

は
字
形
が
類
似
し
て
お
り
、
記
載
者
の
文
字
の
認
識
の
不
十
分
さ
に
基
づ
く
か
。

　

一
次
文
書
の
内
容
に
は
建
築
部
材
と
い
う
一
貫
性
が
あ
り
、
記
載
の
仕
方
・
体

裁
に
も
秩
序
が
あ
る
。
単
な
る
部
材
の
羅
列
や
習
書
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ

が
、
完
結
す
る
文
書
で
も
な
い
。
両
面
の
削
り
調
整
の
あ
り
方
、
上
・
下
半
の
横

断
面
形
の
違
い
に
注
目
す
れ
ば
、
上
半
が
削
り
取
ら
れ
た
と
文
書
と
み
る
の
が
妥

当
。
元
は
建
築
部
材
の
進
上
や
請
求
な
ど
に
関
わ
る
文
書
か
。

　
「
安
積
団
解
」　

上
番
勤
務
を
終
え
た
安
積
団
兵
士
の
帰
還
申
請
の
記
載
を
主

体
と
す
る
文
書
。
二
次
文
書
で
あ
り
、
裏
の
記
載
の
状
況
か
ら
も
習
書
と
み
ら
れ

る
が
、
安
積
団
兵
士
の
多
賀
城
へ
の
上
番
、
玉
前
剗
の
存
在
、
上
番
兵
士
の
編
成
・

交
替
手
続
の
一
端
な
ど
が
知
ら
れ
る
内
容
的
に
は
貴
重
な
文
書
。
ま
た
、
二
次
文

書
、
習
書
と
い
う
属
性
は
多
賀
城
で
の
安
積
団
解
の
作
成
を
示
唆
し
、
史
料
に
散

見
す
る
軍
団
の
軍
毅
・
主
帳
等
の
城
柵
常
駐
や
職
務
の
一
端
を
実
態
と
し
て
示

す
。
陸
奥
国
の
軍
制
を
み
る
う
え
で
は
む
し
ろ
付
加
的
な
価
値
が
高
い
。

　

記
載
は
削
り
込
ん
だ
表
の
上
半
左
側
と
平
滑
な
裏
に
あ
る
。
表
の
二
行
の
記
載

は
墨
が
比
較
的
濃
い
。
文
字
が
明
瞭
で
文
言
的
に
も
目
立
つ
記
載
だ
が
、
筆
が
や

や
太
く
書
体
も
粗
い
。
字
間
が
極
端
に
狭
く
、
文
字
が
詰
め
て
書
か
れ
て
い
る
。

上
半
左
側
に
偏
る
位
置
も
全
体
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
。
そ
れ
ら
は
二
次
文
書

で
あ
る
こ
と
を
可
視
的
に
窺
わ
せ
る
特
徴
。
詰
め
た
書
き
方
や
文
書
の
位
置
は
下

半
に
一
次
文
書
が
残
る
反
映
と
み
ら
れ
る
（
註
3
）。

　

一
行
目
は
木
簡
の
中
軸
線
上
、
上
端
の
約
九
㎝
下
か
ら
上
申
文
書
と
し
て
の
解

の
書
き
出
し
と
事
書
が
み
え
る
。
解
の
主
体
は
安
積
団
。
そ
の
官
人
に
よ
る
記
載

で
あ
る
。
事
書
は
一
部
が
削
ら
れ
、
墨
も
や
や
薄
い
た
め
判
読
で
き
な
い
。
解
の

主
意
が
捉
え
ら
れ
な
い
が
、
二
行
目
が
よ
く
残
る
こ
と
で
推
測
は
可
能
。

　

二
行
目
は
難
文
に
み
え
る
が
、
一
応〈
番
を
畢
り
、
玉
前
剗
を
度（
こ
）え
て
本
土

に
還
る
。
安
積
団
会
津
郡
の
番
、
度
え
て
還
る
。〉と
読
ま
れ
る
。
上
番
勤
務
を
終

え
た
安
積
団
の
会
津
郡
の
兵
士
が
玉
前
の
剗
を
度
え
て
本
貫
地
に
還
る
と
い
う
主

旨
で
、
解
の
書
き
出
し
と
一
体
的
に
み
れ
ば
帰
還
申
請
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

そ
の
文
句
は
養
老
公
式
令
22
過
所
式
条
の
過
所
の
記
載
事
項
と
概
ね
対
応
す
る

（
平
川
二
〇
〇
三
）。
条
文
の
①
申
請
理
由
が
「
畢
番
」、
②
越
え
る
関
の
名
称
と
目
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的
地
が
「
度
玉
前
剗
還
本
土
」、
③
申
請
者
の
官
位
姓
名
本
属
な
ど
が
「
安
積
団
会

津
郡
番
」に
あ
た
り
、
書
き
方
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
文
言
は
簡
略
で
大
掴
み
。ま
た
、こ
の
解
文
は
①
～
③
の
記
載
を
改
行
、

ま
た
は
間
を
区
切
れ
ば
簡
潔
明
瞭
に
す
む
と
み
ら
れ
る
が
、
①
～
③
を
狭
い
字
間

で
一
続
き
に
書
き
、
末
尾
に
は
書
式
上
は
特
に
必
要
も
な
い
「
度
還
」の
語
句
を
付

す
。難
文
に
み
え
る
の
は
こ
の
た
め
で
、む
し
ろ
書
式
を
念
頭
に
し
た
文
章
の
起
草
・

習
書
と
み
た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
か
。「
安
積
団
解
」の
文
章
に
限
ら
ず
、
そ
の

書
き
方
、
異
筆
と
の
関
係
、
木
簡
の
形
状
な
ど
か
ら
総
合
的
な
判
断
を
要
す
（
註
4
）。

　

安
積
団
は
福
島
県
郡
山
市
を
中
心
と
す
る
安
積
郡
に
置
か
れ
た
軍
団
。
史
料
上

は
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
八
月
廿
三
日
太
政
官
符
に
み
え

る
の
み
だ
が
、
石
背
国
が
存
在
し
た
養
老
二
～
神
亀
五
年
頃（
七
一
八
～
七
二
八
）と

軍
団
数
が
縮
小
し
た
大
同
元
年
頃
～
弘
仁
六
年（
八
〇
五
～
八
一
五
）ま
で
の
時
期
を

除
い
て
八
・
九
世
紀
を
通
じ
て
あ
り
、
弘
仁
六
年
以
降
は
多
賀
城
へ
の
上
番
が
考

え
ら
れ
て
い
る
（
鈴
木
一
九
九
一
・
一
九
九
八
）。
そ
れ
は
第
二
七
六
号
の
存
在
か
ら

多
賀
城
創
建
後
の
八
世
紀
前
半
頃
に
も
推
測
さ
れ
る
が
、
九
世
紀
頃
を
中
心
と
し

た
遺
構
の
年
代
か
ら
本
文
書
は
八
世
紀
末
頃
、
ま
た
は
、
弘
仁
六
年
以
後
の
上
番

に
あ
た
る
。

　

玉
前
剗
は
史
料
に
み
え
な
い
が
、
玉
前
が
『
和
名
類
聚
抄
』に
陸
奥
国
名
取
郡
の

郷
名
、『
延
喜
式
』（
巻
二
八
兵
部
省
式
駅
伝
条
）
に
陸
奥
国
の
駅
名
と
し
て
み
え
る
。

仙
台
市
か
ら
約
二
五
㎞
南
の
岩
沼
市
玉
崎
に
比
定
さ
れ
（
吉
田
東
伍『
大
日
本
地
名
辞

書
』第
七
巻
）、
阿
武
隈
川
の
左
岸
で
中
通
り
の
東
北
本
線
と
浜
通
り
の
常
磐
線
、
及

び
国
道
四
・
六
号
線
が
合
流
す
る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
本
文
書
の
記
載
か
ら
律

令
制
下
で
も
山
・
海
道
が
一
つ
に
な
る
要
衝
で
あ
り
、
陸
奥
国
で
は
山
道
に
お
け

る
入
口
の
白
河
剗
、
海
道
に
お
け
る
入
口
の
菊
多
剗
と
同
じ
く
両
道
が
合
流
す
る

玉
前
に
も
剗
が
あ
り
、
人
・
物
の
通
行
を
検
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
註
5
）。

　

安
積
団
会
津
郡
番
の
記
載
は
上
番
兵
士
の
編
成
の
一
端
を
示
唆
す
る
。
城
柵
へ

の
分
番
勤
務
で
各
番
は
一
番
、
二
番
な
ど
の
数
で
呼
称
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
（
註

6
）、
第
九
六
号
に
も
「
三
番
」と
あ
る
が
（
二
五
頁
）、
安
積
団
会
津
郡
番
の
記
載
は

そ
う
し
た
各
番
の
実
態
に
郡
単
位
で
編
成
さ
れ
た
番
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

ま
た
、
本
文
書
に
よ
れ
ば
各
番
が
剗
を
越
え
て
往
還
す
る
時
に
は
軍
団
発
給
の

解
に
よ
る
申
請
を
要
し
た
。
兵
士
の
分
番
勤
務
は
六
番
制
な
ら
十
日
交
替
で
、
弘

仁
六
年
以
後
な
ら
多
賀
城
に
は
安
積
・
白
河
・
行
方
団
、
承
和
年
間
以
後
は
磐
城
団

も
上
番
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
玉
前
剗
よ
り
南
の
軍
団
で
四
団
の
兵
士
は
す
べ
て

玉
前
剗
を
通
過
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
種
の
文
書
は
日
常
的
に
作
成
さ
れ
、
上

番
に
伴
う
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
（
鈴
木
二
〇
一
〇
・
市
二
〇
一
一
）。

　

裏
の
面
は
墨
が
薄
く
、
肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
多
少
の
確
認
が
可
能
な
程
度
で
あ
る
。
筆
を
取
る
の
は
難
し
く
、
図
版
や
釈

文
で
十
分
に
表
現
で
き
な
い
が
、
二
～
三
行
分
の
多
数
の
文
字
が
あ
る
の
は
確
実
。

　

文
字
は
上
端
か
ら
三
な
い
し
二
行
、
天
地
を
逆
に
し
て
下
端
か
ら
二
行
分
認
め

ら
れ
る
。
ま
と
ま
り
の
な
い
書
き
方
で
「
畢
上
」、「
二
人
」、「
兵
」、「
会
津
郡
会

津
郡
」、「
鳥
取
部
」、「
玉
前
剗
」、「
安
積
団
」な
ど
表
の
安
積
団
解
と
の
関
連
で

捉
え
ら
れ
る
語
句
が
大
半
を
占
め
る
。
異
筆
ａ
・
ｃ
と
関
わ
る
語
句
は
現
状
で
は

み
ら
れ
ず
、「
二
人
」や
「
鳥
取
部
」は
兵
士
の
人
数
や
姓
と
考
え
ら
れ
る
。

　

鳥
取
部
は
白
河
団
の
射
手
を
記
す
第
六
号（『
多
賀
城
跡
木
簡
Ⅰ
』一
七
頁
）、
安
積

郡
の
人
を
記
し
、
軍
制
上
の
帳
簿
と
し
て
使
わ
れ
た
第
二
七
六
号
（
四
一
頁
）
の
二

次
文
書
な
ど
に
み
え
る
。
兵
士
を
馬
庭
の
整
備
に
充
て
た
多
賀
城
跡
南
面
の
市
川

橋
遺
跡
第
一
二
〇
号
木
簡
で
も
安
積
郡
に
分
布
す
る
矢
田
部
と
一
緒
に
記
さ
れ
る

（
多
賀
城
市
教
委
二
〇
〇
五
）。
こ
れ
ら
の
例
は
裏
面
の
鳥
取
部
が
安
積
団
の
兵
士
で

あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
。
鳥
取
部
は
福
島
県
中
通
り
・
会
津
地
方
に
分
布
す
る
氏

族
と
み
ら
れ
る
。
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会
津
郡
の
郡
名
は
間
を
置
か
ず
に
繰
り
返
し
記
さ
れ
る
。
上
半
の
な
か
ほ
ど
で

は
同
様
の
字
形
の
文
字
が
列
記
さ
れ
、
若
干
の
重
な
り
も
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

繰
り
返
し
や
両
端
か
ら
の
不
揃
い
の
書
き
方
、
語
句
の
内
容
か
ら
み
て
裏
は
表
の

安
積
団
解
関
連
の
習
書
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
表
の
解
も
文
章
の
起
草
・

習
書
と
す
る
見
方
を
強
め
、
一
次
文
書
の
存
在
も
踏
ま
え
る
な
ら
ば
「
安
積
団
解
」

全
体
が
習
書
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
記
載
は
平
坦
な
裏
面
で
広
く
、
表
面
で
は
削

り
込
ん
だ
上
半
に
限
ら
れ
る
。
習
書
は
ま
ず
一
次
文
書
裏
の
未
使
用
な
面
で
行
な

い
、
そ
れ
か
ら
表
に
戻
り
、
一
次
文
書
の
上
半
を
削
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
か
。

　

と
こ
ろ
で
「
安
積
団
解
」が
二
次
文
書
の
習
書
で
あ
る
こ
と
は
多
賀
城
で
の
安

積
団
解
の
作
成
を
示
す
。
作
成
者
は
安
積
団
の
兵
士
を
統
括
し
、
そ
の
行
動
に
関

し
て
軍
団
の
解
で
国
に
申
請
を
す
る
立
場
の
上
位
者
で
、
軍
団
幹
部
の
軍
毅
か
主

帳
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
種
の
文
書
は
分
番
制
に
よ
る
勤
務
を
念
頭
に
置

く
と
日
常
的
に
作
成
さ
れ
、
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
作
成
に
は

彼
ら
が
不
可
欠
で
あ
り
、
軍
毅
・
主
帳
等
の
多
賀
城
滞
在
が
考
え
ら
れ
る
。『
類
聚

三
代
格
』巻
一
五
大
同
四
年
五
月
十
一
日
太
政
官
符
に
「
陸
奥
国
四
団
軍
毅
十
二

人
。
常
直
城
中
。
不
顧
私
業
。」と
み
え
る
例
を
は
じ
め
と
し
て
軍
毅
・
主
帳
の
城

柵
駐
在
を
示
す
史
料
と
整
合
す
る
こ
と
で
あ
り
（
註
7
）、
彼
ら
の
城
柵
常
駐
と
職

務
の
一
端
を
実
態
と
し
て
示
す
文
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
註
8
）。

　

異
筆
ｂ
・
ｃ　

異
筆
ｂ
は
表
面
の
安
積
団
解
の
語
句
の
直
上
に
あ
る
四
文
字
。

や
や
大
ぶ
り
な
文
字
が
一
定
の
字
配
り
で
記
さ
れ
、
上
端
と
安
積
団
解
の
語
句
の

間
の
余
白
を
考
慮
し
て
の
書
と
み
ら
れ
る
。『
度
』の
字
形
は「
安
積
団
解
」の「
度
」

と
類
似
し
、『
□
』に
は
上
に
〈
等
〉や
〈
尋
〉、
下
に
〈
関
〉な
ど
が
推
測
さ
れ
る
。

内
容
的
に
安
積
団
解
に
通
じ
る
可
能
性
も
あ
り
、
直
続
す
る
習
書
か
。

　

異
筆
ｃ
は
一
次
文
書
の
下
に
記
さ
れ
た
『
申
』、『
法
師
』な
ど
の
文
字
の
習
書
。

書
き
出
し
の
位
置
や
内
容
か
ら
一
次
文
書
後
の
習
書
な
の
は
確
実
だ
が
、「
安
積
団

解
」や
異
筆
ｂ
と
の
前
後
関
係
は
未
詳
。
筆
は
一
次
文
書
よ
り
太
く
、
安
積
団
解
や

異
筆
ｂ
よ
り
は
細
い
。比
較
的
均
整
な
書
で
文
字
ご
と
に
間
隔
を
お
い
て
習
書
す
る
。

	

註
1　
『
年
報
一
九
八
四
』で
は
安
積
団
解
を
一
次
文
書
、
異
筆
ａ
を
物
品
の
名
称
と
数
量
を
記

す
二
次
的
な
習
書
1
、
異
筆
ｂ
・
ｃ
を
最
終
的
な
余
白
利
用
の
習
書
2
と
し
た
が
、
異
筆
ａ

の
判
読
と
形
状
の
再
観
察
に
基
づ
い
て
前
後
関
係
は
本
文
の
よ
う
に
捉
え
直
し
た
。

	

註
2　
『
大
日
本
古
文
書
』編
年
之
一
五　

二
六
〇
～
二
八
九
頁
。

	

註
3　

二
行
目
末
尾
の
「
還
」は
一
次
文
書
二
行
目
の
書
き
出
し
「
長
」と
筆
が
少
し
重
な
る
。

先
後
関
係
は
判
定
で
き
な
い
が
、
前
筆
の
末
尾
に
後
筆
の
書
き
出
し
が
か
か
る
の
は
考
え

に
く
い
。

	

註
4　
『
年
報
一
九
八
四
』で
も
習
書
の
可
能
性
は
考
え
た
（『
同
』五
九
頁
註
四
）。

	

註
5　

な
お
、
川
を
挟
ん
だ
右
岸
は
曰
理
郡
で
、
養
老
年
間
の
石
城
・
石
背
国
を
分
置
の
際
に
は

こ
の
地
が
陸
奥
・
石
城
国
の
国
境
と
な
り
、
石
城
国
で
は
駅
路
も
整
備
さ
れ
た
（『
続
日
本

紀
』養
老
二
年（
七
一
八
）五
月
乙
未
条
・
養
老
三
年（
七
一
九
）閏
七
月
丁
丑
条
）。
そ
れ
ら

か
ら
玉
前
剗
の
存
在
は
養
老
頃
に
遡
る
と
み
ら
れ
る
（
今
泉
二
〇
〇
五
）。
駅
路
整
備
時
の

設
置
も
あ
る
か
。

	

註
6　

秋
田
城
跡
第
一
〇
三
・
一
八
五
号
木
簡（『
秋
田
城
資
料
集
Ⅱ
』）。

	

註
7　

他
に
『
続
日
本
後
紀
』承
和
十
年（
八
四
三
）四
月
丁
丑
条
、『
類
聚
三
代
格
』巻
一
八
元

慶
某
年（
元
慶
三
～
六
年〈
八
七
九
～
八
八
二
〉と
推
定〈
板
橋
一
九
六
六
〉）太
政
官
符
が

あ
る
。

	

註
8　

同
様
の
位
置
づ
け
は
第
六
号
木
簡（『
多
賀
城
跡
木
簡
Ⅰ
』一
七
頁
）に
も
考
え
ら
れ
る
。

【
第
五
六
次
調
査
】

　
　

Ｓ
Ｅ
一
九
〇
九
井
戸
出
土
木
簡（
木
簡
図
版
20
）

◎
第
三
七
一
号
木
簡

「
□
」

径172

×
高24　

061

五
六
次
一

　

厚
さ
六
㎜
の
曲
物
蓋
板
の
表
面
に
五
三
㎜
×
五
一
㎜
の
方
形
の
枠
を
持
つ
焼
印

が
あ
る
。
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
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【
第
六
〇
次
調
査
】

　
　

Ｓ
Ｅ
二
一
〇
一
Ｂ
井
戸
出
土
木
簡（
木
簡
図
版
21
～
24
）

◎
第
三
七
二
号
木
簡

・「
廣
山
二
日
出
米
九
升

〔
日
カ
〕

宮
成
五
□
出
□
斗

刀
良
□
三
日
□
斗

小
黒
栖
四
□
□
五
升
五
合
」

〔
日
出
カ
〕

〔
出
カ
〕

・「
子
黒
□
□
米
一
日
五
升

〔
日
出
米
カ
〕

乙
万
呂
七
□
□
□
□
升

〔
黒
栖
カ
〕

□
□
□
日
出
米
□
升

〔
出
米
カ
〕

直
□
八
日
□
□
五
升

119
×57

×7　

011
板
目　

六
〇
次
一

子
□
□
二
日
出
米
四
升　

」

　

上
端
は
や
や
丸
く
削
る
。
下
端
は
刻
線
を
入
れ
て
折
っ
た
ま
ま
の
状
態
。
左
辺

は
中
央
に
削
り
面
が
僅
か
に
残
る
が
大
半
は
割
れ
。右
辺
削
り
。墨
は
残
り
が
悪
い
。

　
《
人
名
＋
某
日
＋
出
米
＋
数
量
》か
ら
な
る
記
載
を
列
記
し
た
帳
簿
様
木
簡
。
表

面
四
行
、
裏
面
五
行
の
記
載
が
あ
る
。
人
名
は
名
前
の
み
を
記
す
。
表
一
行
目
の

「
廣
山
」が
後
掲
第
三
七
三
号
の
軍
団
兵
士「
丈
部
廣
山
」と
同
一
人
物
と
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
他
の
八
人
も
兵
士
の
可
能
性
が
高
い
。
某
日
は
日
数
、ま
た
は
日
付
。

六
日
以
外
の
一
～
八
日
が
み
ら
れ
る
。
一
律
性
が
な
く
、
順
序
は
不
定
。
数
量
と

の
関
連
性
も
見
出
せ
な
い
。
な
お
、
表
面
一
行
目
の
「
二
日
」は
「
五
日
」と
書
き

か
け
た
記
載
を
訂
正
し
た
ら
し
い
。「
出
米
」は
裏
の
面
で
は
全
て
に
記
す
が
、
表

の
二
・
四
行
目
は
「
出
」の
み
で
、
三
行
目
は
省
略
す
る
。
数
量
も
不
定
。

　
「
出
米
」の
「
出
」を
支
給
の
意
と
す
れ
ば
兵
士
へ
の
米
の
支
給
に
関
わ
る
記
録

簡
と
み
ら
れ
る
が
、「
出
」を
進
上
と
し
、
付
札
の
第
三
七
四
・
三
七
七
号
と
の
共

伴
を
踏
ま
え
て
貢
進
関
係
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
見
方
も
あ
る
（『
青
森
県
史
』）。

た
だ
、
数
量
が
少
な
く
は
な
い
か
。
い
ず
れ
と
も
決
め
か
ね
る
が
、
某
日
や
数
量

の
不
定
さ
か
ら
み
て
特
殊
な
支
給
や
進
上
に
伴
う
も
の
と
思
わ
れ
る
（
註
1
）。

	

註
1　

陸
奥
国
の
兵
士
は
少
な
く
と
も
承
和
十
年（
八
四
三
）ま
で
は
食
料
自
弁
で
（『
続
日
本
後

紀
』承
和
十
年
四
月
丁
丑
条
）、
公
粮
の
支
給
は
『
類
聚
三
代
格
』巻
一
八
元
慶
某
年（
元
慶

三
～
六
年〈
八
七
九
～
八
八
二
〉と
推
定〈
板
橋
一
九
六
六
〉）太
政
官
符
が
初
見
。
出
土
状

況
か
ら
本
簡
の
廃
棄
は
九
世
紀
前
半
頃
で
も
あ
り
、
正
規
の
兵
士
上
番
に
対
す
る
公
粮
支

給
で
は
な
い
。

◎
第
三
七
三
号
木
簡

・「
丈
マ
廣
山　

右
件
廣
×

（178

）×（24

）×6　

081

柾
目　

六
〇
次
二

・「　
　
　
　

火
長
丈
マ

　

上
端
折
り
。
下
端
は
二
次
的
に
鈍
角
に
尖
ら
す
。
左
辺
割
れ
。
右
辺
削
り
。
裏

面
の
墨
は
か
な
り
薄
れ
る
。
表
に
人
名
と
本
文
、
裏
に
差
出
し
を
記
す
文
書
簡
。

差
出
し
の
火
長
は
兵
士
を
十
人
単
位
に
編
成
し
た
火
の
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
註
1
）

丈
マ
廣
山
も
兵
士
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
秋
田
城
跡
第
一
七
号
木
簡
に
同
姓
同
名
の

者
が
い
る
が
（『
秋
田
城
資
料
集
Ⅱ
』）、
丁
匠
と
み
ら
れ
る
人
物
。
年
代
も
延
暦
十
～

十
四
年（
七
九
一
～
七
九
五
）頃
で
九
世
紀
前
半
頃
に
廃
棄
さ
れ
た
本
簡
と
は
ず
れ
る
。

	

註
1　

養
老
軍
防
令
5
為
火
条
。
な
お
、
鎮
兵
や
健
士
に
も
火
長
が
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、

九
世
紀
の
多
賀
城
は
兵
士
の
み
で
守
衛
さ
れ
て
お
り
（『
類
聚
三
代
格
』巻
一
八
弘
仁
六
年

（
八
一
五
）八
月
廿
三
日
太
政
官
符
）こ
こ
で
は
除
外
し
て
も
よ
い
。
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◎
第
三
七
四
号
木
簡

・「
＜
丈
マ
子
廣
成
米
×

□
□
清
足
米
捌
×

〔
マ
カ
〕

・「
＜
合
壹
斗
伍
升

（99

）×32

×10　

039

柾
目　

六
〇
次
三

十
二
月
三
日

　

米
の
付
札
。
上
端
削
り
。
下
端
折
れ
。
左
右
両
辺
削
り
。
幅
が
下
ほ
ど
狭
ま
り
、

そ
の
傾
向
は
残
存
す
る
下
端
の
約
二
五
㎜
上
か
ら
強
ま
る
。
現
状
で
確
認
可
能
な

最
下
部
の
幅
は
二
五
㎜
。
元
は
〇
三
三
型
式
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
記
載
さ

れ
た
語
句
は
表
で
は
末
尾
が
近
い
と
み
ら
れ
、
裏
で
は
一
応
完
結
し
て
い
る
。
長

く
と
も
一
五
〇
㎜
程
度
の
小
型
品
と
推
測
さ
れ
る
。

　

記
載
は
表
に
二
人
の
人
名
と
各
自
の
米
の
数
量
、
裏
に
合
計
と
日
付
を
記
す
。

合
計
は
壱
斗
伍
升
。
表
面
左
行
の
清
足
が
捌
升
な
の
で
右
行
の
子
廣
成
は
柒
升
と

み
ら
れ
る
。
二
人
の
本
貫
地
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
日
付
は
月
日
の
み
の
記
載
。

　

形
態
や
記
載
の
構
成
は
米
の
荷
札
の
特
徴
を
持
つ
が
、
数
量
の
大
字
表
記
や
少

な
さ
、
本
貫
を
記
さ
な
い
点
な
ど
は
通
常
の
あ
り
方
か
ら
外
れ
る
。
数
量
は
一
般

的
な
五
斗
よ
り
か
な
り
少
な
い
。
本
貫
は
多
賀
城
跡
南
面
の
市
川
橋
遺
跡
の
米
類

の
荷
札
で
は
記
載
が
一
般
的
で
あ
る
（
註
1
）。
法
量
も
そ
れ
ら
よ
り
小
型
と
み
ら

れ
る
。

　

大
字
表
記
以
外
の
特
徴
は
共
伴
し
た
後
掲
第
三
七
七
号
も
同
様
で
あ
る
。ま
た
、

払
田
柵
跡
に
も
数
量
が
一
斗
六
升
、
他
に
月
日
だ
け
を
記
す
〇
三
三
型
式
の
小
型

（
長
一
一
二
㎜
）の
舂
米
付
札
が
あ
り
、
そ
の
数
量
は
兵
士
二
十
人
分
の
日
粮
に
あ
た

る
量（
一
人
八
合
。
二
人
×
十
日
分
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調

査
事
務
所
一
九
九
七　

第
四
六
号
木
簡
）。
そ
の
例
に
本
簡
の
合
計
は
近
く
、
不
均
等
で

は
あ
る
が
一
人
分
も
兵
士
十
日
分
の
粮
に
相
当
、
ま
た
は
近
い
数
量
を
示
す
。

　

こ
れ
ら
の
木
簡
に
は
少
量
の
米
・
月
日
・（
人
名
）の
記
載
、
本
貫
は
記
さ
な
い
、

小
型
で
〇
三
三
型
式
と
い
う
点
に
類
似
性
が
あ
り
、
通
常
の
米
の
荷
札
と
は
別
の

類
型
を
な
す
可
能
性
も
あ
る
。
本
貫
を
記
さ
ず
、
な
か
に
は
人
名
も
な
い
例
が
あ

る
の
は
進
上
物
の
荷
札
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
か
。
数
量
の
少
な
さ
や

粮
米
と
の
関
連
に
注
目
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
用
途
で
少
量
に
纏
め
ら
れ
た
米
の
付

札
と
み
る
の
も
一
案
。
数
量
や
人
名
に
お
け
る
違
い
は
纏
め
方
の
多
様
性
に
基
づ

い
た
相
違
と
し
て
解
釈
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
人
名
に
は
纏
め
方
の
責
任
者
や
米

の
負
担
者
、
用
途
上
の
対
象
者
な
ど
が
推
定
さ
れ
る
。

	

註
1　

東
西
・
南
北
大
路
付
近
出
土
の
米
類
の
荷
札
一
二
点
中
七
点
に
記
載
が
あ
り
、
記
入
が

な
い
の
が
確
実
な
の
は
一
点
の
み
で
あ
る
。長
さ
は
二
〇
〇
㎜
前
後
が
一
般
的
で
あ
る（
吉

野
二
〇
一
一
）。

◎
第
三
七
五
号
木
簡

〔
国
カ
〕（

230

×25

×5　

033

柾
目　

六
〇
次
四

「
＜
□
□
□
□　
　

 　
　

 

□
□
□
」

　

上
端
削
り
。
左
右
両
辺
削
り
。
墨
の
残
り
は
極
め
て
悪
い
。
三
字
目
は
「
国
」

か
と
み
ら
れ
る
が
、
国
名
は
不
詳
。

◎
第
三
七
六
号
木
簡

□　
□

□　
□

横
材　
（107

）×（26

）×4　

081

板
目　

六
〇
次
五
～
七

（30

）×（7

）×3　

081

板
目　

六
〇
次
八

　

現
状
で
は
四
片
に
割
れ
て
お
り
、
三
片
が
接
合
す
る
横
材
の
木
簡
。
上
下
両
端

折
れ
。
左
辺
削
り
。
右
辺
割
れ
。
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。
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◎
第
三
七
七
号
木
簡

・「
＜
黒
舂
米
一
斗
」

〔
継
カ
〕

79

×13

×3　

033

柾
目　

六
〇
次
九

・「
＜
□
二
月
十
六
日
丈
マ
子
□　

」

　

上
端
折
り
。
そ
の
左
・
右
の
隅
を
削
る
。
下
端
は
二
次
的
切
断
の
可
能
性
も
あ

る
が
、
裏
の
人
名
の
詰
ま
り
方
か
ら
原
形
は
と
ど
め
る
と
み
ら
れ
る
。
左
右
両
辺

削
り
。

　

小
型
で
表
面
に
品
目
と
数
量
、
裏
面
に
日
付
と
人
名
を
記
す
黒
舂
米
の
付
札

で
、
裏
の
上
の
□
に
は
「
以
」か
の
可
能
性
が
あ
る
。
記
載
や
法
量
、
型
式
に
前
掲

の
第
三
七
四
号
に
類
す
る
特
徴
が
み
え
る
。
黒
舂
米
は
市
川
橋
遺
跡
第
六
号
木
簡

に
例
が
あ
る
（
多
賀
城
市
教
委
二
〇
〇
一
）。
一
般
的
に
は
玄
米
と
思
わ
れ
る
が
、
払

田
柵
跡
第
四
六
号
木
簡
の
白
舂
米
、
長
屋
王
家
木
簡
の
白
舂（
米
）の
例
（
註
1
）
か

ら
舂
成
の
程
度
で
は
な
く
、
稲
の
品
種
の
別
に
関
わ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る

（『
青
森
県
史
』）。

	

註
1　

秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
一
九
九
七
。『
平
城
木
簡
概
報
』二
五　

一
五
頁

下
。『
同
』二
七　

二
一
頁
下
。

◎
第
三
七
八
号
木
簡

　

 　　

 

□

187

×6

×3　

065

板
目　

六
〇
次
一
〇

　

細
い
棒
状
の
製
品
に
二
次
加
工
さ
れ
て
い
る
。
四
周
二
次
的
削
り
。
上
端
は
山

形
を
呈
す
。
用
途
は
不
詳
。
上
部
の
左
辺
に
文
字
の
残
画
が
あ
る
。

◎
第
三
七
九
号
木
簡

・　
□　
□

□　
□

・　

 　

（46

）×（18

）×2　

081

柾
目　

六
〇
次
一
一

　

上
下
両
端
折
れ
。
左
辺
割
れ
。
右
辺
削
り
。
習
書
の
断
簡
。
表
面
一
行
目
の
文

字
は
舟
偏
。
二
行
目
は
上
下
と
も
同
じ
文
字
か
。
裏
面
は
墨
が
僅
か
に
残
る
の
み
。

◎
第
三
八
〇
号
木
簡

・「
□
□

・「　

 　

（58

）×18

×5　

019

柾
目　

六
〇
次
一
二

　

上
端
削
り
。
下
端
折
れ
。
左
右
両
辺
削
り
。
腐
食
が
激
し
い
。
表
面
は
墨
が
濃

く
太
い
筆
。
裏
面
の
墨
は
極
め
て
薄
い
。
と
も
に
判
読
で
き
な
い
。

◎
第
三
八
一
号
木
簡

・
□　
□

・
□　
　

   　
　

（77

）×（10

）×5　

081

柾
目　

六
〇
次
一
三

　

上
下
両
端
折
れ
。
左
右
両
辺
割
れ
。
表
の
文
字
の
右
半
は
墨
が
残
ら
な
い
。

◎
第
三
八
二
号
木
簡

・
□

・　

 　

（18

）×（2

）×4　

081

柾
目　

六
〇
次
一
四
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上
下
両
端
折
れ
。
左
右
両
辺
割
れ
。

◎
第
三
八
三
号
木
簡

〔
出
カ
〕

（33

）×（13

）×（3

）　081

柾
目　

六
〇
次
一
五

□
□

　

上
端
折
れ
。
下
端
は
二
次
的
切
断
か
。
左
右
両
辺
割
れ
。
裏
は
割
れ
た
面
。
二

字
目
は
人
偏
。

◎
第
三
八
四
号
木
簡

□
□

（36

）×（20

）　091

六
〇
次
一
六

　

削
屑
。
文
字
の
右
半
は
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

◎
第
三
八
五
号
木
簡

□

（45

）×（9

）　091

六
〇
次
一
七

◎
第
三
八
六
号
木
簡

〔
九
カ
〕

（21

）×（12
）　091

六
〇
次
一
八

□
□

◎
第
三
八
七
～
四
〇
三
号
木
簡

　

こ
れ
ら
は
木
目
や
木
質
か
ら
み
て
同
一
簡
か
ら
取
ら
れ
た
削
屑
。
人
名
や
年
令

区
分
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

〈
第
三
八
七
・
三
八
八
号
〉〔

大
伴
カ
〕

第
三
八
七
号　
（53

）×（15

）　091　

六
〇
次
一
九

第
三
八
八
号　
（29

）×（14

）　091　

六
〇
次
二
〇

×
長
丈
部
□
…
□
□
□

　

原
形
を
と
ど
め
る
右
辺
と
木
目
の
状
況
か
ら
第
三
八
七
号
の
下
に
第
三
八
八
号

が
位
置
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。「
×
長
」は
何
ら
か
の
役
職
と
思
わ
れ
る
。
大
伴
は

『
日
本
紀
略
』弘
仁
一
四
年（
八
二
三
）四
月
壬
子
条
で
伴
へ
の
改
姓
が
み
ら
れ
る
。

〈
第
三
八
九
号
〉

□
□
□

（36

）×（12

）　091

六
〇
次
二
一

〈
第
三
九
〇
号
〉

□
□

（33

）×（16

）　091

六
〇
次
二
二

　

文
字
は
左
側
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

〈
第
三
九
一
号
〉

□
□

（20

）×（6

）　091

六
〇
次
二
三

〈
第
三
九
二
号
〉

〔
百
カ
〕

（12

）×（9

）　091

六
〇
次
二
四

□
〈
第
三
九
三
・
三
九
四
号
〉

〔
耆
カ
〕

第
三
九
三
号　
（15

）×（12

）　091　

六
〇
次
二
五

第
三
九
四
号　
（11

）×（10

）　091　

六
〇
次
二
六

□
老
…
□
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木
目
か
ら
第
三
九
三
号
の
下
に
第
三
九
四
号
が
位
置
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
耆

は
六
六
才
以
上
の
者
で
、
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
に
は
一
才
引
き
下
げ
て
六
五

才
以
上
と
な
る
（
養
老
戸
令
6
三
歳
以
下
条
。『
類
聚
三
代
格
』巻
一
七
天
平
宝
字
二
年
七
月

三
日
勅
）。

〈
第
三
九
五
号
〉

□　
□

（35

）×（10

）　091

六
〇
次
二
七

　

左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。

〈
第
三
九
六
号
〉

□

（12

）×（10

）　091

六
〇
次
二
八

〈
第
三
九
七
号
〉

□
□

（14

）×（12

）　091

六
〇
次
二
九

〈
第
三
九
八
号
〉

□

（24

）×（16
）　091

六
〇
次
三
〇

〈
第
三
九
九
号
〉

□

（12

）×（3

）　091

六
〇
次
三
一

〈
第
四
〇
〇
号
〉

□

（11

）×（6

）　091

六
〇
次
三
二

〈
第
四
〇
一
号
〉

□

（14

）×（10

）　091

六
〇
次
三
三

〈
第
四
〇
二
号
〉

　

 　

（12

）×（7

）　091

六
〇
次
三
四

〈
第
四
〇
三
号
〉

□

（10

）×（10

）　091

六
〇
次
三
五

◎
第
四
〇
四
号
木
簡

□
□

（18

）×（7

）　091

六
〇
次
三
六

◎
第
四
〇
五
号
木
簡

□　
□

横
材　
（38

）×（9

）　091

六
〇
次
三
七

◎
第
四
〇
六
号
木
簡

□

（35

）×（8

）　091

六
〇
次
三
八

◎
第
四
〇
七
号
木
簡

□　
□

（19

）×（4

）　091

六
〇
次
三
九
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◎
第
四
〇
八
号
木
簡

□
□
□

（32

）×（5

）　091

六
〇
次
四
〇

◎
第
四
〇
九
号
木
簡

　

 　

（46

）×（12

）　091

六
〇
次
四
一

◎
第
四
一
〇
号
木
簡

　

 　

（40

）×（6

）　091

六
〇
次
四
二

◎
第
四
一
一
号
木
簡

□

（29

）×（7

）　091

六
〇
次
四
三

【
第
六
一
次
調
査
】

　
　

第
一
一
層
出
土
木
簡（
木
簡
図
版
25
）

◎
第
四
一
二
号
木
簡

「
＜
三
斗
三
升
二
合 　

   　

（158

）×26

×5　

039

柾
目　

六
一
次
一

　

上
端
削
り
。
下
端
折
れ
。
左
右
両
端
削
り
。
物
品
付
札
。
文
字
は
肉
眼
で
は
み

え
な
い
。
三
字
目
は
先
に
書
い
た
文
字
を
削
り
取
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

第
一
〇
層
出
土
木
簡（
木
簡
図
版
25
・
26
）

◎
第
四
一
三
号
木
簡

〔
足
衣
カ
〕

156

×21

×7　

051

板
目　

六
一
次
二

　

 　

 

□
□　
『
有
有
』

　

使
用
後
に
斎
串
状
に
二
次
加
工
さ
れ
て
い
る
。
二
次
的
に
上
端
は
切
断
し
て
削

り
、
左
右
両
辺
は
削
り
。
墨
は
薄
い
。
足
衣
は
韈（
た
び
）。『
説
文
解
字
』に
「
韈
。

足
衣
也
。」と
あ
り
『
和
名
類
聚
抄
』は
「
単
皮
履
」と
記
す
。
異
筆
は
習
書
。
上
よ

り
墨
が
濃
く
、
文
字
も
大
き
い
。

◎
第
四
一
四
号
木
簡

「
＜
□
遺
」

98

×22

×8　

032

板
目　

六
一
次
三

　

上
端
削
り
。
下
端
は
角
を
落
と
し
、
削
っ
て
丸
く
整
形
。
左
右
両
辺
削
り
。
墨

は
極
め
て
薄
い
。
物
品
付
札
と
み
ら
れ
る
が
内
容
は
不
明
。

◎
第
四
一
五
号
木
簡

「
□　
　
　
　
〔
大
帳
カ
〕

径189

×
厚6　

061

柾
目　

六
一
次
四

　
　
　

 

□
□
□
□
」

　

曲
物
底
板
の
表
側
に
墨
書
す
る
。
文
字
方
向
の
左
右
は
割
れ
。
末
尾
二
字
は「
大

帳
」か
と
読
ま
れ
る
が
、
そ
の
上
は
判
読
で
き
な
い
。
計
帳
を
指
す
か
は
不
明
。
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【
第
八
一
次
調
査
】

　
　

Ｓ
Ｘ
二
九
六
八
盛
土
遺
構
出
土
木
簡（
木
簡
図
版
27
・
28
）

◎
第
四
一
六
号
木
簡

×
奥
丈
マ
立
男
白
川　
　
　

ヽ
氏
マ
子
蘇
万
呂
ヽ
十
一
丈
マ
×

（204

）×（16

）×（2

）　081

柾
目　

八
一
次
一

　

人
名
が
記
さ
れ
た
木
簡
の
右
辺
側
を
裂
き
取
っ
た
断
簡
。
上
下
両
端
折
れ
。
左

辺
削
り
。
右
辺
割
れ
。
二
行
の
記
載
が
残
り
、
一
行
目
は
下
半
に
氏
部
と
丈
部
が

続
け
て
記
さ
れ
る
。
氏
部
で
は
下
に
年
令
と
思
わ
れ
る
数
字
が
あ
る
。
ま
た
、
各

氏
名
の
上
部
に
は
合
点
が
あ
り
、
丈
部
の
合
点
は
氏
部
の
数
字
と
重
な
る
。
二
行

目
は
断
簡
上
部
に
あ
り
、
陸
奥
丈
部
と
み
ら
れ
る
人
名
の
右
下
に
「
白
川
」の
註
を

記
す
。

　

史
料
上
、
陸
奥
国
に
氏
部
は
み
え
な
い
が
、
南
隣
り
の
常
陸
国
北
部
の
那
珂
郡

で
確
認
さ
れ
、
鎮
所
や
征
討
時
に
私
穀
や
軍
粮
を
進
上
し
た
者
も
見
出
せ
る
（
註

1
）。
陸
奥
丈
部
は
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）
五
月
辛
未
条
の
改
賜

姓
記
事
に
磐
城
団
擬
少
毅
の
例
が
み
え
る
。
右
下
の
「
白
川
」は
白
河
か
。
河
を

川
と
表
記
す
る
例
は
『
日
本
後
紀
』延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
正
月
庚
子
条
に
あ
る
。

郡
名
に
白
河
郡
、
郷
名
に
宮
城
・
胆
沢
郡
白
河
郷
、
駅
名
に
白
河
・
黒
川
郡
白
河
駅

家
、
軍
団
名
に
白
河
団
が
あ
る
が
、
磐
城
団
擬
少
毅
の
例
か
ら
み
れ
ば
陸
奥
国
南

部
の
白
河
郡
・
駅
家
・
軍
団
と
考
え
ら
れ
る
（
註
2
）

　

な
お
、
本
簡
で
は
一
・
二
行
目
の
人
名
記
載
の
仕
方
が
異
な
る
。
文
書
の
中
で

の
位
置
付
け
が
異
な
る
と
推
定
さ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
。
記
さ
れ
た
氏
族
や
註
記

の
所
在
地
は
陸
奥
国
南
辺
や
常
陸
国
と
み
ら
れ
、
そ
の
地
域
と
関
わ
る
木
簡
と
み

ら
れ
る
。

	

註
1　
『
続
日
本
紀
』養
老
七
年（
七
二
三
）二
月
戊
申
・
天
応
元
年（
七
八
一
）正
月
乙
亥
条
。
他

に
正
倉
院
の
天
平
宝
字
元
年（
七
五
七
）常
陸
国
那
賀
郡
調
曝
布
の
墨
書
に
も
み
え
る（『
寧

楽
遺
文
』下
巻
七
八
五
頁
）。

	

註
2　

承
和
十
五
年
の
史
料
で
磐
城
団
擬
少
毅
は
白
河
・
磐
瀬
郡
大
領
の
次
に
記
さ
れ
て
い
る
。

後
に
は
郡
名
表
記
の
な
い
権
主
政
、
信
夫
郡
擬
主
帳
、
標
葉
郡
擬
少
領
、
伊
具
郡
麻
績
郷
戸

主
の
磐
城
団
擬
主
帳
が
続
く
が
、
磐
城
団
の
擬
少
毅
が
山
道
の
郡
司
の
間
に
入
る
配
列
は

違
和
感
が
あ
る
。
ま
た
、
磐
城
団
擬
主
帳
が
伊
具
郡
の
人
で
あ
る
事
実
か
ら
承
和
年
間
に

新
設
さ
れ
た
磐
城
団
で
は
広
範
囲
か
ら
の
編
成
が
考
え
ら
れ
て
い
る
（
鈴
木
一
九
九
八
）。

本
簡
で
の
陸
奥
丈
部
の
所
在（
白
川
）と
承
和
十
五
年
の
史
料
で
の
配
列
か
ら
す
る
と
、
磐

城
団
擬
少
毅
に
は
磐
瀬
郡
か
ら
の
任
用
が
推
測
さ
れ
な
い
か
。

【
第
八
三
次
調
査
】

　
　

Ｓ
Ｋ
三
〇
七
三
土
壙
出
土
木
簡（
木
簡
図
版
27
・
28
）

◎
第
四
一
七
号
木
簡

・

大
伴
部
益
国

　

 　

�

」

〔
二
年
カ
〕	

〔
三
日
カ
〕

・
×
平
神
護
□
□
×
×
□
□　

奈
須
直『
廣
成
』

（158

）×61

×6　

019

板
目　

八
三
次
一

�

□　
　

」

　

表
に
人
名
の
記
載
、
裏
に
年
紀
・
日
付
と
署
名
の
あ
る
木
簡
。
人
の
進
上
等
に

関
わ
る
文
書
と
推
定
さ
れ
る
。
現
状
で
は
接
合
す
る
三
片
に
分
か
れ
て
い
る
。
上

端
は
両
面
か
ら
刃
物
を
入
れ
て
二
次
的
に
折
る
。
刃
物
の
入
り
方
は
裏
が
鋭
く
、

意
図
的
に
年
号
部
分
に
刃
を
入
れ
て
折
り
、
廃
棄
し
た
も
の
か
。
下
端
は
削
り
。

左
右
両
辺
は
割
り
の
ま
ま
。

　

墨
は
全
体
的
に
薄
い
が
、
年
号
部
は
鮮
明
に
残
る
。
表
は
右
辺
寄
り
の
下
半
で

大
伴
部
益
国
の
人
名
が
判
読
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
釈
文
を
立
て
る
の
は
難
し
い
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が
、
墨
痕
は
他
に
も
認
め
ら
れ
る
。
益
国
の
書
か
れ
た
位
置
や
裏
の
年
紀
・
署
名

の
記
載
か
ら
み
て
人
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
人
の
進
上
等
に
関

わ
る
文
書
と
推
測
さ
れ
る
。

　

裏
の
年
紀
は
上
部
が
二
次
的
な
折
り
、
末
尾
が
破
損
部
に
か
か
る
。（
天
）平
神

護
二
年
（
七
六
六
）
と
み
た
が
、「
□
□
（
二
年
カ
）
×
」は
「
□
（
元
カ
）
×
」の
可
能
性
も

残
る
。
な
お
、
年
紀
の
あ
る
木
簡
は
多
賀
城
で
は
意
外
に
少
な
く
、
大
同
四
年

（
八
〇
九
）の
第
五
号（『
多
賀
城
跡
木
簡
Ⅰ
』一
六
頁
）に
次
い
で
二
例
目
で
あ
る
。
実
に

四
〇
年
ぶ
り
に
出
土
し
た
年
紀
木
簡
で
、
墨
が
鮮
明
な
だ
け
に
現
在
の
多
賀
城
で

は
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
年
紀
は
出
土
遺
構
の
年
代
の
ほ
か
に
南
側
の
外
郭

南
辺
築
地
跡
の
年
代
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
（
一
八
・
一
九
頁
、
及
び
『
年
報

二
〇
一
二
』）。

　

日
付
下
の
人
名
は
、
氏
族
名
と
名
前
と
で
文
字
の
大
き
さ
や
軸
線
、
筆
の
太
さ
、

墨
の
濃
淡
が
異
な
り
、『
廣
成
』は
自
署
と
み
ら
れ
る
。
奈
須
直
氏
は
下
野
国
那
須

郡
の
郡
領
氏
族
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
他
に
陸
奥
国
で
承
和
十
五
年（
八
四
八
）

に
白
河
郡
大
領
の
奈
須
直
赤
龍
が
み
え
る
（『
続
日
本
後
紀
』同
年
五
月
辛
未
条
）。
奈

須
直
氏
は
下
野
国
以
外
に
陸
奥
国
白
河
郡
に
も
分
布
し
、
郡
領
と
な
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
本
簡
の
廣
成
の
本
貫
・
職
名
は
不
明
だ
が
、
多
賀
城
出
土
の
木
簡
に
み

え
る
奈
須
直
氏
で
年
紀
・
日
付
の
下
に
自
署
を
加
え
る
責
任
者
の
地
位
に
あ
る
者

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
河
郡
領
の
奈
須
直
氏
と
近
い
系
譜
関
係
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
は
白
河
郡
の
奈
須
直
氏
を
同
郡
の
郡
領
氏
族
と
し
て
八
世
紀
半
ば
頃
に
遡
っ

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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【
引
用
参
考
文
献
】

板
橋　

源
一
九
五
四	

「
陸
奥
出
羽
官
稲
出
挙
利
率
考
」『
岩
手
大
学
学
芸
学
部
研
究
年
報
』七

板
橋　

源
一
九
六
六	

「
古
代
陸
奥
軍
団
考
」『
軍
事
史
学
』五

市　

大
樹
二
〇
一
一	

『
す
べ
て
の
道
は
平
城
京
へ　

古
代
国
家
の
〈
支
配
の
道
〉』吉
川
弘
文
館

今
泉
隆
雄
一
九
八
八	

「
多
賀
城
の
時
代
」『
図
説
宮
城
県
の
歴
史
』河
出
書
房
新
社

今
泉
隆
雄
一
九
九
八	

「
多
賀
城
跡
出
土
の
付
札
木
簡
の
製
作
方
法
」『
古
代
木
簡
の
研
究
』吉

川
弘
文
館

今
泉
隆
雄
二
〇
〇
一	
「
多
賀
城
の
創
建　

─
郡
山
遺
跡
か
ら
多
賀
城
へ
─
」『
条
里
制
・
古
代

都
市
研
究
』通
巻
一
七
号

今
泉
隆
雄
二
〇
〇
五	

「
古
代
国
家
と
郡
山
遺
跡
」『
宮
城
県
仙
台
市
郡
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

書　

─
総
括
編（
1
）─
』

岸　

俊
男
一
九
五
二	

「
古
代
後
期
の
社
会
」『
新
日
本
史
講
座
』。
後
に
同
氏『
日
本
古
代
籍

帳
の
研
究
』塙
書
房（
一
九
七
三
）に
所
収

岸　

俊
男
一
九
五
六	

「
所
謂『
陸
奥
国
戸
籍
』」残
簡
補
考
」『
続
日
本
紀
研
究
』三
―
二
。
後

に
同
氏『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』塙
書
房（
一
九
七
三
）に
所
収

北　

啓
太
一
九
八
四	

「
天
平
四
年
の
節
度
使
」『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』上
巻

喜
田
貞
吉
一
九
八
二	

「
石
城
・
石
背
両
国
建
置
沿
革
考
」『
喜
田
貞
吉
著
作
集
』四　

歴
史
地

理
研
究　

平
凡
社　
（
原
論
文
発
表
は
一
九
一
二
年
）

小
松
正
夫
二
〇
〇
七	

「
釈
文
の
訂
正
と
追
加（
一
〇
）　

秋
田
・
秋
田
城
跡
」『
木
簡
研
究
』第

二
九
号

佐
々
木
茂
楨
二
〇
一
〇	

「
古
代
陸
奥
国
の
「
名
取
以
南
一
十
四
郡
」と
多
賀
・
階
上
二
郡
の
権
置
」

『
国
史
談
話
会
雑
誌
』第
五
〇
号

佐
藤
和
彦
一
九
八
四	

「
多
賀
城
跡
出
土
の
歴
名
作
成
用
木
簡
に
つ
い
て
」『
東
北
歴
史
資
料
館

研
究
紀
要
』第
一
〇
巻

鈴
木
拓
也
一
九
九
一	

「
古
代
陸
奥
国
の
軍
制
」『
歴
史
』第
七
七
輯
。
後
に
同
氏『
古
代
東
北

の
支
配
構
造
』吉
川
弘
文
館（
一
九
九
八
）に
所
収

鈴
木
拓
也
一
九
九
二	

「
陸
奥
・
出
羽
の
公
出
挙
制
」『
川
内
古
代
史
論
集
』六
。
後
に
同
氏『
古

代
東
北
の
支
配
構
造
』吉
川
弘
文
館（
一
九
九
八
）に
所
収

鈴
木
拓
也
一
九
九
八	

「
九
世
紀
陸
奥
国
の
軍
制
と
支
配
構
造
」『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
』吉

川
弘
文
館

鈴
木
拓
也
二
〇
一
〇	

「
古
代
東
北
の
城
柵
と
出
土
文
字
資
料
」『
木
簡
学
会
多
賀
城
特
別
研
究

集
会
古
代
東
北
の
城
柵
と
木
簡
』

鈴
木
拓
也
二
〇
一
一	

「
古
代
東
北
の
城
柵
と
出
土
文
字
資
料
」『
木
簡
研
究
』第
三
三
号

土
田
直
鎮
一
九
九
二	

「
石
城
石
背
両
国
建
置
沿
革
余
考
」『
奈
良
平
安
時
代
史
研
究
』吉
川
弘

文
館（
原
論
文
発
表
は
一
九
五
二
年
）

新
見
吉
治
一
九
〇
九	

「
中
古
初
期
に
於
け
る
族
制
」『
史
学
雑
誌
』二
〇
─
二
・
三
・
四

平
川　

南
一
九
九
三	

「
多
賀
城
の
創
建
年
代　

─
木
簡
の
年
代
を
中
心
と
し
て
─
」『
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
研
究
紀
要
』第
五
〇
集
。
後
に
同
氏『
古
代
地
方
木
簡

の
研
究
』吉
川
弘
文
館（
二
〇
〇
三
）に
所
収

平
川　

南
二
〇
〇
三	

「
過
所
木
簡
」『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』吉
川
弘
文
館

丸
山
裕
美
子
一
九
九
二「
多
賀
城
跡
第
六
一
次
調
査
出
土
の
医
方
書
断
簡
漆
紙
文
書
」『
年
報

一
九
九
一
』

吉
田
東
伍
一
九
〇
六	

『
大
日
本
地
名
辞
書　

奥
羽　

第
七
巻
』

吉
野　

武
二
〇
一
一	

「
多
賀
城
と
城
下
の
木
簡
」『
木
簡
研
究
』第
三
三
号

渡
辺
晃
宏
二
〇
〇
四	

「
籍
帳
制
」
平
川
南
・
沖
森
拓
也
・
栄
原
永
遠
男
・
山
中
章
編『
文
字
と

古
代
日
本
1　

支
配
と
文
字
』吉
川
弘
文
館

【
引
用
報
告
書
・
資
料
集
】

青
森
県
史
編
さ
ん
古
代
部
会
編
二
〇
〇
八『
青
森
県
史　

資
料
編　

古
代
2　

出
土
文
字
資
料
』

秋
田
県
教
育
委
員
会
・
秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
一
九
九
七

	

『
払
田
柵
跡　

─
第
一
〇
七
～
一
〇
九
次
調
査
概
要
─
』秋
田
県
文
化

財
調
査
報
告
書
第
二
六
九
集
・
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
年
報
一
九
九
六

秋
田
市
教
育
委
員
会
一
九
九
二

	

『
秋
田
城
跡
出
土
文
字
資
料
集
Ⅱ
』秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
研
究
紀
要
Ⅱ

秋
田
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
〇

	

『
秋
田
城
跡
出
土
文
字
資
料
集
Ⅲ
』秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
研
究
紀
要
Ⅲ

茨
城
県
教
育
財
団
一
九
八
三	

『
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
漆
紙
文
書　

─
本
文
編
─
』

岩
手
県
水
沢
市
教
育
委
員
会
一
九
八
二	

『
胆
沢
城
跡　

─
昭
和
五
六
年
度
発
掘
調
査
概
報
─
』

多
賀
城
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
一

	

『
市
川
橋
遺
跡　

─
城
南
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
発
掘
調
査
報
告

書
Ⅰ
─
』多
賀
城
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
〇
集

多
賀
城
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
五

	

『
市
川
橋
遺
跡　

─
第
四
五
次
調
査
報
告
書
─
』多
賀
城
市
文
化
財
調

査
報
告
書
第
七
六
集

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
九
二	

『
平
城
宮
出
土
木
簡
概
報
』二
五

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
一
九
九
三	

『
平
城
宮
出
土
木
簡
概
報
』二
七

福
島
県
郡
山
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
七	

『
清
水
台
遺
跡　

─
総
括
報
告
二
〇
〇
六
─
』

宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
一
九
七
九	『
多
賀
城
漆
紙
文
書
』宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所

資
料
Ⅰ

宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
一
九
八
二	『
多
賀
城
跡　

政
庁
跡　

本
文
編
』

宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
二
〇
一
一	『
多
賀
城
跡
木
簡
Ⅰ
』宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所

資
料
Ⅱ
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18 ′
24 ″

140 °
59 ′
18 ″

1982年8月9日

～
2012年11月22日
（第44 ～ 85次：
�当研究所調査分）

49510㎡
調査計画に
基づく学術
調査世界測地系準拠

（ＧＲＳ80）

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

特別史跡
多賀城跡

国府
城柵

奈良平安 ・政庁－外郭南門間道
路跡
・暗渠跡（道路跡部分）
・築地塀跡（外郭南辺）
・基礎地業（外郭南辺）
・材木列跡（外郭西辺）
・護岸施設
・建物跡
・井戸
・溝
・土壙
・遺物包含層

第44次調査木簡
第47次調査木簡
第60・61次調査木簡
第81・83次調査木簡

多賀城創建頃の木簡が多
数出土（第44次）。
軍制関係木簡（第47次）、
紀年銘木簡（第83次）、
荷札、習書木簡など多賀
城跡の性格の一端を示す
木簡が出土。

要　　約

・政庁－外郭南門間道路の最も古い暗渠跡から多量の木簡が出土（第44次）。多賀城の創建を
考えるうえで重要な資料が含まれる。
・軍団の兵士・幹部と関わる木簡が出土（第47次）。兵士の上番や軍毅の城柵常駐といった軍
団と城柵との関わり、陸奥国軍制の実態が知られる資料とみられる。
・天平神護の年紀がある木簡が出土（第83次）。年紀木簡は2例め。貴重であるとともに、南
側にある外郭南辺築地塀跡の年代にも一定の示唆を付与する
・他に荷札、習書木簡など多賀城跡の性格の一端を示す木簡が多く出土している。
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